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はじめに

本書は Advance CAD システムのシステム管理者が、 Advance CAD ソフトウェア を使用／管理する

上で必要な事柄について記述しています。お使いのコンピュータのシステム管理に関する知識が
あり、 Advance CAD のオペレーションを熟知している方を対象にしています。

● 技術的なお問い合わせ先

Advance CAD の技術的なご質問は下記で受付けております。
Advance CAD ソフトウェア保守契約に加入されているお客様に限らせていただきます。

--------- Advance CAD ホットラインサービス -------------------------------------
電話番号 : 03-5512-3078
FAX 番号 : 03-5512-3030
E-mail : acad_support@ctc-g.co.jp ( 要登録 )

--------------------------------------------- 受付時間 ： 月～金 9:00 ～ 17:30 --

●
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第 1 章 トラブル対策
トラブルが起こる原因はさまざまですが、およそ次の点に集約できます。
• 操作ミス
• ハードウェアのトラブル
• ソフトウェアの不具合 ( バグ）

• ドキュメントのエラー

トラブルが起こったら、まず原因がハードウェアによるのか、ソフトウェアによるの
かを判断してください。ディスプレイの電源は入っているか、接続がはずれていない
かなどを調べます。

機械的なトラブルでなさそうならば、ドキュメントを読んで使い方をチェックしてく
ださい。操作ミスの可能性もあります。 Advance CAD はシステムコマンドのオペレー

ションについて、オンラインドキュメントをサポートしています。 
ときとしてドキュメントの記述が間違っていることもあります。その場合にはドキュ
メントの誤りを弊社宛にお知らせください。

操作が正しければ『再現性があるか』調べてください。再現性のチェックは、下記の
ように、状況を変えておこなってみてください。

• 違うモデルや新規モデルで実行してみる
• Advance CAD を再起動してから実行してみる

• 別のマシンで同じ現象が起こるか調べる

再現性があるときはバグレポートを作成し、弊社宛に送付してください。その際、ロ
グファイルなどのデータがあればより早く原因を見つけることができます。
システム管理の手引き (Advance CAD Version 18) 1



第 1 章 .  トラブル対策
● よく起こるトラブル

ハードウェアのトラブルで一番多いのは、ハードディスクの容量がいっぱいになることです。これ
が起こるとセッションファイルをそれ以上作れなくなるため、そのセッションファイル自体が壊れ
る恐れがあります。このような ' ディスクフル ' を避けるために、なるべく頻繁に空き領域のチェッ

クを行なってください。スクラッチファイルや長さ０の空ファイルも消去してください。当面使用
しないファイルはバックアップし、ディスクから消すなどして、空き領域を確保するよう務めてく
ださい。

● エンハンス リクエスト作成に関するご注意

現状に対する不満の指摘だけでなく、「なぜそれが必要になるのか」、「そのためにはどのようにした
いのか」が、わかるように書いてください。

というのは、現在の不具合が指摘のコマンドに関係するだけなのか、それとも他に改善すべき点の
矛盾がそこに現われたのかを検討する必要があり、また、その場しのぎの対応ではなく、Advance 
CAD 全体を見わたした改善計画を作る必要があるからです。

なお、代筆はどういう意図なのかが伝わりにくくなるため、リクエストシートは極力、要求者ご本
人がお書きくださるようお願いします。

● 技術的なお問い合わせ先

Advance CAD の技術的なご質問は下記で受付けております。
Advance CAD ソフトウェア保守契約に加入されているお客様に限らせていただきます。

--------- Advance CAD ホットラインサービス -------------------------------------
電話番号 : 03-5512-3078
FAX 番号 : 03-5512-3030
E-mail : acad_support@ctc-g.co.jp ( 要登録 )

--------------------------------------------- 受付時間 ： 月～金 9:00 ～ 17:30 --

●
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第 2 章 起動と環境設定
この章では Advance CAD を起動するコマンドと、環境設定ファイル コンフィグレー

ションファイル (ACAD.SET) について説明します。

2.1 Advance CAD の起動

2.1.1 手順

システムにログイン（ログオン）し、Advance CAD プログラムを起動します。

• Solaris / Linux ( 以下 UNIX) 版
prompt%  acad <CE>

• Windows 版
【スタート】メニューの【Advance CAD】 の【Advance CAD】 をクリックする。

Advance CAD を起動できないときは、『インストールガイド』にあるエラーメッ

セージ一覧を参考にして対処してください。
 Advance CAD が起動されると、画面左下に図のメッセージが表示されますので、

セッションファイル名を入力します。

【セッションファイルとは】
セッションファイルとは Advance CAD のモデル保存前までの操作した

情報を記録するファイルのことです。
データ保存前に Advance  CAD が何らかの原因でストップした場合など、

セッションファイルがあればデータを復元する事ができます。
セッションファイルは、データ（モデル）を保存した時に初期化されま
す。
システム管理の手引き (Advance CAD Version 18) 3



第 2 章 .  起動と環境設定
<CE> だけを入力すると、デフォルトのセッションファイル名を使用します。この場合は以下の名前

のセッションファイルが作成されます。
"ACAD- ユーザ名 -YYYYMMDD-HHMMSS- プロセス ID"

ユーザ名 : ログインユーザ名。ログインユーザ名が ACAD* の場合は先頭の ACAD- は付けない。
(ACAD- ユーザ名で 10 バイトを越える場合は 10 バイトで切り捨てる )

YYYYMMDD : 年月日。年は西暦４桁
HHMMSS : 時分秒
プロセス ID : Advance CAD のプロセス番号 (5 桁 )

たとえばログインユーザ名が user、プロセス ID が 300 で、2002 年 4 月 7 日 10 時 30 分 15 秒に起動

した場合は、ACAD-USER-20020407-103015-00300 という名前になります。  

← オリジナルメニュー版

Windows メニュー版 →
  4 システム管理の手引き (Advance
 CAD Version 18)



2.1  Advance CAD の起動    
続いて作業選択メニューのメッセージが表示されます。Windows 版でダイアログを使用する設定の

場合はダイアログボックス操作になります。

作業番号の 1 ～ 4 または最近使ったモデルの A ～ Ｊ を入力するか、またはマウスでピックします。

1 または <CE> : 指示したモデルを Advance CAD 上に呼び出す。
2 : アイテムがなにもない状態から始める。
3 : セッションファイルを使って再実行する。指示したセッショ ンファイルに記録されて

いるコマンドが順に再現される。 
ONN と指定すると、モデルなどを更新して再現する。省略すると更新しないで再現す
る。

4 : Advance CAD を終了する。
A ～ J : 指示したモデルを Advance CAD 上に呼び出す。

1 か 3 を選択したときバックスペースをタイプすると選択画面に戻ります。

最近使ったモデルは最大 10 モデル表示されます。最近使ったモデルを表示したくない場合は こコン

フィグレーションファイルの キーワード #MODEL:MRU# の行を削除します。

Windows 版では、フロッピーディスクなどのリムーバルドライブ上のモデルは最近使ったモデルと

しては記録されません。

2.1.1.1 Advance CAD を複数起動する場合

スワップファイルのサイズは Advance CAD １つのとき最低 80 メガバイト必要です。

２つ以上同時に起動するには１つ当たり 40 メガバイト増やさなければなりません。

それぞれの起動ディレクトリを別にし、セッションファイル名が重複しないように注意してくださ
い。セッションファイルの重複のチェックはしていません。

2.1.2 起動オプション

 Advance CAD 起動時につぎのオプションを指定できます。

• Advance CAD のウインドウの位置と大きさを指定する。

← UNIX 版

Windows 版→
システム管理の手引き (Advance CAD 
Version 18) 5



第 2 章 .  起動と環境設定
• ワークディレクトリを指定する。
• コンフィグレーションファイルを指定する。
• セッションファイル名を指定する。
• 起動状態を指示する。
• スタートアップマクロを指定する。
• モデルの単位を指定する。
• ウインドウの枠に任意の文字列を表示させる。
• バッチで実行する。
• セキュリティ機能使用時にバッチで起動するときユーザ名を渡す。
• モデルのロック機能の使用を制御する。
• 受信用プロパティ名を渡す。
• アイコンで起動したとき任意の文字を記述する。

【構文】

2.1.2.1 ウィンドウの大きさ、位置の指定

省略するとスクリーン全体を占めるウインドウを作る。 

width : ウインドウの幅
x : width と height を区切る文字
height : ウインドウの高さ
x : ウインドウ位置のｘ 座標 (原点からの位置 )
y : ウインドウ位置のｙ 座標 (原点からの位置 )
+ : 原点から +方向の座標を指定するとき使う。

-pCONFFILE
-wWORKDIR
-sSESIONNAME
-j1MODELFILE
-j2
-j3SESSIONFILE
-m1MACRONAME
-m2MACRONAME
-m3MACRONAME
-m4MACRONAME
-m5MACRONAME
-m6MACRONAME
-uUNIT
-tTITLE
-b
-aUSER
-ro
-rw
-nPROPERTYNAME
-iICONNAME
-lICONLOCATION

=widthxheight x
+

-
y

=#

acad <CR>

+

+

-

+

-
x=widthxheight y

+

-
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2.1  Advance CAD の起動    
- : 原点から -方向の座標を指定するとき使う。
=# : # だけを指定すると、起動したウインドウとほぼ同じ位置にほぼ同じ大きさの Advance 

CAD のウインドウが開く

例． width が 500, height が 400, x が 300, y が 200 のウインドウを作り、Advance CAD を実行する
とき 
acad =500x400+300+200

2.1.2.2 コンフィグレーションファイルの指定

-pCONFFILE : CONFFILE にはコンフィグレーションファイル名を指定する。コンフィグレーショ
ンファイルを使用者ごとに作成しておき、 Advance CAD 起動時に該当するコンフィ
グレーションファイルを指定する。モデルファイルやシンボルファイルのディレク
トリを使用者によって変えたいとき指定する。省略すると標準のコンフィグレー
ションファイルを参照する。以下は指定した場合の例。

例． acad -pCTC.SET

2.1.2.3 ワークディレクトリの指定

-wWORKDIR : 起動したディレクトリ以外を、作業用ディレクトリとして使用する場合に指定しま
す。Windows のアプリケーションの関連付け機能で、.MDL ファイルの関連付けを設
定した場合、ファイルアイコンをダブルクリックするとアプリケーションを起動す
ることができます。この場合、通常の従来のように、起動ディレクトリを別個に指
定する手立てがなく、このオプションを使って指定します。もし、この指定をしな
い場合、MDL ファイルのディレクトリに、ログファイルや様々な作業用ファイルが
混在してしまうことになります。

例．
acad -w/home/acad/work (UNIX 版 )
acad -wc:\acad\work (Windows 版 )

2.1.2.4 セッションファイル名の指定

-sSESSIONNAME : -s オプションを指定すると、 Advance CAD 起動後にセッションファイル名の入力
を問い合わせない。

例．acad -sCTC
セッションファイル名は CTC.LOG になる。

2.1.2.5 起動状態の指定

-j1MODELFILE
または
MODELFILE : 起動後すぐに「モデルの呼出し」をする。MODELFILE には、呼び出すモデル名を指

定する。モデル名を省略した場合は、Advance CAD 起動後にモデル名を入力する。
モデル名 CTC を呼出す時は acad -j1CTC または acad CTC と指定する。
システム管理の手引き (Advance CAD Version 18) 7



第 2 章 .  起動と環境設定
-j2 : 起動後すぐに「新モデル開始」にする。acad -j2  と指定する。
-j3SESSIONFILE : 起動後すぐに「セッションファイルのリスタート」にする。sessionfile には、リ

スタートさせるセッションファイル名を指定する。セッションファイル名を省略し
た場合は、Advance CAD 起動後にセッションファイル名を入力する。セッション
ファイル名 CTC.LOG をリスタートする時は acad -j3CTC と指定する。

-j1, -j2, -j3  を指定すると以下のようになる。

(1) 起動時にタイトル「 Advance CAD Version 17.xx  release xx-Xxx-20xx」のメッセージを表示しな
い。

(2) 出力セッションファイル名の入力を省略する。-s オプションでセッションファイル名を指定してい
なければ、デフォルトのセッションファイル名になる。

(3) 作業番号入力メニューを省略する。

2.1.2.6 スタートアップマクロ名の変更

-m1MACRONAME : Advance CAD を起動して作業番号２「新モデルの開始」を選択したとき、または -
j2 オプションを指定して Advance CAD を起動したときに実行するマクロ名を指定
する。(省略すると -m1STARTUP01.MAC と記述したのと同じ )

-m2MACRONAME : コマンド「新規開始」が選択された時に実行するマクロ名を指定する。(省略する
と -m2STARTUP02.MAC と記述したのと同じ )

-m3MACRONAME :  Advance CAD を起動して、作業番号１「モデルの呼出し」を選択したとき、また
は -j1 オプションを指定して Advance CAD を起動したとき、またはコマンド「モ
デル呼出し」が選択され、新規モードで正常に呼出されたときに実行するマクロ名
を指定する。(省略すると -m3STARTUP03.MAC と記述したのと同じ )

-m4MACRONAME : モデル保存が正常に終了した後に実行するマクロ名を指定する。(省略すると -
m4STARTUP04.MAC と記述したのと同じ )

-m5MACRONAME : 同時設計コマンドの「モデル読み込み」でモデルが正常に読み込まれたときに実行
するマクロ名を指定する。(省略すると -m5STARTUP05.MAC と記述したのと同じ )

-m6MACRONAME : 同時設計コマンドの「モデル保存」でモデルが正常に保存された後に実行するマク
ロ名を指定する。(省略すると -m6STARTUP06.MAC と記述したのと同じ )

スタートアップマクロとは、「新モデルの開始」、「新規開始」、「モデル呼出し」などのときに必
ず行わせる処理をマクロに記述したもので、マクロディレクトリにファイル名が STARTUP01 ～

06.MAC のマクロファイルがあれば実行されます。

このオプションを使うと、ここで指定したマクロがスタートアップマクロとして使用される。

2.1.2.7 モデルの単位系の指示

-uUNIT : unit にはモデルの単位 ( mm または in ) を設定する。mm 単位で起動するときは 
-umm 、inch 単位で起動するときは -uin と指定する。省略すると、mm になる。

inch 単位でモデルを作成するときは、シンボルおよび図面枠シンボルも、inch 単位で作成しな

ければならない。また異なる単位のモデルおよびサブモデルを呼び出した場合、単位の自動
変換は行なわない。たとえば 10 mm のものは 10 inch になる。
  8 システム管理の手引き (Advance CAD Version 18)



2.1  Advance CAD の起動    
2.1.2.8 ウインドウ枠のタイトルを指示

-tTITLE : Advance CAD 使用中のウインドウ枠のタイトルバーに表示する文字を指定する。指
定できる文字は英数字だけ。-t に続けてなにも指定しなければ、枠に文字を表示
しない。このオプションを省略すると、Advance CAD のデフォルト文字列を表示す
る。たとえばウインドウ枠に ACAD1 と表示させるには、下記のようにする。

例 .acad -tACAD1

2.1.2.9 Advance CAD をバッチで起動

 -b : Advance CAD をバッチで実行するとき指定する。グラフィックデバイスは使用しな
い。 
-j オプションが指定されていないかまたは -j2 が指定されている場合は 
STARTUP01.MAC または -m1 オプションで指定されたマクロを実行する。 
-j1 オプションでモデル名が指定されているときは、指定されたモデルを読み込み
後 STRATUP03.MAC または -m3 オプションで指定されたマクロを実行する。マクロ
が終了すると Advance CAD も終了する。 
-j3 オプションでリスタートするセッションファイルが指定された場合はリスター
トを実行し、リスタートが終了すると Advance CAD も終了する。

-auser  : セキュリティ機能を使用している場合に、Advance CAD をバッチで実行する (-b) 
指示をしたとき、ユーザ名およびパスワードを指定する。 
ユーザ名とパスワードはカンマで区切り、スペースを付けないで記述する。パス
ワードを設定していないときは、カンマとパスワードは記述しない。たとえば下記
のように指定する。

例 .
acad -b -aUSER1,PASSWORD1
acad -b -aUSER1

2.1.2.10 モデルファイルのロック機能を無効

-ro : モデル呼出し時にモデルファイルをロックしない。このモードではモデル保存はで
きない。たとえばモデルを参照するためだけに Advance CAD を起動する時など、
呼出しているモデルファイルにロックがかかり他のユーザがそのモデルを更新でき
なくなるのを避けるために使用する。

-rw : モデル呼出し時にモデルファイルをロックしない。またモデル保存の時も、更新す
るモデルファイルが他のユーザによってロックされていても、ロックを無視してモ
デルファイルを書き込む。Advance CAD バージョン７以前と同様に、ロックの制御
を全く行わないモードである。

注 ） -ro も -rw も指定しなければ、ロック機能が働く。

2.1.2.11 Advance CAD に受信用のプロパティ名を与える

-nPROPERTYNAME : ユーザアプリケーションと Advance CAD とのデータの受け渡しを行うときに指定
する。詳細は『プログラミングマニュアル』Appendix C. X プロパティ (UNIX)、ま
たは Appendix D. 共有メモリ (Windows) を参照のこと。

2.1.2.12 Advance CAD をアイコンにしたときの環境を設定（UNIX 版のみ）

-iICONNAME : Advance CAD をアイコンにしたとき表示される文字列を記述する。
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第 2 章 .  起動と環境設定
-lICONLOCATION : Advance CAD をアイコンにしたとき配置する位置を指定する。iconlocation は 
[+] または [-][ 位置のＸ 成分 ][+] または [-][ 位置のＹ 成分 ] の形式で記述す
る。たとえばアイコンを右上端に配置したい場合は、つぎのように指定する。

例 . acad -l+0+0

2.1.3 アプリケーションの関連付け (Windows 版のみ )

モデルファイルのファイル拡張子（.MDL）をアプリケーションの関連付けで定義すると、モデル

ファイルのアイコンをダブルクリックしただけで、Advance CAD を起動することができます。

関連付けは、 エクスプローラのメニュー選択から選択します。

Windows 2000  ：『ツール』→『フォルダ オプション』を選択して『フォルダ オプション』を起動
し『ファイルタイプ』タブを選択します。

上図の「Advance CAD Model File」のエントリーが、該当の設定です。
  10 システム管理の手引き (Advance CAD Version 18)



2.1  Advance CAD の起動    
バージョン 13 以降のインストーラでは、既にこの関連付けがデフォルトで設定されています。も

し、このエントリーが無い場合は、『追加 (N)...』で、新しいエントリーを追加します。このダイア

ログの、『編集 (E)』ボタンで、個々のファイルタイプに応じた設定を変更できます。

既存の設定では、『アクション (A)』の枠内に「open」のみが登録されています。

新規作成では、この項目はありません、『追加 (N)...』で設定します。

既存の場合は、『編集 (E)...』で設定を変更できます。

インストーラの標準設定では、上図の例のように、アプリケーションの実行ファイルパス名のみが
設定されています。このままでも、アプリケーションの起動そのものは行えますが、ログファイル、
各種作業用ファイルなどがモデルファイルのあるディレクトリに作られてしまいます。これらの一
時ファイルを散在させず特定の場所に集中させるには、-w オプションで明示的に作業用のディレク

トリを指定してください。上図の「アクションを実行するアプリケーション (L):」の項目の最後に、

-w オプションを定義します。たとえば、

c:\acad\exe\acad.exe -wc:\acad\work

Windows 版のアプリケーションの関連付けは、全ユーザが共通のテーブルに登録されます。通常、

全ユーザが同一の作業用ディレクトリを使っても支障はないと思われますが、もし、ユーザ毎に作
業用ディレクトリを分けて運用したいような場合は、環境変数で間接的に指定するように設定する
ことができます。たとえば、

c:\acad\exe\acad.exe -w%WORK%

という設定で指定すると、各ユーザ毎に、環境変数 WORK の定義を変えることで、アプリケーショ

ンの関連付けは同一でも運用するディレクトリを分けることができます。
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2.2 コンフィグレーションファイル

コンフィグレーションファイルは Advance CAD の実行環境を指定するファイルです。

ファイルには以下の項目を記述します。
• Advance CAD で使用／作成するファイルの種別ごとのディレクトリとファイル拡張子

• Advance CAD から実行するプログラム。テキストエディタやプリント用シェル

• モデルデータ数の上限
• UNIX と Windows でファイルシステムを共有する場合の日本語文字コードの指定

2.2.1 コンフィグレーションファイルの決定

Advance CAD は、起動時にコンフィグレーションファイルを参照します。

コンフィグレーションファイルのパス名は以下の優先順位で決定します。

(1) 起動オプション "-p" で指定
(2) 環境変数 ACAD_SET
(3) デフォルト　作業ディレクトリの ACAD.SET

-p オプション指定で、ディレクトリパス・ファイル名・拡張子が無い場合は以下の順で補完

します。
1. 環境変数 ACAD_SET に設定されているディレクトリパス／ファイル名／拡張子

2. 作業ディレクトリ／ファイル名 “ACAD” ／拡張子 ”.SET”

2.2.2 記述方法

コンフィグレーションファイルの記述規則を説明します。
コンフィグレーションファイルを利用者別に用意して各々を修正して 利用者別に Advance CAD 利用

者の固有の環境を設定することができます。

修正する場合は、テキストエディタを使用します。第１カラムを / で始めるとコメント行になりま

す。各項目は１行 128 バイト以内で記述してください。日本語は使用せず、ASCII 印字文字だけで記

述してください。ただし、後述の #key_word# ( キーワード ) の部分は変更してはいけません。

コマンド 環境変数 コンフィグレーションファイル

% acad -pCTC ACAD_SET=/home/acad/uenv/ /home/acad/uenv/CTC.SET

% acad -p/tmp/ ACAD_SET=/home/acad/uenv/CTC.SET /tmp/CTC.SET

% acad ACAD_SET=/home/acad/uenv/ /home/acad/uenv/ACAD.SET

% acad ACAD_SET=/tmp/CTC /tmp/CTC.SET

% acad 無し /home/acad/work/ACAD.SET
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2.2.2.1 ディレクトリおよびプログラムの指定

ディレクトリおよびプログラムを指定する行はつぎのように記述します。

#key_word# : キーワード。 Advance CAD から直接アクセスされるので、変更しないこと。

"/directory/file" : ディレクトリ名と、必要ならばファイル名を " で囲む。ディレクトリ名を指定し
なければ Advance CAD の起動ディレクトリを指示したと見なす。複数のファイル
が対象のキーワードにはファイル名を指定してはいけない。Windows 版の場合はデ
バイス名も指定できる。

!extension! : ファイル拡張子を ! で囲む。キーワードがファイルを指示しているときはファイ
ル拡張子が必要である。ファイル拡張子を大文字で指定すると、作成されるファイ
ル名も大文字になる。 
プログラム名のときはファイル拡張子は不要。ただしプログラム名を小文字にした
ければ !null! 、大文字にしたければ !NULL! と記述する。

コメント : キーワードについての簡単な説明。コメントは自由に変更できる。

以下に各キーワードとその意味を記述します。
各キーワードの内容の詳細については、 Advance CAD の各マニュアルの該当項をご覧ください。

#ACAD:EXE# Advance CAD 実行プログラムを格納するディレクトリ名。
#ACCOUNT# アカウンティング関係のファイルを格納するディレクトリ名。 

( 注 : ユーティリティマニュアル）
#APG# APG ファイルを格納するディレクトリ名。
#APG:PAR# APG 実行時に使うパラメータファイルを格納するディレクトリ名。
#APG:APC# APG バッチファイルを格納するディレクトリ名。 

( 注 : ユーティリティマニュアル )
#ASSOCIATE:PIC# 関係アイテムのコマンド ASC_SET で使うテーブルファイルを格納するディレクト

リ名。（ 注 : ユーティリティマニュアル）
#ATRTABLE# アイテム属性定義ファイルを格納するディレクトリ名。
#CADAM:DB_M# Micro CADAM で使用。CADAM とのダイレクトインタフェースのとき、CADAM データ

ベースを格納するディレクトリ名。
#CADAM:DB_R# Regular CADAM で使用。CADAM とのダイレクトインタフェースのとき、CADAM デー

タベースを格納するディレクトリ名。
#CADAM:DITTO# CADAM で使用。子図を格納するディレクトリ名。
#CADAM:DOS# Micro CADAM で使用。DOS ファイルを格納するディレクトリ名。
#CADAM:SYMBOL# CADAM で使用。図面内のシンボル変換時のスクラッチファイル用 ディレクトリ名。
#CADAM:SYMTBL# CADAM のユーザ定義・フォントシンボルの格納ディレクトリ名。
#CADAM:TABLE# CADAM インタフェースで使用。各種変換用テーブルファイルの格納ディレクトリ

名。
#CADAM:WORK# データ変換時のスクラッチファイル用ディレクトリ名。 

( 注 : CADAM インタフェースマニュアル )
#CATIA:DB# CATIA ２次元データ用。
#COLORTABLE# カラーテーブルファイル名。デフォルトファイル名は COLORTBL.TXT。( 注 : シス

テム管理者の手引き )
#COMMON# Advance CAD 共通データファイルを格納するディレクトリ名。 

( 注 : ユーティリティマニュアル )

#CONCURRENT# コンカレントマスターファイルを格納するディレクトリ名。
#CON:MODEL# ユーザキャンバスモデルファイルを格納するディレクトリ名。 

( 注  : ユーティリティマニュアル )
#CONSTANT# 定数ファイル名。デフォルトファイル名は CONSTANT 。 

( 注  : システム管理者の手引き )

#key_word#      "/directory/file"  !extention!   コメント
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#COPYPASTE:DIN# コマンド WCP/COPY および PASTE で使用するワークファイルを指定する。(注 :  
コマンドリファレンス ) 
例）#COPYPASTE:DIN# "/tmp/ACADCOPYPASTE" !.DIN!

#DOC:EPS# EPS 形式のときのファイル格納ディレクトリ名。
#DOC:RASTER# SUN Raster または TIFF 形式ファイルの格納ディレクトリ名。 

( 注 : ユーティリティマニュアル )
#DWG# DWG ファイルを格納するディレクトリ名。 

( 注 : DXF/DWG インタフェースマニュアル )
#DXF# DXF ファイルを格納するディレクトリ名。
#DXF:TABLE# 変換用テーブルファイルを格納するディレクトリ名。
#DXF:SHAPE# Shape file を格納するディレクトリ名。
#DXF:WORK# ワークディレクトリ名。 

( 注 : DXF/DWG インタフェースマニュアル )
#ERR:ASC# 入力エラーメッセージ ファイルを作成するディレクトリ名。
#ERR:INP# 入力エラーメッセージファイル名を登録するファイル名。デフォルトファイル名は 

ERR。( 注 : システム管理者の手引き )
#FLOPPY# CADAM および DXF インタフェースで使用。フロッピーの装置名。
#FONT:SYSTEM# オペーレーティングシステムのトゥルータイプフォントファイルのディレクトリを

指定する (UNIX 版のみ） 。
#IGES# IGES ファイルを格納するディレクトリ名。 

( 注 : ユーティリティマニュアル )
#KANJI:VECTOR# 漢字テキストフォントファイル名。 

デフォルトファイル名は KANJINEW。なければ KANJIVEC 。
#LOG# セッションファイルを格納するディレクトリ名。 

( 注 : コマンドリファレンス )
#MACRO# マクロファイルを格納するディレクトリ名。 

( 注 : ユーティリティマニュアル )
#MARK# マークデータを登録するファイル名。 

デフォルトファイル名は MARKDATA.TXT。 
( 注 : システム管理者の手引き )

#MASK:SAVE# マスクファイルを格納するディレクトリ名。 
( 注 : コマンドリファレンス )

#MDLINF:DISP# モデル検索で使用。表示用テンプレートファイルを格納するディレクトリ名。
#MDLINF:LIST# モデル検索で使用。リストファイルを格納するディレクトリ名。
#MDLINF:MGNO# モデル検索で使用。管理番号のグループファイルがあるディレクトリ名。
#MDLINF:TEMP# モデル検索で使用。リスト作成用テンプレートファイルを格納するディレクトリ

名。(注 : ユーティリティマニュアル )
#MENU:ASC# メニューソースファイルを格納するディレクトリ名。
#MENU:BMP# メニュー用のビットマップファイルを格納するディレクトリ名。 

(Windows 版のみ ) ( 注 : システム管理者の手引き )
#MENU:INP# メニューインプットファイル名を登録するファイル名。 

デフォルトファイル名は MENU 。
#MSG:ASC# 入力メッセージファイルを作成するディレクトリ名。
#MSG:INP# 入力メッセージファイル名を登録するファイル名。 

デフォルトファイル名は MSG。( 注 : システム管理者の手引き )
#MODEL# モデルファイルを格納するディレクトリ名。 

( 注 : コマンドリファレンス )
#MODEL:INFORM# モデル情報ファイルを格納するディレクトリ名。省略可。このキーワードがないと

きは、モデルを格納したディレクトリにファイル拡張子が .MDI のモデル情報ファ
イルを作成する。

#MODEL:LOCALMG# モデル検索で使用。ローカルなモデル管理ファイルを格納するディレクトリ名。
#MODEL:MANAGE# モデル管理ファイルを格納するディレクトリ名。このキーワードがないときは、

ファイルは Advance CAD の起動ディレクトリに作成される。( 注 : ユーティリ
ティマニュアル )

#MODEL:MRU# 最近使ったモデル名を記録しておくファイルを格納するディレクトリ名。ファイル
名は MDLMRU。このキーワードがないときは Advance CAD 起動時に最近使ったモデ
ル名を表示しない。 
( 注 : システム管理者の手引き )

#MODEL:TITLE# モデルタイトル用テンプレートファイル名。デフォルトのファイル名は TITLE。(
注 : システム管理者の手引き )

#NC:CLDATA# CL データを格納するディレクトリ名。 
( 注 : NC ユーザズマニュアル )
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#NC:DRILLDB# NC ドリル用のデータベースディレクトリ名。
#NC:PATH# NC ポストプロセッサの出力ファイルを格納するディレクトリ名。
#NC:TLSHAPE# 工具形状ファイルを格納するディレクトリ名。
#NC:WORK# NC アプリケーションで使用する作業用ファイルを格納するディレクトリ名。
#NEST:CONTROL# ネスティング用入力パネルデータ名を登録するファイル。
#NEST:OUT# ネスティング結果を出力するファイル。
#NEST:PANEL# ネスティング用パーツデータを定義するファイル。
#PARTS:APG# パーツの APG 形状ファイルを格納するディレクトリ名。
#PARTS:BIN# パーツマスターファイルを格納するディレクトリ名。
#PARTS:CTL# パーツコントロールファイルを格納するディレクトリ名。
#PARTS:INP# パーツ定義ファイルを格納するディレクトリ名。 

( 注 : ユーティリティマニュアル )
#PLOT# プロットファイルを格納するディレクトリ名。
#PLOT:OPT# プロットオプションファイルを格納するディレクトリ名 (Windows 版のみ )。
#PLOT:PRM# プロッタ出力時に使用。フォーマッタおよび通信プログラム用のパラメータファイ

ルを格納するディレクトリ名。 
( 注 : システム管理者の手引き )

#PLOT:SCR# オンラインプロットで使用。スクラッチファイルの格納ディレクトリ名。
#PSET:BIN# パーツセットマスターファイルを格納するディレクトリ名。
#PSET:CTL# パーツセットコントロールファイルを格納するディレクトリ名。
#PSET:INP# パーツセット定義ファイルを格納するディレクトリ名。 

( 注 : ユーティリティマニュアル )
#RASTER# ラスター背景のラスターファイルを格納するディレクトリ名。 

( 注 : コマンドリファレンス )
#SAKUHYOU# 作表コマンドで外部ファイル出力したときできるファイルを格納するディレクトリ

名。(注 : コマンドリファレンス )
#SLO# スクリーンレイアウトファイルを保存するディレクトリ名。 

( 注 : コマンドリファレンス )
#SOLID# ３Ｄ アイテムを出力するファイルを格納するディレクトリ名。 

( 注 : コマンドリファレンス )
#SPEC:ASC# 特性データのテンプレートファイルを格納するディレクトリ名。
#SPEC:INP# 特性ファイルを格納するディレクトリ名。
#SPEC:OUT# 特性データの部品表 ( 特性集計表 ) をファイルに出力するファイルを格納するディ

レクトリ名。
#SPEC:TXT# 特性データ出力で使うディレクトリ名。 

( 注 : ユーティリティマニュアル )
#STEP# STEP ファイルを格納するディレクトリ名 

( 注 : ユーティリティマニュアル )
#SXF:P21# SXF 仕様 P21 形式の STEP ファイルを格納するディレクトリとファイル拡張子を指

定します。(Windows 版のみ )
#SXF:SFC# SXF 仕様 SFC 形式の STEP ファイルを格納するディレクトリとファイル拡張子を指

定します。(Windows 版のみ )
#SXF:TABLE# 変換パラメータファイルを格納するディレクトリとファイル拡張子を指定します。

(Windows 版のみ )
#SXF:WORK# 一時的に使用する作業ファイルを格納するディレクトリとファイル拡張子を指定し

ます。(Windows 版のみ )
#SYMBOL# シンボル ファイルを格納するディレクトリ名。
#SYMBOL:LIST# シンボル リストファイルを格納するディレクトリ名。
#SYMBOL:TABLE# シンボル テーブルファイルを格納するディレクトリ名。 

( 注 : コマンドリファレンス )
#SUBMODEL# サブモデルファイルのディレクトリ名。 

このキーワードは初めは記述されていない。追加するとサブモデルのデフォルト
ディレクトリが、このキーワードで指定されたディレクトリになる。モデルファイ
ルとサブモデルファイルのディレクトリを区別したい場合に、このキーワードを追
加すると便利。指定するときは、たとえば下記のようにする。 
 #SUBMODEL#  "/usr/acad/files/submodel/"     !.MDL! 
このキーワードがなければ、サブモデルファイルのデフォルトディレクトリは 
#MODEL# キーワードで指定されたディレクトリになる。なおサブモデルのモデル情
報ファイルはキーワード #MODEL:INFORM# がなければサブモデルファイルと同じ
ディレクトリに出力される。

#SUBMODEL:LIST# サブモデル リストファイルを格納するディレクトリ名。
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#SUBMODEL:TABLE# サブモデル テーブルファイルを格納するディレクトリ名。 
( 注 : コマンドリファレンス )

#TEMPLATE:SYM# 図面枠シンボルを格納するディレクトリ名。 
( 注 : ユーティリティマニュアル )

#TEXT# 外部ファイルからテキストを呼び出してジェネラルノートを作成するときのファイ
ルを格納するディレクトリ名。 
( 注 : コマンドリファレンス )

#TEXT:FONT# ASCII テキストフォント ファイルを格納するディレクトリ名。 
( 注 : システム管理者の手引き )

#TITLE# モデルタイトル、ドローイングタイトル入力ファイルを格納するディレクトリ名。
(注 : システム管理者の手引き )

#WMF:PRM# メタファイル作成用パラメータファイル。(Windows 版のみ )
#EDITOR# ジェネラルノート作成時などに Advance CAD から起動するテキストエディタのプ

ログラム名。 
UNIX 版で vi エディタを使用したいときは ,"/usr/dt/bin/dtterm -e /usr/bin/
vi" と記述する。 
Windows 版でディレクトリ名にスペースを含む場合はディレクトリとプログラム名
の前後をダブルクォートで囲む。
例 )

UNIX 版
#EDITOR# "/usr/dt/bin/dtterm -e /usr/bin/vi"

Windows 版
#EDITOR# "C:\WINDOWS\system32\notepad.exe"

#PRINTER# モデル検索のコマンド LPR でプリンタ出力を指定したときのシェルスクリプト名。
(注 : ユーティリティマニュアル )

2.2.2.2 ディレクトリ指定に変数を使用する場合

ホームディレクトリなどを変数に定義して、ディレクトリ指定部分に定義した変数を記述できる。

● 変数の定義
@ 変数 = 値
１カラム目に "@" を記述し、続けて変数と値を "=" で区切って記述する。

スペースとタブコードは無視される。
変数は 80 バイト以下で、"="、スペース、タブコード以外の文字が使用できる。

値は 80 バイト以下で、スペース、タブコード以外の文字が使用できる。

変数は 10 個まで定義できる。

● 変数の参照
定義された変数は格納ディレクトリの記述部分でのみ参照できる。
"@" に続けて変数を記述する。変数部分が値で置き換えられる。

● 変数の使用例
@(HOME) = /home/acad
#MODEL#  "@(HOME)/files/"  !.MDL!

2.2.3 モデルデータ数の上限

 Advance CAD で扱えるデータ数の上限をコンフィグレーシヨンファイルで指定します。

キーワード 内容 最小値 最大値

MAXID アイテム数の上限 32767 262143
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（最小値は Advance CAD version 11 までの上限値と同じ）

2.2.3.1 コンフィグレーションファイルへの記述方法

１カラム目からキーワード、続けて上限値を記述する。
キーワードと上限値の間は１つ以上のスペースまたはタブで区切る。

例
MAXID 65536
MAXSR 0
MAXSB -1

上限値が 0 から最小値の範囲内または最大値を超えた場合は最小値になる。

上限値が -1 は最大値になる。

記述がない場合は最小値になる。

2.2.3.2 MAXID について

最大で 262143 アイテムまで指定できますが、物理的なメモリ（スワップ領域）を超えることは

できません。また、必要以上に大きくすると無駄なメモリ空間を確保することになり、メモリス
ワップが頻繁になり処理速度が低下する可能性があります。最初は最小値で使用することをお勧
めします。

2.2.3.3  MAXSR、MAXSB について

ひとつのアイテムは複数のサブレコードで構成されます。

上記のようにサブレコード数とデータ量はアイテムタイプによって違っています。
（詳しくはプログラミングマニュアルをご覧ください）

 MAXSR、MAXSB は１アイテム内のサブレコード数とデータ量の上限を指定するも のでサブモ

デル、シンボル、複合アイテムなどの結合アイテムの制限になります。 
一般的には最小値で十分です。まず最小値で使用し、例えば大きなサブモデルが配置できないな
どの問題が発生したときに値を大きくすればよいでしょう。

MAXSR １アイテムのサブレコード数の上限 32500 262144

MAXSB １アイテムのサブレコードデータの上限（バイト） 524288 2097152

アイテムタイプ サブレコード数 データ量（バイト）

点 1 （点） 16

直線 2 （始点、終点） 32

円弧 2 （始点、中点＋終点＋・・） 80

キーワード 内容 最小値 最大値
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2.2.4 UNIX 版と Windows 版でのファイルシステムの共有

モデルディレクトリやマクロディレクトリなどを UNIX 版と Windows 版で共有したいことがありま

す。Unix と Windows では使用している日本語のコードが異なりますので、日本語のディレクトリ名

やファイル名の違いを指定する必要があります。
本節は他のシステムのファイルシステムをマウントする方法についての説明ではありません。マウ
ントについては利用する NFS ソフトウェアの説明書をごらんください。

(1) 概要

Windows 版と UNIX 版の Advance CAD を使用し、どちらかをファイルサーバーとしてファイルシ

ステムを共有する場合には、Windows と UNIX の日本語文字コードの違いを考慮する必要があり

ます。

日本語文字コード
UNIX : 日本語 EUC
Windows : シフト JIS

UNIX 版 Advance CAD で Windows のファイルシステムを利用する場合、または Windows 版 
Advance CAD で UNIX のファイルシステムを利用する場合は、他のシステムのファイルシステム

であることを（いいかえれば、日本語文字コードが異なることを）FILESYSTEM 行で記述しま

す。

(2) FILESYSTEM 行の記述方法

FILESYSTEM  パス名  日本語文字コードの種類  ファイル名の変換

１カラム目から "FILESYSTEM" と記述し、スペースまたはタブで区切り、パス名、日本語文字

コードの種類、ファイル名の変換について記述する。

• パス名 
NFS でマウントした、他のシステムのディレクトリパス名。最後はディレクトリデリミタ "/"  
でなければならない。ここで指定されたディレクトリおよびこのディレクトリより下のディレ
クトリのテキストファイルおよびファイル名／ディレクトリ名について、日本語文字コードの
変換処理を行う。

• 日本語文字コードの種類 
日本語 EUC かシフト JIS かを指定する。テキストファイル内の日本語文字はここで指定され    

た日本語文字コードに Advance CAD が変換する。

EUC : 日本語 EUC
SJIS : シフト JIS

• ファイル名の変換 
ファイル名およびディレクトリ名も Advance CAD が変換するかどうかを指定する。変換する   

とした場合は「日本語文字コードの種類」で指定された日本語文字コードに Advance CAD が   

変換する。
YES : Advance CAD が変換する。（省略時）
NO : Advance CAD は変換はしない。

NFS でファイル名の日本語文字コードの変換ができる場合は NFS で変換をし、Advance CAD で
は変換しないように指定した方がよい（NO と記述）。NFS にファイル名の日本語文字コードの変

換機能がない場合は Advance CAD で変換するように指定する（YES と記述）。この場合は一部の
  18 システム管理の手引き (Advance CAD Version 18)



2.2  コンフィグレーションファイル  
文字が Windows NT 側で認識できない場合がある。たとえば、日本語 EUC コードの１バイト目が

シフト JIS コードの１バイトコード（半角カタカナ）に一致する場合など。

(3) 例

UNIX のホスト名 host1 の /home/acad/ を Windows 側で G ドライブにマウントした場合。

UNIX 側の コンフィグレーションファイルの記述

特に記述する必要はない。

Windows 側の コンフィグレーションファイルの記述

FILESYSTEM  G:/files/  EUC  NO（G:/files/ 以下を対象とする場合）
FILESYSTEM  G:/        EUC  NO（G ドライブすべてを対象とする場合）

NFS の設定

ファイル名／ディレクトリ名の日本語文字コードとして「日本語 EUC」を選択する。

2.2.5 ドラッギング表示について

Version 14.22 までのドラッギング表示方法ではドラッギング形状の重複部分が表示されないという

問題がありました。これを解消するために Advance CAD V14.23 からドラッギングの表示方法として

次の二つの方法を用意しました。

• XOR（排他的論理和）による方法（従来の方法）

表示速度は問題ないが、図形の重複部分が表示されない場合がある。

• COPY による方法（V14.23 で追加した方法）

図形の重複部分も表示されるが、グラフィックボードの種類によって表示に時間が掛かる場合が
ある。

コンフィギュレーションファイル での指定方法

以下のキーワードのどちらかを 1 カラム目から記述する。

DRAGGING_TYPE_XOR : XOR による方法で表示
DRAGGING_TYPE_COPY : COPY による方法で表示

コンフィギュレーションファイルに指定がない場合は以下のように処理します。

Solaris/Linux 版 : COPY による方法で表示する。
Windows 版 : 「画面の色」が 256 色の場合は COPY による方法、256 色を超える場合は 

XOR による方法で表示する。

2.2.6 線幅１の描画について

Advance CAD は描画を高速にするため、線幅１の描画要求を線幅０に変更して描画を行っています。

そのためアイテム表示がグラフィック・カードやデバイス・ドライバ等によっては、正常に行われ
ないときがあります。
そこで描画するとき線幅１を線幅０に変更して描画するのか、線幅１のまま描画するかを指定でき
るようにしました。

• ディフォルトでは線幅１を０に変更して描画する。
• コンフィギュレーションに DISABLE_ZERO_WIDTH キーワードが記述されている場合は、線

幅を１のまま描画を行う。
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2.2.7 シェルコマンド (Terminal Window 起動 ) について (UNIX 版のみ）

Advance CAD の画面から "!" に続けて UNIX のコマンドを指定することで、任意の UNIX コ マンド

を実行することができます『コマンドリファレンス 1.12 参照』。このときの起動 Terminal Window の

デフォルト設定を変更したいときに指定します。

コンフィグレーションファイルの１カラム目から XTERM と記述し、続けて１つ以上のスペースま

たはタブに続けて起動するシェルを記述します。環境変数の引用は、$ 変数名で指定できます。ただ

し、${ 変数名 }, $( 変数名 ) などの指定はできません。$$ は、アプリケーションの名前 ("Advance 
CAD") を挿入します。

例． 各プラットホームでのデフォルト設定を示します。以下の設定例は、マニュアル記載の都合上２行に
またがっていますが、実際の XTERM 指定行は１行で記述してください。この行は、最大 256 バイト
まで指定可能です。

(Solaris 版 )
XTERM   /usr/dt/bin/dtterm -fg green -bg black -title ""<$$> shell window" -e

(Linux 版 )
XTERM   /usr/X11R6/bin/xterm -fb 9x15 -fn 9x15 -geometry 80x40+180+120 -fg green -bg 
black -T "<$$> shell window" -sb -sl 1000 -sk -e

2.2.8 コンフィグレーションファイルのサンプル

/
/ file : ACAD.SET (Advance CAD Ver 18)
/
/REVERSE_VIDEO
/DISABLE_ZERO_WIDTH
/DRAGGING_TYPE_XOR
/DRAGGING_TYPE_COPY
/
MAXID 0 /*  32767 -  262143 (0 ==  32767, -1 ==  262143) */
MAXSR 0 /*  32500 -  262144 (0 ==  32500, -1 ==  262144) */
MAXSB 0 /* 524288 - 2097152 (0 == 524288, -1 == 2097152) */
/
/#key-word#      "/directory/file"    !extention!  comment
/
@(HOME) = ~
/
#ACAD:EXE#       "@(HOME)/exe/"                    Directory of Executable file
#ACCOUNT#        "@(HOME)/work/"                   Accounting file
#APG#            "@(HOME)/files/"       !.APX!     APG file
#APG:PAR#        "@(HOME)/files/"       !.API!     APG parameter file
#APG:APC#        "@(HOME)/files/"       !.APC!     APG batch control file
#ASSOCIATE:PIC#  "@(HOME)/maint/"       !.TBL!     Assoc Sub Place PIC
#ATRTABLE#       "@(HOME)/maint/"       !.TXT!     Item attribute file
#CADAM:DB_M#     "@(HOME)/files/"       !.DBX!     Micro   CADAM Data Base
#CADAM:DB_R#     "@(HOME)/files/"       !.DBX!     Regular CADAM Data Base
#CADAM:DITTO#    "@(HOME)/files/"       !.MDL!     CADAM Detail File
#CADAM:DOS#      "@(HOME)/files/"       !.DOS!     Micro   CADAM DOS  File
#CADAM:SYMBOL#   "@(HOME)/files/"       !.SYM!     CADAM Symbol Work
#CADAM:SYMTBL#   "@(HOME)/files/"       !.SYM!     CADAM Symbol Table
#CADAM:TABLE#    "@(HOME)/maint/"       !.COD!     CADAM Conversion Table
#CADAM:WORK#                            !.WRK!     CADAM Conversion Work
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2.2  コンフィグレーションファイル  
#CATIA:DB#       "@(HOME)/files/"       !.MODEL!   CATIA Data Base
#COLORTABLE#     "@(HOME)/maint/"       !.TXT!     Color table file
#COMMON#         "@(HOME)/files/"       !.DIN!     Common model file
#CONCURRENT#     "@(HOME)/concur/"      !.CON!     Concurrent Master file
#CON:MODEL#                             !.CON_MDL! Concurrent Work model file
#CONSTANT#       "@(HOME)/maint/"       !.TXT!     Constant file
#COPYPASTE:DIN#                         !.DIN!     Copy/Paste Din File
#DOC:EPS#        "@(HOME)/files/"       !.eps!     Document out for EPS
#DOC:RASTER#     "@(HOME)/files/"       !.RAS!     Document out for RASTER
#DWG#            "@(HOME)/files/"       !.DWG!     Auto CAD DWG File
#DXF#            "@(HOME)/files/"       !.DXF!     DXF File
#DXF:TABLE#      "@(HOME)/maint/"       !.COD!     DXF Conversion Table
#DXF:SHAPE#      "@(HOME)/files/"       !.SHP!     DXF Shape file
#DXF:WORK#                              !.WRK!     DXF Work file
#ERR:ASC#        "@(HOME)/msg/"         !.TXT!     Error message ASCII file
#ERR:INP#        "@(HOME)/msg/"         !.INP!     Error message input file
/ #FONT:SYSTEM#    "/usr/openwin/lib/locale/ja/X11/fonts/TT/"　!.ttf!
#IGES#           "@(HOME)/files/"       !.IGF!     IGES file
#IGES:EXPD#      "10"
#KANJI:VECTOR#   "@(HOME)/font/"        !.SEG!     KANJI vector file
#LOG#                                   !.LOG!     Log file
#MACRO#          "@(HOME)/macro/"       !.MAC!     Macro file
#MARK#           "@(HOME)/maint/"       !.TXT!     Mark definition file
#MASK:SAVE#      "@(HOME)/files/"       !.MSK!     Display Mask save file
#MDLINF:DISP#                           !.MDT!     Model manage list file
#MDLINF:LIST#                           !.MLS!     Model manage list file
#MDLINF:MGNO#                           !.MGN!     Model manage Group mg_no.
#MDLINF:TEMP#    "@(HOME)/maint/"       !.MTP!     Model manage print template
#MENU:ASC#       "@(HOME)/menu/"        !.MEN!     Menu ASCII file
#MENU:INP#       "@(HOME)/menu/"        !.INP!     Menu input file
#MSG:ASC#        "@(HOME)/msg/"         !.TXT!     Message ASCII file
#MSG:INP#        "@(HOME)/msg/"         !.INP!     Message input file
#MODEL#          "@(HOME)/files/"       !.MDL!     Model file
#MODEL:INFORM#   "@(HOME)/files/"       !.MDI!     Model information file
#MODEL:LOCALMG#                         !.LMG!     Local Model management file
#MODEL:MANAGE#                          !.MDM!     Model management file
#MODEL:MRU#      "@(HOME)/work/"        !.TXT!     Model MRU file
#MODEL:TITLE#    "@(HOME)/maint/"       !.TMP!     Model title template
#NC:CLDATA#      "@(HOME)/nc/path/"     !.CL!      NC CL data
#NC:DRILLDB#     "@(HOME)/nc/drill_db/"            NC Drill data base file
#NC:PATH#        "@(HOME)/nc/path/"     !.TD!      NC program file
#NC:TLSHAPE#     "@(HOME)/nc/tools/"    !.SHP!     NC Tool symbol files
#NC:WORK#        "@(HOME)/nc/ncwork/"   !.NC!      NC work file
#NEST:CONTROL#   "@(HOME)/files/"       !.INP!     Nesting input control file
#NEST:OUT#       "@(HOME)/files/"       !.OUT!     Nesting output file
#NEST:PANEL#     "@(HOME)/files/"       !.PNL!     Nesting input panel data
#PARTS:APG#      "@(HOME)/parts/apg/"   !.APX!     Parts APG file
#PARTS:BIN#      "@(HOME)/parts/prt/"   !.PRT!     Parts master DB file
#PARTS:CTL#      "@(HOME)/parts/prt/"   !.CTL!     Parts control file
#PARTS:INP#      "@(HOME)/parts/prt/"   !.INP!     Parts master input file
#PLOT#           "@(HOME)/files/"       !.PLT!     Plot file
#PLOT:PRM#       "@(HOME)/uenv/"        !.PRM!     Plot parameter file
#PLOT:SCR#       "@(HOME)/work/"        !.SCR!     Plot scratch file
#PSET:BIN#       "@(HOME)/parts/pset/"  !.PST!     Parts Set master DB file
#PSET:CTL#       "@(HOME)/parts/pset/"  !.CTL!     Parts Set control file
#PSET:INP#       "@(HOME)/parts/pset/"  !.INP!     Parts Set master input file
#RASTER#         "@(HOME)/files/"       !.RAS!     Raster file
#SAKUHYOU#       "@(HOME)/files/"       !.HYO!     SAKUHYOU data file
#SLO#            "@(HOME)/slo/"         !.SLO!     SLO information file
#SOLID#          "@(HOME)/files/"       !.SLD!     SOLID file
#SPEC:ASC#       "@(HOME)/spec/"        !.TMP!     Spec data ASCII file
#SPEC:INP#       "@(HOME)/spec/"        !.INP!     Spec data definition
システム管理の手引き (Advance CAD Version 18) 21



第 2 章 .  起動と環境設定
#SPEC:OUT#       "@(HOME)/files/"       !.OUT!     Fromto data DB format out
#SPEC:TXT#       "@(HOME)/files/"       !.TXT!     Spec data DB format out
#STEP#           "@(HOME)/files/"       !.P21!     ISO10303-21 File (STEP)
#SXF:P21#        "@(HOME)/files/"       !.P21!     SXF(STEP/AP202) p21 Interface
#SXF:SFC#        "@(HOME)/files/"       !.SFC!     SXF(STEP/AP202) sfc Interface
#SXF:TABLE#      "@(HOME)/maint/"       !.TBL!     SXF(STEP/AP202) Parameter
#SXF:WORK#                              !.WRK!     SXF(STEP/AP202) Work File
#SYMBOL#         "@(HOME)/files/"       !.SYM!     Symbol file
#SYMBOL:LIST#    "@(HOME)/files/"       !.LST!     Symbol listing file
#SYMBOL:TABLE#   "@(HOME)/files/"       !.TBL!     Symbol table file
#SUBMODEL:LIST#  "@(HOME)/files/"       !.LST!     Submodel listing file
#SUBMODEL:TABLE# "@(HOME)/files/"       !.TBL!     Submodel table file
#TEMPLATE:SYM#   "@(HOME)/draw/"        !.SYM!     Drawing layout symbol
#TEXT#           "@(HOME)/files/"       !.TXT!     Text file
#TEXT:FONT#      "@(HOME)/font/"        !.SEG!     Text font file
#TITLE#          "@(HOME)/files/"       !.TTL!     Title file
/
/#key-word#      "Program name"                     comment
/
#EDITOR#         "C:\WINDOWS\system32\notepad.exe"  Text editor
#FLOPPY#         "\\.\a:"                           Floppy device name
#PRINTER#        "@(HOME)/exe/aprint"               Print out
/
/
/ Configuration of Input/Output Device
/
/ Primary locater device
LOCAT_DV MOUSE                          * MOUSE *
/
/ Shell execution custamize
/ (Sun)
/XTERM   $OPENWINHOME/bin/xterm -geometry 80x40+180+120 -fg green -bg black -T "<$$> shell 
window" -e
/XTERM   /usr/dt/bin/dtterm -geometry 90x40+180+120 -fg green -bg black -title "<$$> shell 
window" -e
/
/ (linux)
/XTERM   /usr/bin/X11/xterm -fb 9x15 -fn 9x15 -geometry 80x40+180+120 -fg green -bg black -T "<$$> 
shell window" -e
/
/ End of file
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第 3 章 マークの登録
● 概要

マークは寸法線の矢印、引出し線の矢印、幾何公差の公差記号、切断線記号、風船な
どに使用し、製図アイテムの一部となります。またマークコマンドはマークだけを単
独のアイテムとして扱います。
この章では、マークの登録方法およびバージョンアップについてを説明します。
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第 3 章 .  マークの登録
3.1 仕様

3.1.1 使用区分

マークは 4095 個登録できます。マークは 1 ～ 4095 の番号で指定します。

マーク番号 1 ～ 1000 はシステムで使用し、用途が決まっています。

マークを新しく追加するときは 1001 ～ 4000 番を使ってください。

マーク 4001 ～ 4095 番は、フォトプロッタ用塗りつぶし位置として使いますので、通常のマークと

しては使用できません。
システム使用のマーク番号 1 ～ 1000 にも追加可能ですが、現時点で未定義の部分であっても将来追

加することがありますので使用しない方が安全です。

1 ～ 20 引出線、寸法線の端部

21 ～ 40 切断線端部

41 ～ 50 未定義

51 ～ 100 風船

101 ～ 130 幾何交差

131 ～ 170 溶接 -1

171 ～ 200 面の肌

201 ～ 250 製図

251 ～ 269 CADAM インタフェース

270 ～ 310 SXF インタフェース

311 ～ 350 溶接 -2

351 ～ 1000 未定義

1001 ～ 4000 ユーザ領域

4001 ～ 4095 フォトプロッタ用塗り潰し位置。フォトプロッタ以外には出力
されない。
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第 3 章 .  マークの登録
3.1.2 マーク登録ファイル

マークはコンフィグレーションファイルのキーワード #MARK# で指定したファイルに登録されま

す。（デフォルトは MARKDATA.TXT)
#MARK#  "~/maint/"      !.TXT!  Mark definition file

Advance CAD を複数台で使用している場合は、すべての Advance CAD が同じマーク登録ファイルを

参照するように設定するか、または１つのマーク登録ファイルをコピーして使用してください。
Advance CAD のモデルファイルにはマークの番号だけしか保存されていません。モデルが呼出され

ると、マーク登録ファイルを参照してマークの形状を表示しています。このためマーク登録ファイ
ルを複数作り、同じマーク番号に異なる形状が登録されていると、予想外の形状がモデル上に展開
されてしまうためです。

3.1.3 作成するマークの大きさと座標

マークはグリッドピッチを１としたときの 64 × 64 グリッドの正方形で作成します。 64 × 64 ユニッ

トの大きさが基準となり、マーク配置時には 64 ユニットがマークの大きさ（高さ）に相当します。 
64 × 64 ユニットよりも大きいマークを作成したければ最大 255 × 255 ユニットの範囲を使うことが

できます。ただしマーク配置時は 64 ユニットがマークの大きさに相当するため、オペレーション時

に指定する「マークの大きさ」よりも大きくなります。

マークの原点は座標 (0,0) です。

マークの形状は、座標 (-255,-255) から (255,255) の範囲内に、255 × 255 ユニット以下の大きさで作

成してください。

3.1.4 マーク登録に使用できる図形

マークの形状は以下の図形要素を使って作成します。図形の端点はグリッドの交点にのせます。ず
べての図形は 255 × 255 ユニットの矩形内に収めなければなりません。

• 点
点はすべてノード点となり、マーク配置時には表示されません。
点は 255 個まで含めることができます。

ノード点は、引出線の連結点として使用されます。
たとえばリファレンスノートの風船マークの場合、配置したいマークに含まれるノード点のうち
で引出線を引くために入力した最後の点に最も近い位置にあるノード点とを結んで引出線が描か
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3.1  仕様  
れます ( 下図参照 ) 。ノード点がなければマークの原点まで引出線を引きます。適切な数のノー

ド点を作成しておくと自然な位置から引出線を引くことができます。

• 線分
• 円／円弧

3.1.5 切断線端部記号のマーク

切断線のマークは左側の矢視マークだけを登録します。右側のマークはそれを Ｙ 軸対称にして配置
されます。したがって切断線のマークは対称にしてもおかしくならないように作成しなければなり
ません。あらかじめ登録されているマークはそうなっています。切断線のマークを登録するときに
ノード点を付けておくと、ノード点の位置で線をクリッピングします。
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第 3 章 .  マークの登録
3.1.6 非対称の寸法矢印

寸法の矢印は、寸法線に合わせてマークを回転させて配置しています。土木分野では、180 度回転し

たとき対称ではない寸法矢印が使用されているため、寸法矢印の一方は寸法線の上側に、他方は下
側に出てしまいます。

これを解消するため、非対称の矢印については特別な処理をして、両方の矢印が寸法線の上側に出
るようになっています。寸法の矢印に使用するマークが対称か非対称かは、マークの形状から判定
します。

寸法矢印として使用するマークで、非対称扱いしたいマークは、マーク登録のとき 64 × 64 の第１

象限だけ使用して、矢印形状を定義してください。第２～第４象限まで使用して矢印形状を定義す
ると、非対称とは見なされません。

なお、このような非対称な矢印は IGES にはありません。したがって、正しく伝達されませんので、

IGES を使用される場合はご注意ください。

3.2 マークの一覧

登録済みのマークの一覧をコマンド〔記号・風船〕→〔全マーク表示〕( コマンド :MARK/DSP) で表
示させることができます。

3.3 マーク登録方法

マークの変更や追加は利用者間の互換性を維持するという観点から、管理者により一元管理するの
が一般的です。一般ユーザが、マークの変更や追加することはほとんどありませんでした。そのた
めバージョン 18 から、マーク登録機能は、フォントユーティリティ に移動しました。「Appendix B
フォントユーティリティ」をご覧ください。
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3.4  マークファイルのバージョンアップ  
3.4 マークファイルのバージョンアップ

3.4.1 マークファイル名   

• バージョン 9 以前

バイナリ形式の MARKDATA.SEG を使用する。

• バージョン 10 ～ 16
テキスト形式の MARKDATA.TXT を使用する。

MARKDATA.TXT が存在しない場合はバージョン 9 までのバイナリ形式の MARKDATA.SEG を
そのまま使用する。マーク登録をするとテキスト形式の MARKDATA.TXT が作成され、それ以

後は MARKDATA.TXT が使用される。

• バージョン 17
バージョン 17 で溶接記号などいくつかのマークを標準リリースに追加した。

Advance CAD をインストールする時に既存のマークファイルを上書きしないように、標準リリー

スのマークファイル名を MARKDATA.ORG に変更した。

ユーザ定義マークを追加している場合または追加しているかどうかが定かでない場合は Advance 
CAD を終了し、fontutil.exe で［バージョンアップ］をしてから Advance CAD を起動する。

バージョン 17 では Advance  CAD 起動時に以下の処理がされ、以後は MARKDATA.TXT が使用

される。

1) MARKDATA.TXT が存在する場合

MARKDATA.TXT をそのまま使用する。

2) MARKDATA.TXT は存在しないが MARKDATA.SEG が存在する場合

MARKDATA.SEG が MARKDATA.TXT に変換される。

3) MARKDATA.TXT も MARKDATA.SEG も存在しない場合

MARKDATA.ORG が MARKDATA.TXT にコピーされる。

• バージョン 18
バージョン 18 では、標準リリースのマークファイル MARKDATA.ORG に SXF インターフェイス

用マークの追加と形状修正を行った。
ユーザ定義マークを追加している場合または追加しているかどうかが定かでない場合は Advance 
CAD を終了し、fontutil.exe で［バージョンアップ］をしてから Advance CAD を起動する。

バイナリ形式の MARKDATA.SEG は Advance CAD 本体では参照しない。MARKDATA.SEG を使

用していた場合は Advance CAD を終了し、 fontutil.exe で［テキスト形式の MARDATA.TXT に変

換］し、さらに［バージョンアップ］をしてから Advance CAD を起動する。

   Advance CAD のバージョン リリースするファイル 使用するファイル

      ～ 9.0 MARKDATA.SEG MARKDATA.SEG

      10.0 ～ 16.0 MARKDATA.TXT MARKDATA.TXT、MARKDATA.SEG

      17.0 ～ MARKDATA.ORG MARKDATA.TXT
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3.4.2 Advance CAD 起動時の処理

Advance CAD 起動時に以下の処理がされる。

• MARKDATA.TXT が存在する場合

MARKDATA.TXT を使用する。

• MARKDATA.TXT が存在しない場合

標準リリースのマークファイル MARKDATA.ORG が MARKDATA.TXT にコピーされる。以後は 
MARKDATA.TXT が使用される。

3.4.3 バージョンアップ

バージョン 17 で標準リリースに追加したマーク

バージョン 18 で標準リリースに追加および修正したマーク

バージョン 18 から、マークファイルのバージョンアップ機能は、フォントユーティリティ に移動し

ました。「Appendix B フォントユーティリティ」をご覧ください。
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第 4 章 書体の作成
● 概要

Advance CAD version 18 からモデル内の注記や寸法の文字としてシステムの持つトゥ

ルータイプフォントが使用できるようになりましたが、旧バージョンのモデルおよび
異なるプラットフォーム間の互換性を保つために、従来からの Advance CAD 独自の

書体も提供しています。
この章では、Advance CAD 独自の書体の作成およびバージョンアップについて説明し

ます。
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第 4 章 .  書体の作成
4.1 仕様

4.1.1 書体の種類

Advance CAD 独自の書体には次のものがあります。

● 英数字ストロークフォント

標準でリリースするのは書体番号 1 と 2 です。書体番号 1 は高さに対して 1/2 の固定文字幅、書

体番号 2 は高さに対して 3/4 の固定文字幅で作成されています。

書体番号 3 ～ 20 は将来のための予備です。

書体番号 21 ～ 99 はユーザ定義の書体です。

ファイル名は TXTFONTxx.SEG で xx は書体番号に対応した２桁の数字です。これらのファイル

は、コンフィグレーションファイルのキーワード #TEXT:FONT# で指定したディレクトリにおき

ます。

ユーザは、英数字ストロークフォント書体番号 21 ～ 99 を作成できます。登録できる文字コード

は印字可能な ASCII コードセットと Advance CAD で拡張した文字 (°、Φ、±など ) です。

これ以外の文字コードに登録することはできません。

書体番号 21 ～ 99 を作成するにはフォントユーティリティを使用します。「Appendix B フォント

ユーティリティ」をご覧ください。

● 日本語ストロークフォント

標準でリリースされます。
ファイル名は KANJINEW.SEG で、コンフィグレーションファイルのキーワード

#KANJI:VECTOR# で指定したディレクトリにおきます。

このフォントファイルは書体番号 101 で、含む文字は JIS X208 です。

外字領域にユーザ定義文字を追加できます。外字領域については「Appendix A 漢字コード表」を

ご覧ください。日本語ストロークフォントにユーザ定義文字を作成するにはフォントユーティリ
ティを使用します。「Appendix B フォントユーティリティ」をご覧ください。

リリース ファイル名 書体番号

英数字書体 ストロークフォント 標準リリース TXTFONT01.SEG 1

TXTFONT02.SEG 2

ユーザ定義 TXTFONT21.SEG
:

TXTFONT99.SEG

21
:
99

アウトラインフォント オプション KANJIOPT2.SEG 102 - 109

日本語書体 ストロークフォント 標準リリース KANJINEW.SEG 101

アウトラインフォント オプション KANJIOPT2.SEG 102 - 109
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4.1  仕様  
● アウトラインフォント

アウトラインフォントオプションを購入されたお客様だけが使用できます。
英数字書体の書体番号 102 ～ 109 と日本語書体の書体番号 102 ～ 109 が１つのファイルに登録さ

れています。
このフォントファイルが含む文字は JIS X208 です。

ファイル名は KANJIOPT2.SEG で、コンフィグレーションファイルのキーワード

#KANJI:VECTOR# で指定したディレクトリにおきます。

アウトラインフォントにユーザ定義文字を追加することや、既存文字の字形を修正することはで
きません。

4.1.2 英数字ストロークフォント

● 標準枠とグリッドユニット

英数字書体を作成するときは、まず最初に字形を作る枠の大きさを設定します。
これを標準枠と呼びます。

標準枠の高さ・幅は、ともに 8 ～ 4095 の範囲で指定します。単位はグリッドピッチ１のグリッ

ドで、これをグリッドユニットと呼びます。
たとえば標準枠の高さが 64 であれば、64 グリッドが実際の文字高さと対応します。

字形データはグリッドにのっていなければならないため、なめらかな字形データを作成したいと
きは標準枠を大きくする必要があります。

座標 (0,0) が、字形データの原点です。

字形データは、標準枠表示コマンドで表示された枠の位置に作成します。 
標準枠からデータがはみだしてもかまいませんが、座標 (-4096,-4096) から (4096,4096) の範囲内

で、大きさ 4096 × 4096 グリッドユニット以下でなければなりません。

● 大文字と小文字
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第 4 章 .  書体の作成
アルファベットの小文字には大文字よりも背が低かったり、下に足が出るものがあります。通常
この足は文字高さの３分の１です。( たとえば文字高さが 64 グリッドユニットならば、64 ÷ 3 を
整数に丸めると 22 グリッドユニット )  小文字の高さをこの足の分を下方にずらした高さにする

と、文字をバランスよく配置することができます。

● 可変文字幅と固定文字幅

書体には可変文字幅テキストと固定文字幅テキストの２種類があります。１つの書体は可変文字
幅テキストか固定文字幅テキストかのどちらかです。固定文字幅テキストは、すべての文字が同
じ幅です。可変文字幅テキストは、文字ごとに文字の幅が異なります。可変幅でも文字幅を指定
する理由は、空白文字にも幅が必要だからです。

実際にジェネラルノートを記入するときには、文字と文字の間に文字間隔が加わります。文字間
隔は製図定数 RVP/DRF の TEXT/GAPHOR で設定します。 下の例は TEXT/GAPHOR が 0.25 の場

合です。文字間隔は、文字高さ 64 X 間隔 0.25  =  16 グリッドユニットに相当します。
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4.1  仕様  
● 文字セットの拡張（Advance CAD Version 5.0 以降）

ASCII 文字セットには、寸法で使用する直径 (φ) や度 (°) 記号がありません。これらは頻繁に使

用するため、ASCII 文字セットを拡張しています。

最初の 94 文字は ASCII 文字セットの "!" から " ～ " までをそのまま使用できます。さらに、これ

に 5 文字追加して、寸法で使用する記号を割り付けています。

ここで拡張した 5 文字のキーボードからの入力方法は、メタキーを使います。たとえば度記号

は、メタキーを押しながら０のキーを押します。これを \M0 と表記します。同様に直径記号は 
\M1 ですから、メタキーを押しながら１のキーを押します。

4.1.3 日本語ストロークフォント

● 文字高さと文字幅（標準枠）

漢字書体の標準枠の大きさは 64 × 64 グリッドユニットで固定です。

実際にジェネラルノートを記入するときには文字と文字の間に文字間隔が加わります。 文字間隔

は製図定数 RVP/DRF の TEXT/GAPHOR で設定します。下の例は TEXT/GAPHOR が 0.25 の場合

です。文字間隔は、文字高さ 64 X 間隔 0.25  =  16 グリッドユニットに相当します。

● 字形データを作成できる位置

座標 (0,0) から (64,64) の正方形の間に作成します。

95 \M0 度記号 (°)

96 \M1 直径記号 (φ)

97 \M2 プラスマイナス ( ± )

98 \M3 角記号 ( □ )

99 \M4 円弧記号 ( ∧ )
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4.2 書体の一覧を表示する

•  英数字書体の場合

修飾子 NUM  s で指定した書体を表示する。

• 日本語書体の場合
修飾子 NUM  101 と指定すると日本語書体を表示する。

日本語書体 101 に登録されている文字を、一度に 94 文字（JIS の１つの区 ) 表示する。

最初は JIS １区を表示する。前回日本語書体を表示していれば、そのとき最後に表示していた区

を最初に表示する。

【メニュー】

〔その他設定〕→〔書体一覧表示〕

【構文】

NUM s : 表示する書体番号を指定する。 
書体番号は英数字書体番号 1－ 99、または日本語書体 101。 
省略すると、起動後最初のときは１、それ以降は前回設定した書体番号が使用される。

space : 次の区を表示
backspace : 前の区を表示
s : 表示させたい JIS の区番号 (1 ～ 94) を入力する
<CE> : 終了する。

Windows 版では "FONT/DSP" コマンドを実行すると、指定の書体番号の書体一覧がダイアログボッ

クスで表示されます。
日本語書体のダイアログボックスでは、" 前ページ " " 次ページ " のボタンをマウスでクリックする

ことにより、前の区・次の区を表示させることができます。現在表示されている区番号が１の時に "
前ページ " のボタンを押すと区番号９４へ、また、現在の区番号が９４の時に " 次ページ " のボタン

を押すと区番号１へ表示が切り替わるようになっています。
また、"Input(1-94)" の隣のテキスト入力用ボックスに１から９４の間の数値を入力すると、指定の区

番号の一覧を表示させることも出来ます。
ダイアログボックスを終了させるには、" キャンセル " のボタンをマウスでクリックして下さい。

FONT/DSP　[NUM s]

space

backspace

s

<CE>
  36
 システ
ム管理の手引き (Advance
 CAD Version 18)



4.3  書体登録方法  
ダイアログボックスについての詳細は、マニュアル「コマンドリファレンス」の「11.1 モデル定数」

をご覧ください。

4.3 書体登録方法

書体の変更や追加は利用者間の互換性を維持するという観点から、管理者により一元管理するのが
一般的です。一般ユーザが、書体の変更や追加することはほとんどありませんでした。そのため
バージョン 18 から、書体登録機能は、フォントユーティリティ に移動しました。「Appendix B フォ

ントユーティリティ」をご覧ください。

Windows 版のダイアログ
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第 4 章 .  書体の作成
4.4 フォントファイルのバージョンアップ

4.4.1 フォントファイル

• バージョン 16 以前

リリースするファイルと使用するファイルは同じ。

• バージョン 17
バージョン 17 で、日本語書体の JIS-13 区 ( 機種依存文字 ) を追加した。

Advance CAD をインストールする時に既存のフォントファイルを上書きしないように、標準リ

リースのフォントファイル名の拡張子を .ORG に変更した。

Advance CAD 起動時に「使用するファイル」が存在しない場合は「リリースするファイル」を

「使用するファイル」にコピーする。たとえば KANJINEW.SEG が存在しない場合は 
KANJINEW.ORG が KANJINEW.SEG にコピーされる。

• バージョン 18 
メニュー表示に、バージョン 17 まではビットマップフォントを使用していましたが、バージョン 18 から

はシステムの持つフォントを使用するようになりました。ビットマップフォントは不要になりました。

4.4.2 バージョンアップ

バージョン 18 から、フォントファイルのバージョンアップ機能は、フォントユーティリティ に移動

しました。「Appendix B フォントユーティリティ」をご覧ください。

Advance CAD 
のバージョン

リリースする
ファイル

使用する
ファイル

～ 16.0 英数字書体 ストロークフォント TXTFONT01.SEG
TXTFONT02.SEG

TXTFONT01.SEG
TXTFONT02.SEG

ビットマップフォント JISxx_ANK.FNT JISxx_ANK.FNT

日本語書体 ストロークフォント KANJINEW.SEG KANJINEW.SEG

ビットマップフォント JISxx_KNJ.FNT JISxx_KNJ.FNT

17.0 英数字書体 ストロークフォント TXTFONT01.ORG
TXTFONT02.ORG

TXTFONT01.SEG
TXTFONT02.SEG

ビットマップフォント JISxx_ANK.ORG JISxx_ANK.FNT

日本語書体 ストロークフォント KANJINEW.ORG KANJINEW.SEG

ビットマップフォント JISxx_KNJ.ORG JISxx_KNJ.FNT

18.0 英数字書体 ストロークフォント TXTFONT01.ORG
TXTFONT02.ORG

TXTFONT01.SEG
TXTFONT02.SEG

日本語書体 ストロークフォント KANJINEW.ORG KANJINEW.SEG
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第 5 章 定数ファイル
5.1 概要

定数ファイルは、Advance CAD 内で設定した下記の定数の全部または一部を保存して

おくファイルです。用途に合わせて複数の定数ファイルを用意しておき、必要なとき
に呼び出すことができます。
定数保存時に、保存する定数の種類を選択できます。たとえば「クラス名のみ」「製
図定数と演算定数」など。この定数を呼び出すと保存されている定数だけが置き換え
られます。
定数ファイルは、バージョン 15.03 まではバイナリ形式でしたが、バージョン 15.04 
ではテキスト形式に変更しました。テキストエディタで部分的な削除や変更が可能で
す。
この変更にともないバージョン 13.00 からの定数のテキストファイルへの出力コマン

ド CONS/TXTOUT は廃止しました。CONS/TXTOUT で作成されたテキストファイル

は使用できません。
バージョン 18 よりテキスト形式のみとなり、バイナリ形式は使用できません。

パラメータの種類
• 製図定数
• 演算定数
• 円／曲線表示定数
• モデル定数
• 線種線幅定数
• ハッチングパターン
• ピクチャマトリックス
• シーケンス図定数
• ＮＣ 定数
• カーソル定数
• 同時設計定数
• ピクチャ名
• クラス名
• レビジョン名
• スクリーンレイアウト名
• ドローイング名
• 線種名
• カラー割付
• ペン割付

アクティブモデルの定数をファイルに保存するときは、〔定数登録〕→〔定数保存〕
（コマンド：CONS/WRITE）を実行します。

デフォルトの定数ファイル名は CONSTANT.TXT で、この名前の定数ファイルは 
Advance CAD を起動したとき、または新規にモデルを開始したときに自動的に呼び出

されます。
それ以外のときに定数ファイルを呼び出したいときは、〔定数登録〕→〔定数呼出〕
（コマンド：CONS/READ）を実行します。
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● デフォルトの定数ファイルの呼び出し

デフォルトの定数ファイル名は CONSTANT であり コンフィグレーションファイルのキーワード 
#CONSTANT# で指定されたディレクトリおよび拡張子が付けられる。デフォルトの定数ファイル名

は、 CONSTANT.TXT になる。

以下の場合にデフォルトの定数ファイルを呼び出す。
• Advance CAD の起動時

• 新規モデルの開始時
• 定数呼出コマンドで定数ファイル名を指定しない場合

テキスト形式のデフォルト定数ファイル CONSTANT.TXT がなければ定数呼出は行わない。

コンフィグレーションファイルのキーワードの例
#CONSTANT:TEXT#  "~/maint/"      !.TXT!  Constant file

5.2 コマンド

● コマンド一覧

5.2.1 定数を呼び出す

【メニュー】

〔その他設定〕→〔定数登録〕→〔定数呼出〕

【構文】

NME filename : 呼び出すテキスト形式の定数ファイルの名前を入力する。 
アクティブモデルの全ての定数の初期化は行わず、指定された定数ファイルに記述さ
れている定数だけを置き換える。 
省略するとデフォルトの定数ファイルを使用する。

"Y" : 定数の呼び出しを実行する。
"N" : 定数の呼び出しをしない。

5.2.2 定数を保存する

【メニュー】

コマンド名 機能

ＣＯＮＳ ／ ＲＥＡＤ 定数を呼び出す

ＣＯＮＳ ／ ＷＲＩＴＥ 定数を保存する（テキスト形式のみ )

CONS/READ [[NME] filename]

"Y"

"N"
  40
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5.3  定数ファイルの使用例  
〔その他設定〕→〔定数登録〕→〔定数保存〕

【構文】

NME filename : 保存する定数ファイルの名前を入力する。 
省略するとデフォルトの定数ファイルへ保存する。

TITLE title : 定数ファイルのタイトルを入力する。 
タイトルは定数ファイルに記述され、ファイル一覧表示時のファイルタイトルとして
表示される。

DSP : 保存する定数の種類を一覧表で選択する。 
定数の種類を指定しない場合は全ての定数を保存する。

"Y" : 定数の保存を実行する。
"N" : 定数の保存を中止する。

以下はマクロ内から、保存する定数の種類を選択するためのもの。
ADD : これから指定された定数を保存する
REL : これから指定された定数は保存しない
ALL : 全ての定数
PNUM1 : 製図定数
PNUM2 : 演算定数
PNUM3 : 円／曲線表示定数
PNUM4 : モデル定数
PNUM5 : レビジョン名
PNUM6 : 線種線幅定数
PNUM7 : ピクチャマトリックス
PNUM8 : シーケンス図定数
PNUM9 : ピクチャ名
PNUM10 : スクリーンレイアウト名
PNUM11 : クラス名
PNUM12 : ドローイング名
PNUM13 : ハッチングパターン
PNUM14 : ＮＣ 定数
PNUM17 : カーソル定数
PNUM18 : 同時設計定数
PNUM19 : 線種名
PNUM33 : カラー割付
PNUM34 : ペン割付

5.3 定数ファイルの使用例

新モデルの開始時およびモデルを呼び出したとき、クラス名を CAD 運用規定どおりに設定する例です。

まずクラス名を ＣＡＤ 運用規定に従って設定する。
RVP/CLSNME

次に定数保存でクラス名だけを定数ファイル CLASS_NAME.TXT に保存する。

CONS/WRITE NME "CLASS_NAME"  TITLE "ＣＡＤ 運用規定のクラス名 "
DSP ( 定数種類の一覧表からクラス名を選択） "Y"

マクロディレクトリに STARTUP01.MAC、STARTUP02.MAC、STARTUP03.MAC を作成する。

STARTUP01.MAC : Advance CAD を起動して作業番号２「新モデルの開始」を選択したとき、または -j2 
オプションを指定して Advance CAD を起動したときに実行するマクロ。

STARTUP02.MAC : コマンド「新規開始」が選択されたときに実行するマクロ。

CONS/WRITE [[NME] filename] [TITLE title]

"Y"

"N"

ADD

REL

ALL

PNUMn
[DSP]

*
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STARTUP03.MAC : Advance CAD を起動して作業番号１「モデルの呼出」を選択したとき、または -j1 オ
プションを指定して Advance CAD を起動したとき、またはコマンド「モデル呼出」が
選択されて新規モードで正常にモデルが呼び出されたときに実行するマクロ。

注 ） マクロに関する詳細はユーティリティマニュアルを参照してください。

STARTUP01.MAC の内容

STARTUP02.MAC と STARTUP03.MAC の内容

5.4 定数ファイルの書式

定数ファイルの例

VERSION  3.0 CONSTANT FILE, Advance CAD version 18.00
/
/       file name    : C:/acad/maint/SAMPLE.TXT
/       #title#      : 定数ファイルの例
/       created date : 2006/07/26
/       created time : 17:30:44
/
/ 製図定数
/
001-000-001 TEXT/FONT        S 1
001-000-002 TEXT/SIZE        S 3
001-000-004 DIM/TOLSIZE      S 2.5
/
/ クラス名
/
011-000-001 CLSNME001        T " クラス１のクラス名 "
011-000-002 CLSNME002        T " クラス２のクラス名は長さが \
                               " ４０バイトを超えているので \
                               " 複数行で表現される "
011-000-003 CLSNME003        T " クラス３のクラス名 "

各行の意味は次のとおり。

バージョン番号行
バージョン番号行は必須。１行目に１カラム目から以下のように記述。
VERSION xx.x CONSTANT FILE, Advance CAD version yy.yy

xx.x : 定数ファイルのバージョン番号 
Advance CAD バージョン 15 は 1.0 
Advance CAD バージョン 16 - 17 は 2.0 
Advance CAD バージョン 18 は 3.0

yy.yy : 定数ファイルを作成した Advance CAD のバージョン番号

注釈行
１カラム目に / を記述すると注釈とみなしてその行を無視する。

ただしタイトル行だけは１カラム目が / だが注釈ではない。

/* クラス名をＣＡＤ 運用規定に合わせる */
CONS/READ "CLASS_NAME" "Y"

/* STARTUP01.MAC を呼び出す */
MACRO "STARTUP01"
  42
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5.5  定数識別コード一覧  
タイトル行
#title# で記述されている 文字列 はファイル一覧で、ファイルタイトルとして表示される。

１カラム目を / とし、２カラム目以降に #title# : に続けてタイトルを 64 バイト（全角で 32 文字）

以下で記述する。
タイトル行は２～１０行目の間にいれる。
省略可。

定数行
定数識別コードや定数の値など Ａ ～ Ｄ の項目を１行で記述する。
ただし文字列定数で文字列の長さが 40 バイトを超える場合は複数行になる。

AAA-AAA-AAA BBBBBBBBBBBBBBBB C DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD
                               DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD

A : 定数識別コード 
１カラム目から記述する。

B : 定数識別名 
13 カラム目から記述する。最大 16 バイト。 
定数ファイルをエディタなどで編集するときになんの定数であるかを判別するための
注釈。 
定数設定コマンドのコマンド名や CLSNME001 などで、なんの定数かを想像できるよう
な名称をつけている。 
定数呼出時には使用しない。

C : 数値定数または文字列定数の判別 
30 カラム目に S か T のどちらかを記述する。 
S = 数値定数 
T = 文字列定数

D : 定数の値 
32 カラム目から記述する。 
数値定数のときは数値を、文字列定数のときは文字列を記述する。 
文字列長さが 40 バイト以下の文字列定数のときは文字列の前後を " で囲む。 
文字列が空のときは "" とする。 
文字列長さが 40 バイトを超える場合は 1行には 40 バイトまでとし、複数行で表現
する。 
複数行の場合は先頭行および中間行は文字列の先頭に " を、文字列の最後に \を付け
る。最終行は文字列の前後を " で囲む。

ほとんどの定数は１行で表現されている。
ただしピクチャマトリックスとハッチングパターンは複数行で意味をもつ場合もある。これについ
ては定数識別コード一覧で詳しく説明する。

5.5 定数識別コード一覧

001-000-xxx : 製図定数 
xxx は製図定数設定コマンド [53, 1, xxx] のフォーム番号 
識別名はコマンド名

002-000-xxx : 演算定数 
xxx は演算定数設定コマンド [53, 2, xxx] のフォーム番号 
識別名はコマンド名

003-000-xxx : 円／曲線表示定数 
xxx は円／曲線表示定数設定コマンド [53, 3, xxx] のフォーム番号 
識別名はコマンド名

004-000-xxx : モデル定数 
xxx はモデル定数設定コマンド [53, 4, xxx] のフォーム番号 
識別名はコマンド名
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005-000-xxx : レビジョン名 
xxx はレビジョン番号 
識別名は REVNMExxx

006-000-xxx : 線種線幅定数（線種パターン以外） 
xxx は線種線幅定数設定コマンド [53, 6, xxx] のフォーム番号 
識別名はコマンド名

006-001-xxx : 線種パターン 
xxx は線種番号 
識別名は LFTPATxxx

007-000-000 : ピクチャマトリックスの投影タイプ
007-000-001 : ピクチャマトリックスの軸記号
007-xxx-000 : ピクチャマトリックスが標準マトリックスと一致している場合 

xxx はピクチャ番号、値は標準マトリックス番号 
標準マトリックス番号 
1 = 平面 
2 = 正面 
3 = 右側面 
4 = 底面 
5 = 背面 
6 = 左側面 
7 = アイソメトリック面

007-xxx-yyy : ピクチャマトリックスが標準マトリックスと一致しない場合 
xxx はピクチャ番号 
yyy は以下のとおり

001 = Ｘ 軸のＸ 方向成分 
002 = Ｘ 軸のＹ 方向成分 
003 = Ｘ 軸のＺ 方向成分 
004 = Ｙ 軸のＸ 方向成分 
005 = Ｙ 軸のＹ 方向成分 
006 = Ｙ 軸のＺ 方向成分 
007 = Ｚ 軸のＸ 方向成分 
008 = Ｚ 軸のＹ 方向成分 
009 = Ｚ 軸のＺ 方向成分

これは９行で１組の定数を表現している。この場合２行目以降は先頭の３文字を 
空白にして継続行であることを示している。この間に注釈行をいれてはいけない。 
 
ピクチャマトリックスブロックの例

• 投影タイプは０
• 軸記号はＸＹＺ
• ピクチャ１～７と９、１０は標準マトリックスと一致
• ピクチャ８はユーザ定義のマトリックスで、標準マトリックスのどれとも一致し

ない
007-000-001 PICMTX000001     S 0
007-000-002 PICMTX000002     T "XYZ"
007-001-000 PICMTX001000     S 1
007-002-000 PICMTX002000     S 2
007-003-000 PICMTX003000     S 3
007-004-000 PICMTX004000     S 4
007-005-000 PICMTX005000     S 5
007-006-000 PICMTX006000     S 6
007-007-000 PICMTX007000     S 7
007-008-001 PICMTX008001     S 0.866025403784439
   -008-002 PICMTX008002     S 0.5
   -008-003 PICMTX008003     S 0
   -008-004 PICMTX008004     S -0.5
   -008-005 PICMTX008005     S 0.866025403784439
   -008-006 PICMTX008006     S 0
   -008-007 PICMTX008007     S 0
   -008-008 PICMTX008008     S 0
   -008-009 PICMTX008009     S 1
007-009-000 PICMTX009000     S 1
007-010-000 PICMTX010000     S 1
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008-000-xxx : シーケンス図定数 
xxx はシーケンス図定数設定コマンド [53, 8, xxx] のフォーム番号 
識別名はコマンド名

009-000-xxx : ピクチャ名 
xxx はピクチャ番号 
識別名は PICNMExxx

010-000-xxx : スクリーンレイアウト名 
xxx はスクリーンレイアウト番号 
識別名は SLONMExxx

011-000-xxx : クラス名 
xxx はクラス番号 
識別名は CLSNMExxx

012-000-xxx : ドローイング名 
xxx はドローイング番号 
識別名は DRWNMExxx

013-xxx-000 : ハッチングパターンの線の本数・線のモード（平行／格子）
   -xxx-yyy : ハッチングパターンの線種・線幅 

xxx はパターン番号 
yyy は線番号で、線の本数・線のモード行で指定された「線の本数」分の行が続く。 
これは「線の本数」＋１行で１組の定数を表現している。この場合２行目以降は先頭
の３文字を空白にして継続行であることを示している。この間に注釈行をいれてはい
けない。 
ハッチングパターンブロックの例

• ハッチングパターン２
• 線の本数は１、線のモードは平行
• 線種と線幅はアイテムの線種・線幅とする

013-002-000 XHTPAT002000     T "1,0"
   -002-001 XHTPAT002001     T "0,0"

014-000-xxx : ＮＣ 定数 
xxx は ＮＣ定数設定コマンド [53, 14, xxx] のフォーム番号 
識別名はコマンド名

017-000-xxx : カーソル定数 
xxx はカーソル定数設定コマンド [53, 17, xxx] のフォーム番号 
識別名はコマンド名

018-000-xxx : 同時設計定数 
xxx は同時設計定数設定コマンド [53, 18, xxx] のフォーム番号 
識別名はコマンド名

019-000-xxx : 線種名 
xxx は線種番号 
識別名は LFTNMExxx

033-000-001 : 現在のカラー割付タイプ
033-001-xxx : アイテムタイプ別のカラー割付。xxx はアイテムタイプ番号。値はカラー番号。
033-002-xxx : クラス別のカラー割付。xxx はクラス番号。値はカラー番号。
033-003-xxx : レビジョン別のカラー割付。xxx はレビジョン番号。値はカラー番号。
033-004-xxx : 線種別のカラー割付。xxx は線種番号。値はカラー番号。
033-005-xxx : 線幅別のカラー割付。xxx は線幅番号。値はカラー番号。 

カラー割付ブロックの例
033-000-001 CLR000001        S 2
033-001-001 CLRITM001        S 1
033-001-002 CLRITM002        S 1
033-001-003 CLRITM003        S 1
     ・
033-002-001 CLRCLS001        S 1
033-002-002 CLRCLS002        S 1
033-002-003 CLRCLS003        S 1
     ・
033-003-001 CLRREV001        S 1
033-003-002 CLRREV002        S 1
033-003-003 CLRREV003        S 1
     ・
033-004-001 CLRLFT001        S 1
033-004-002 CLRLFT002        S 1
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033-004-003 CLRLFT003        S 1
     ・
033-005-001 CLRLWT001        S 1
033-005-002 CLRLWT002        S 1
033-005-003 CLRLWT003        S 1
      ・

034-000-001 : ペンの本数
034-000-002 : 現在のペン割付タイプ
034-001-xxx : アイテムタイプ別のペン割付。xxx はアイテムタイプ番号。値はペン番号。
034-002-xxx : クラス別のペン割付。xxx はクラス番号。値はペン番号。
034-003-xxx : レビジョン別のペン割付。xxx はレビジョン番号。値はペン番号。
034-004-xxx : 線種別のペン割付。xxx は線種番号。値はペン番号。
034-005-xxx : 線幅別のペン割付。xxx は線幅番号。値はペン番号。 

ペン割付ブロックの例
034-000-001 PEN000001        S 8
034-000-002 PEN000002        S 2
034-001-001 PENITM001        S 1
034-001-002 PENITM002        S 1
034-001-003 PENITM003        S 1
     ・
034-002-001 PENCLS001        S 1
034-002-002 PENCLS002        S 1
034-002-003 PENCLS003        S 1
     ・
034-003-001 PENREV001        S 1
034-003-002 PENREV002        S 1
034-003-003 PENREV003        S 1
     ・
034-004-001 PENLFT001        S 1
034-004-002 PENLFT002        S 1
034-004-003 PENLFT003        S 1
     ・
034-005-001 PENLWT001        S 1
034-005-002 PENLWT002        S 1
034-005-003 PENLWT003        S 1
      ・

5.6 定数ファイルの修正

テキスト形式の定数ファイルは、テキストエディタで修正できる。たとえば「タイトルや値を変更す
る」「設定したくない定数を削除する」など。

以下の行はクラス１のクラス名を空にすることを意味する。
011-000-001 CLSNME001        T ""

この行を削除すると、この定数を呼び出してもクラス１のクラス名は以前のままになっている。
数値 0 を設定している行も同様。

またピクチャマトリックスやハッチングパターンの定数では複数行でひとつの定数を意味するものがあ
る。これらを削除する場合は、複数行を全て削除しないと呼出時にエラーとなる。
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第 6 章 カラーの定義
● 概要

ここでは画面に表示するカラーの設定方法について説明します。

Advance CAD では以下の表示色を変更できます。

背景の色 : 画面背景の色
グリッドの色 : グリッドの色
一時図形の色 : テンポラリアイテムの表示色
ラバーバンドの色 : ラバーバンドの色
実図形の色 : 1 ～ 256 番までのアイテム表示色。
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6.1 カラーのデフォルト値

下記の表は Advance CAD の基本カラーテーブルです。次節以降で説明するカラーテーブルファイルが

ないとき設定されるカラー値です。

Red Green Blue

背景の色 21 30 30

グリッドの色 131 132 0

一時図形の色 255 255 255

ラバーバンドの色 255 255 25

実図形の色 1 75 255 75

実図形の色 2 255 0 30

実図形の色 3 75 255 255

実図形の色 4 255 255 0

実図形の色 5 200 170 0

実図形の色 6 255 110 255

実図形の色 7 255 198 58

実図形の色 8 0 255 0

実図形の色 9 255 0 167

実図形の色 10 0 196 255

実図形の色 11 255 171 33

実図形の色 12 0 100 255

実図形の色 13 80 255 140

実図形の色 14 255 120 120

実図形の色 15 255 255 255

実図形の色 16 255 255 255

:

実図形の色 256 255 255 255
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6.2 カラーテーブルファイル

カラーテーブルファイルは、アイテムの表示色を設定するファイルです。
 Advance CAD の起動時にコンフィグレーションファイルで指定されたファイルを呼び出します。

カラーテーブルファイルが無いときは『6.1 カラーのデフォルト値』が使用されます。

6.2.1 カラーテーブルファイル名

カラーテーブルファイル名は、コンフィグレーションファイルのキーワード #COLORTABLE# で
指定します。デフォルトのカラーテーブルファイル名は、"COLORTBL" です。

#COLORTABLE#    "~/maint/"                 !.TXT!  Color table file

カラーテーブルファイル名を変更したいときは、コンフィグレーションファイルのキーワード 
#COLORTABLE# のディレクトリ指定欄にファイル名をディレクトリに続けて記入します。

#COLORTABLE#    "~/maint/CTCCOLORTBL"      !.TXT!  Color table file

6.2.2 カラーテーブルファイルの内容

第１カラムが / の行はコメント行です。

表示色は、赤 (R)・緑 (G)・青 (B) の色の三原色の強度を指定します。

各原色の強度はそれぞれ 0 ～ 255 の数値で指定し、数値が大きいほど強くなります。

白は (255,255,255)、黒は (0,0,0) となります。

/ Color    Red Green Blue
Background  21  30  30
Grid       131 132   0
Temporary  255 255 255
Rubberband 255 255 255
Color   1   75 255  75
Color   2  255   0  30
Color   3   75 255 255
Color   4  255 255   0
Color   5  200 170   0
Color   6  255 110 255
Color   7  255 198  58
Color   8    0 255   0
Color   9  255   0 167
Color  10    0 196 255
Color  11  255 171  33
Color  12    0 100 255
Color  13   80 255 140
Color  14  255 120 120
Color  15  255 255 255
Color  16  255 255 255
           :
Color 256  255 255 255
/ End of color definition
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6.2.3 バージョン１５以下のデフォルトカラーについて

バージョン１５以下の Advace CAD が持っているデフォルトのカラーテーブルを使用したいときは、

sample/ENV/COLOR.V15_DEF をコンフィグレーションファイルで指定したカラーテーブルファイル

にコピーして使用してください。
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6.3 コマンド

● コマンド一覧

6.3.1 色を設定する

カラーパレットの番号を指定してパレットの色を定義または修正する。
定義した色は〔色保存〕で保存しなければ、Advance CAD を終了したときに破棄されます。

Windows 版は色設定のダイアログが表示される。

【メニュー】

〔その他設定〕→〔色定義〕

コマンド名 機能

ＣＯＬＯＲＧＥＮ 色の設定をする

ＣＯＬＯＲ ／ ＷＲＩＴＥ カラーテーブルの保存

ＣＯＬＯＲ ／ ＲＥＡＤ カラーテーブルの読み込み
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【構文】

変更する色を次のいずれかで指示する。
d1 : コマンドエリアのカラーバーをデジタイズして、設定するカラーを選択する。
s1 : 色番号を入力する。

1xxx xxx は Advance CAD の色番号 (001 ～ 256)。
1900 背景色
1901 グリッド色
1902 一時図形色
1903 ラバー色

変更する原色をつぎのいずれかで指示する。
d2 : 原色 ( 赤・緑・青 ) の３本のバーが表示されるので、赤・緑・青のバーをデジタ

イズして変更する原色を選択する。
s2 : 原色の番号を入力する。1= 緑、2= 赤、3= 青

この原色の強さを指示する。カーソルを使うか直接数値を入力する。
d3 : カラーバー上のカーソルを移動させて強度を決める。
s3 : 原色の強さを入力する。( 0 ～ 255 ) 

6.3.2 カラーテーブルファイルを保存する

現在使用しているカラーテーブル情報をファイル（デフォルトは COLORTBL.TXT) に保存する。

【メニュー】

〔その他設定〕→〔色保存〕

【構文】

6.3.3 カラーテーブルファイルを読み込む

カラーテーブルファイル（デフォルトは COLORTBL.TXT) を読み込み、カラーテーブルを更新す

る。 COLORTBL.TXT が無い場合は、 COLORTBL.SEG ( バージョン 9 以下のカラーテーブルファイ

ル ) を読み込む

【メニュー】

〔その他設定〕→〔色呼出〕

【構文】

COLORGEN

d1

s1
〈CE〉

d2

s2

d3

s3

+

COLOR/WRITE 〈CE〉

COLOR/READ 〈CE〉
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第 7 章 図面枠の作成
● 概要

社名や縮尺など、図面に必要な項目をあらかじめ含めた図面枠をシンボルアイテムで
作成できます。この章では図面枠の作成方法について説明します。
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7.1 図面枠用ファイル

図面枠用のファイルは Advance CAD のシンボルファイルです。しかし Advance CAD のシンボルファイ

ルと使用目的が違うため、シンボルとは別のディレクトリに格納します。
コンフィグレーションファイルのキーワード #TEMPLATE:SYM# に図面枠シンボルファイルを格納する

ディレクトリ名を指定します。

7.2 図面枠シンボルの作成方法

7.2.1 図面枠シンボルを作成するときの注意

(1) 線種・線幅はオリジナルアイテムの属性で表示／描画されます。 
シンボル内の複合アイテムも、オリジナルアイテムの属性で表示／描画されます。

(2) そのアイテムを画面にだけ表示させるか、プロッタにだけ描画するか、その両方ともにするかを、ア
イテムのレビジョンによってコントロールできます。これは図面枠シンボルにだけ有効です。

レビジョン 1, 4, 7, 10, … , 253, 256 画面とプロッタ
レビジョン 2, 5, 8, 11, … , 254      プロッタのみ
レビジョン 3, 6, 9, 12, … , 255      画面のみ

シンボル内の複合アイテムも、オリジナルアイテムのレビジョンを使用します。

(3) プロッタのペン番号および画面のカラー番号は、オリジナルアイテムのクラス番号をそのままペン番
号及びカラー番号とします。従ってクラス番号はペン番号及びカラー番号の最大値以下とする。図面
枠に関しては、ペン割付、カラー割付は参照しません。シンボル内の複合アイテムも、オリジナルア
イテムのクラスを使用します。

(4) 図面枠シンボルの最大外形 
シンボルの最大外形とは、そのシンボルに含まれるすべてのアイテムの最大／最小座標値です。頁タ
イトル定義のキーワード ( たとえば ^201^TTL201) は最大外形には含まれません。点／ベーステキ
スト／ノードテキストは、画面表示も描画もされませんが、最大外形の対象になります。

(5) 図面配置された図形がシンボルの最大外形からはみ出すと、その部分は描画されません。このため、
図面用紙の大きさを示す外枠をシンボル内に含めておくことをお勧めします。

(6) 以下のタイプの静電プロッタの場合は注意してください。

• ドラステム 
シンボルの最大外形で用紙をカットします。 
用紙枠を描画したくないときは、用紙枠をレビジョン 3 で作成してください。

• D-SCAN 
描画されたデータの最大／最小座標値で用紙をカットします。 
したがって、シンボルの最大外形をプロッタに描画されるアイテムで作成する必要があ
ります。

(7) シンボル登録時のシンボル原点が、図面配置時の原点になります。たとえば図面の <0,0> にピク
チャを配置したとき、そのピクチャのゾーン原点がシンボル原点と一致します。グリッドの原点もシ
ンボル原点と一致します。
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(8) 図面枠シンボルを作成するときは、ドローイングスケールとピクチャスケールを１にしてください。
文字高さはプロッタ上での大きさを指定しますので、スケールが１でないと図面枠シンボル作成中の
画面上の文字と他の図形とのバランスが合いません。

(9) 図面枠シンボル名はファイル拡張子を除いて 32 文字までです。

7.2.2 作成手順

図面枠シンボルは、以下の手順で作成します。

(1) 図面枠を原寸で作成し、シンボル登録します。 
図面枠を作成するときは 「7.2.1 図面枠シンボルを作成するときの注意」をよくお読みください。

(2) 作成されたシンボルファイルを、図面枠シンボルのディレクトリ #TEMPLATE:SYM# にコピーします。
コンフィグレーションファイル の #SYMBOL# と #TEMPLATE:SYM# の指定は別ディレクトリにしておい
た方が管理上好ましいでしょう。

(3) 図面配置でシンボル名を指定して呼び出します。ドローイングの各１頁ごとに１つのシンボルすなわ
ち図面枠を貼り付けることができます。

7.2.3 可変記入項目の定義方法 ( 図面枠シンボル作成時 )

作成日・図面番号・作成者など、図面配置時に適時入力する項目は、グラフィックテキストをつ
ぎの形式で図面枠内に配置します。

^ 項目番号 ^ 項目番号は、 ASCII 文字 ( 半角 ) の ^ で 1 から 255 までの半角の整数値を囲んで定義
します。１つめの ^ はジェネラルテキストの１文字目から始めてください。たとえば項
目番号が 25 ならば、^25^ を配置します。同じ番号は複数定義できません。１つの図面
枠シンボルで指定できる項目番号は 255 個までです。 
項目番号の前に "T" をつけると、図面配置の一覧表示の時にそのタイトルが表示されま
す。"T" は１つの図面枠シンボル内に１つだけ指定できます。"T" の指定が１つもないと
きは最も小さい項目番号のタイトルが表示されます。

注釈 漢字を含む任意の文字列で、項目番号の説明を画面に表示できます。プロッタには描画さ
れません。ただし 7.2.5 節のキーワードを含んでいる場合は、キーワードが該当する文
字 ( 日付など )に置き換えられ、キーワード以外の文字はそのまま描画されます。 
注釈は１つの項目について 64 バイトまで入れることができます。半角文字は１バイト、
全角は２バイトに数えます。

下図は、図面枠シンボルを呼出した例です。たとえば、
^1^ 図番、^2^ 図名、^10^ 品名、^11^[YY]/[MM]/[DD]、^12^[DS]/[DB]

などが 項目番号と注釈です。それ以外のグラフィック テキストは、他の図形と同様に図面枠を

表現する固定文字列です。
グラフィック テキストはすべて、シンボル作成時の文字属性（テキストの位置・大き

^ 項目番号 ^注釈  または  ^T 項目番号 ^ 注釈
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さ・向き・書体など）が、そのまま作図に用いられます。

7.2.4 可変記入項目の使用方法 ( 図面配置時 )

図面枠を選択し、タイトルを入力するコマンドを選択すると、^ 項目番号 ^ で定義されているテ

キストがすべて画面に表示されます。入力したいものを選び ( 項目番号を入力するか、マウスで

ピックする )、実際の文字列を入力します。タイトルを入力したあと図面枠を ( たとえば A1 から 
A2 に ) 変更したとき、同じ項目番号のものはそのまま使われます。このため各図面枠で同じ内容

を持つ項目は項目番号を統一した方がよいでしょう。

7.2.5 作成日付・縮尺など

注釈に以下のキーワードがあると、そのキーワード部分を日付、縮尺、モデルタイトルなどに置
き換えます。
その他の文字はそのまま描画します。キーワードは半角 (ASCII 文字 ) で指定します。キーワード

は前後を [ と ] で囲みます。

● キーワード一覧

キーワード 機能

[MONTH] 月を英字３桁の大文字で描画する

[Month] 月を英字３桁で、１文字目を大文字残りを小文字で描画する

[month] 月を英字３桁の小文字で描画する

[DS] ドローイング縮尺値を分数で表した時の分子を描画する

[DB] ドローイング縮尺値を分数で表した時の分母を描画する

[BS] 縮尺値を分数で表した時の分子を描画する

[BB] 縮尺値を分数で表した時の分母を描画する
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7.2  図面枠シンボルの作成方法  
(1) 作成日付のキーワード

作成日付はプロットした時のシステムの日付になります。注釈で作成日付の描画方法を定義
します。
任意の作成日付を指定することもできます。その場合入力された文字列をそのまま描画しま
す。指定したものを消去すると、システムの日付に戻ります。

[YYYY] 年を西暦の４桁で描画する

[YY] 年を西暦の下２桁で描画する

[Y] 年を西暦の１桁 (1 ～ 9) または２桁 (10 ～ 99) で描画する

[GG] 年を元号の２桁で描画する

[G] 年を元号の１桁 (1 ～ 9) または２桁 (10 ～ 99) で描画する

[MM] 月を２桁で描画する

[M] 月を１桁 (1 ～ 9) または２桁 (10 ～ 12) で描画する

[DD] 日を２桁で描画する

[D] 日を１桁 (1 ～ 9) または２桁 (10 ～ 31) で描画する

[hh] 時を２桁で描画する

[h] 時を１桁 (0 ～ 9) または２桁 (10 ～ 23) で描画する

[mm] 分を２桁で描画する

[m] 分を１桁 (0 ～ 9) または２桁 (10 ～ 59) で描画する

[ss] 秒を２桁で描画する

[s] 秒を１桁 (0 ～ 9) または２桁 (10 ～ 59) で描画する

[PP] ページ番号を２桁で描画する

[P] ページ番号を１桁 (1 ～ 9) または２桁 (10 ～ 64) で描画する

[MTLxxx] モデルタイトルの項目番号 xxx を描画する

[TTLxxx] モデルタイトルの項目番号 xxx を描画する

[PTLxxx] 他の可変記入項目の項目番号 xxx を描画する

[MODEL] モデルファイル名 ( モデルタイトルの項目番号 202) からディレクトリ
名とファイル拡張子を削除し、かつ大文字としたもの

[FILE] フルパスモデルファイル名

[MAXW=w] 文字枠の最大長さをプロッタでの mm 単位で指定する。

キーワード 機能

[YYYY] 年を西暦の４桁で描画する

[YY] 年を西暦の下２桁で描画する

[Y] 年を西暦の１桁 (1 ～ 9) または２桁 (10 ～ 99) で描画する

[GG] 年を元号の２桁で描画する

キーワード 機能
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例． 1996 年 4 月 1 日の描画例

例． xx 年 
xx 月 
xx 日

と描画したいときは、違う項目番号を使う。
^1^[GG] 年
^2^[MM] 月
^3^[DD] 日

(2) 作成時刻を描画するキーワード

(3) 縮尺のキーワード

縮尺値を取り出します。
[BS], [BB] の縮尺値は、ドローイング縮尺値と配置されているピクチャのピクチャ縮尺値を掛

けた結果で計算します。[DS], [DB] は、ドローイング縮尺値で計算します。計算結果が分数型

式で、以下で表現できる場合にだけ描画されます。
整数倍 n/1

[G] 年を元号の１桁 (1 ～ 9) または２桁 (10 ～ 99) で描画する

[MM] 月を２桁で描画する

[M] 月を１桁 (1 ～ 9) または２桁 (10 ～ 12) で描画する

[MONTH] 月を英字３桁の大文字で描画する (JAN, FEB など )

[Month] 月を英字３桁で、１文字目を大文字残りを小文字で描画する

[month] 月を英字３桁の小文字で描画する

[DD] 日を２桁で描画する

[D] 日を１桁 (1 ～ 9) または２桁 (10 ～ 31) で描画する

[hh] 時を２桁で描画する

配置したテキスト 描画される文字

^1^[YY]/[MM]/[DD] 96/04/01

^1^[M]/[D]/[YYYY] 4/1/1996

^1^ 平成 [G] 年 [M] 月 [D] 日 平成 8年 4月 1日

キーワード 機能

[hh] 時を２桁で描画する

[h] 時を１桁 (0 ～ 9) または２桁 (10 ～ 23) で描画する

[mm] 分を２桁で描画する

[m] 分を１桁 (0 ～ 9) または２桁 (10 ～ 59) で描画する

[ss] 秒を２桁で描画する

[s] 秒を１桁 (0 ～ 9) または２桁 (10 ～ 59) で描画する

キーワード 機能
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7.2  図面枠シンボルの作成方法  
1.0 未満 1/n ～ 10/n
1.0 以上 n/2 ～ n/100

※ n は整数

これ以外の場合には、[BS], [BB], [DS], [DB] を含む項目は描画されません。

[BS], [BB] の場合は、そのページ内のピクチャの縮尺値が全て同じでなければ描画されませ

ん。

例． 1/3 の描画例

(4) 図面配置のページ番号を描画するキーワード

例． 図面にモデル名とページ番号を付ける。モデル名とページ番号の間には - を入れる。
^1^[MODEL]-[PP]

(5) モデルタイトル

モデルタイトルを取り出すキーワードです。
モデルタイトルがないモデルでは、このキーワードを含む項目は描画されません。

xxx はモデルタイトルでの項目番号で、[MTLxxx] のときは 1 ～ 202、[TTLxxx] のときは 1 ～

255 を３桁で記入します。

例えば [MTL001] , [TTL201] とします。

モデルタイトル用テンプレートファイルの作成方法は本書 10 章をご覧ください。

キーワード [TTLxxx] は、頁タイトルにモデルタイトルを引用し図面枠に表示します。この頁

タイトルを変更するため文字列を入力すると、モデルタイトルの参照をやめて入力文字列を
表示します。

キーワード 機能

[BS] 縮尺値を分数で表した時の分子を描画する

[BB] 縮尺値を分数で表した時の分母を描画する

[DS] ドローイング縮尺値を分数で表した時の分子を描画する

[DB] ドローイング縮尺値を分数で表した時の分母を描画する

配置されるテキスト 描画される文字

^1^[DS]/[DB] 1/3

^1^ 尺度 [DS]：[DB] 尺度 1：3

キーワード 意味

[PP] ページ番号を２桁で描画する

[P] ページ番号を１桁 (1 ～ 9) または２桁 (10 ～ 64) で描画する

キーワード 意味

[MTLxxx] モデルタイトルの項目番号 xxx を描画する

[TTLxxx] モデルタイトルの項目番号 xxx を描画する
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これに対してキーワード [MTLxxx] は、内容を変更すると引用先のモデルタイトルそのものを

変更します。[MTL202] はモデルファイル名を変更することになります。ひとつの頁タイトル

に [TTLxxx] は複数引用できますが、 [MTLxxx] は１つだけです。

例． ^1^[MTL201] 
"^1^[TTL001]-[TTL002]" 可 
"^1^[MTL001]-[MTL002]" 不可 
"^1^[MTL001]"          可

頁タイトル入力時の画面表示では、 [MTLxxx] と [TTLxxx] を区別できるように以下のように表

示します。
[MTL201]  → [ モデルタイトル :モデル主タイトル ]
[TTL201]  → [ モデル主タイトル ]

(6) 他の可変記入項目の参照

他の項目番号と同じ内容を表示するときに、他の可変記入項目の項目番号を指定して、その
内容を取り出すキーワードです。
参照される可変記入項目が表示されていない場合は、参照する側も表示されません。

xxx は他の可変記入項目の項目番号 1 ～ 255 を３桁で記入します。

たとえば [PTL001], [PTL201] のようにします。

例． 図番を２か所で表示させるとき
^2^[PTL001]

としておき、項目番号１を選択し、図番を入力すれば、項目番号２にも同じものが表示されま
す。

(7) モデル名

モデル名を取出すキーワードです。以下の３つの方法があります。

例． モデル名を files/test と指定した場合 (files ディレクトリは /usr/acad の下にあるものとす
る )

• キーワード [MODEL] を指定した場合

キーワード 意味

[PTLxxx] 他の可変記入項目の項目番号 xxx を描画する

キーワード 意味

[MODEL] ディレクトリ名とファイル拡張子を除き大文字にしたモデル名

[FILE] フルパスのモデルファイル名

[TTL202] 入力したとおりのモデル名

キーワード 結果

[MODEL] TEST

[FILE] /usr/acad/files/TEST.MDL

[TTL202] files/test
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たとえばサーバーの models というディレクトリにある "TEST.MDL" を示すときは、"/
server/models/TEST" と入力します。図面枠には TEST と表示されます。

"/server/models/TEST" → "TEST"
"/models/test.mdl" → "TEST"
"TEST" → "TEST"

• キーワード [TTL202] を指定した場合

キーワード [TTL202] はモデルタイトルのモデルファイル名 ( 項目番号 202) を図面枠に表

示します。
キーワード [TTL202] は、入力された文字列をそのまま表示します。

例えばサーバーの models というディレクトリにある "TEST.MDL" を示すには、"/server/
models/TEST" と入力します。

図面枠にはそのまま "/server/models/TEST" と表示されます。

(8) 可変記入項目の文字枠の最大長さを指定する

可変記入項目の文字数が長くなった場合に欄からはみだすことを防ぐために文字枠の最大長
さを指定します。

例． 可変記入項目の文字枠の最大長さを 80.5mm にする。
^1^ 図名 [MAXW=80.5]

最大長さに納める処理は以下の通り。
• 指定された水平文字間隔、文字縦横比率、文字高さで最大長さを超える場合に以下の調整を

行う。
• 水平文字間隔を指定された水平文字間隔と最小水平文字間隔の間で調整する。最小水平文字

間隔は半角文字が含まれる場合は 8、全て全角文字の場合は 6。
• 最小水平文字間隔にしても最大長さを超える場合は、更に文字縦横比率を指定された文字縦

横比率と最小文字縦横比率の間で調整する。最小文字縦横比率は 0.6。
• 最小文字縦横比率にしても最大長さを超える場合は、更に文字高さを指定された文字高さと

最小文字高さの間で調整する。最小文字高さは指定された文字高さの 70%。

• 最小文字高さにしても最大長さを超える場合は、それ以上の調整は行わない。

(9) キーワードを含む可変記入項目の表示内容を一時的に変更する

キーワードを含む可変記入項目は、キーワードが該当する文字に変換されて自動的に表示さ
れますが、その表示内容を変更することもできます。
例えば拡大図などを含んでいるために [BS], [BB] の尺度が表示されない場合などに入力すれ

ば、1:10 などと表示させることができます。

入力したものを削除すると、自動表示に戻ります。

(10) 図面枠にシンボルを配置する

図面枠にシンボルを配置して、図面への印鑑やサインとして利用できます。

キーワード 意味

[MAXW=w] 文字枠の最大長さをプロッタでの mm 単位で指定する。  
w の値は枠のゆとり幅も含む。指定された水平文字間隔、文字縦
横比率、文字高さで描画したときにこの最大長さを超える場合に
水平文字間隔、文字縦横比率、文字高さの順に調整し、最大長さ
に納める。
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• 配置方法 
シンボルを配置するには、頁タイトルとして "[SYMBOL]symbol-name" と入力します。図面  

枠の定義は一般の頁タイトル定義と同じです。

図面枠定義              ^n^ シンボル配置用
頁タイトル #n の入力    "[SYMBOL]TEST"

これで頁タイトル #n を定義した位置にシンボル "TEST" が表示されます。シンボルは、頁

タイトル #n の注記 (GNT) 配置原点をシンボル原点、注記の角度をシンボルの回転角度と

して配置されます。
シンボルの大きさは、作成されたシンボルの大きさのまま表示されます。頁タイトル #n の
注記の大きさとは無関係です。
線種、線幅、画面の表示色、プロッタのペン番号は、「7.2.1 図面枠シンボルを作成すると

きの注意」の (1),(2),(3) と同じです。

• モデルタイトルを利用する方法 
図面枠定義でモデルタイトルを参照するように定義し、モデルタイトルにシンボル名を入力
することもできます。

図面枠定義              ^n^[SYMBOL][TTLxxx]
モデルタイトルの定義    (xxx) " シンボル配置用 "
モデルタイトルの入力    "TEST"

これで頁タイトル #n に "[SYMBOL]TEST" が入力されたことになり、シンボル "TEST" が
表示されます。
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第 8 章 メニューの作成
● 概要

 Advance CAD のメニュー に関する情報は、すべてメニューファイルに含まれていま

す。
Solaris  SPARC 版のタブレットと SUN Button のサポートはバージョン 17 をもって終

了いたしました。

• インプットファイル

MENU.INP

• 変数定義ファイル

ACADDEF.MEN

• ゾーンファイル

ACADZON.MEN

• コマンド名ファイル

ACADCMD.MEN
ACADCMDOPT.MEN

• メニューファイル
(1) ファンクションキーファイル

ACADKEY.MEN
(2) オンスクリーンメニューファイル

ACADOSM.MEN
ACADRVP.MEN
ACADRVP_W.MEN (Windows 版のみ )
ACADOSMOPT.MEN

• アイコンファイル

アイコンファイル以外のファイルは、テキストエディタで作成または修正します。 
日本語はファイル中のコメント、オンスクリーンメニューの表示文字・文字割付行の
文字以外には使用できません。

 後述するファイル記述方法中の '+' や '!' の文字は、全て半角の ASCII 文字です。ファ

イルは規定された書式 ( '+' や '!' で囲まれたもの ) 以外はフリーフォーマットで、タブ

コード・スペース文字を含めることができます。
１カラム目が '/' で始まる行は注釈行で、どこでも自由に記述できます。
システム管理の手引き (Advance CAD Version 18) 63



第 8 章 .  メニューの作成
8.1 メニューファイルの格納ディレクトリ

各メニューファイルの格納ディレクトリとファイル拡張子は、コンフィグレーションファイルで指
定します。

• インプットファイル
メニュー作成に使用するファイル名をリストアップするファイル。
キーワードは #MENU:INP# です。

• 変数定義ファイル
• ゾーンファイル
• コマンド名ファイル
• メニューファイル

インプットファイルに記述されるファイル。
キーワードは #MENU:ASC# です。

• アイコンファイル
オンスクリーンメニューに表示されるアイコンの形状を定義するファイル。
Advance CAD のマークと同様のマークアイコンと Windows  版のビットマップアイコンの２種類

あります。
マークアイコンファイルはインプットファイルと同じディレクトリに拡張子を ".TXT" とします。

ビットマップアイコンファイルは、キーワード #MENU:BMP# で指定します。

詳細は「8.7.4 アイコンファイル」をご覧ください。

8.2 容量

メニューファイルの容量は、以下のとおりです。

コマンド総数       4096 以内
メニューページ総数 4096 以内
ひとつのメニューページ中のボタン数 256 個以内

8.3 インプットファイル

インプットファイルには、インプットファイルとアイコンファイル以外のすべてのメニューファイルの
名前を列挙します。

8.3.1 インプットファイル MENU.INP の標準設定

/
/ Advance CAD ver 18
/
/    Define statements
/
D        !USERDEF!
D        !ACADDEF!
/
/    Zone definition file
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/
Z        !USERZON!
Z        !ACADZON!
/
/    Command definition file
/
C        !USERCMD!
C        !ACADCMD!
C        !ACADCMDOPT!
/
/    Keyboard definition file
/
M        !USERKEY!
M        !ACADKEY!
/
/    Screen menu definition file
/
M        !USEROSM!
M        !ACADOSM!
M        !ACADRVP!
#ifdef WIN32
M        !ACADRVP_W!
#endif
M        !ACADOSMOPT!
/
/ End of file

8.3.2 インプットファイルの記述方法

● 変数定義ファイル名の記述方法

１カラム目を大文字半角の 'D' で始め、ファイル名を '!' で囲みます。ファイル名にはファイル拡張子

は付けません。
変数定義ファイルは最大２つまで記述できます。２つ記述した場合は、最初に記述されているファ
イルを処理します。最初のファイルがあれば、その変数定義ファイルを使い、２番目の変数定義
ファイルは無視します。最初のファイルがなければ、２番目に記述されているファイルを使います。

ACADDEF は標準の変数定義ファイルとして提供されています。

USERDEF は提供されていません。標準の変数定義を変更する場合は ACADDEF.MEN を
USERDEF.MEN にコピーし USERDEF.MEN を変更してください。

● ゾーンファイル名の記述方法

１カラム目を大文字半角の 'Z' で始め、ファイル名を '!' で囲みます。ファイル名にはファイル拡張子

は付けません。
ゾーンファイルは最低１つ必要で、最大２つまで記述できます。２つ記述した場合は最初に記述さ
れているファイルを処理します。最初のファイルがあれば、そのゾーンファイルを使い、２番目の
ゾーンファイルは無視します。最初のファイルがなければ２番目に記述されているファイルを使い
ます。

ACADZON は標準のゾーンファイルとして提供されています。

D   ! ファイル名 ! 

Z   ! ファイル名 ! 
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USERZON は提供されていません。標準のゾーン定義を変更する場合は ACADZON.MEN を
USERZON.MEN にコピーし USERZON.MEN を変更してください。

● コマンド名ファイル名の記述方法

１カラム目を大文字半角の 'C' で始め、ファイル名を '!' で囲みます。ファイル名にはファイル拡張子

は付けません。
コマンド名ファイルは最低１つ必要で、最大４つまで記述できます。複数記述した場合は全ての
ファイルが有効となります。

ACADCMD は標準のコマンド名ファイルとして提供されています。

ACADCMDOPT はオプショナルソフトウェアのコマンド名ファイルとして提供されています。

USERCMD は提供されていません。新しいコマンドを作成する場合は USERCMD.MEN ファイルを

作成し、そのファイルに新しいコマンドを定義してください。

● メニューファイル名の記述方法

１カラム目を大文字半角の 'M' で始め、ファイル名を '!' で囲みます。ファイル名にはファイル拡張

子は付けません。
メニューファイルは最大 4096 まで記述できます。1 つもなくてもかまいませんが、その場合コマン

ドの入力はキーボード入力だけになります。

１つのメニューファイルに複数のメニューページを含めることができます。また１つのメニュー
ファイルに１ページだけでもかまいません。もし同じページ番号のものがあるときは、先に現われ
たものが有効となります。

最初はファンクションキーファイルです。
ACADKEY は標準のファンクションキーファイルとして提供されています。

 USERKEY は提供されていません。標準のファンクションキー定義を変えたいときは、

ACADKEY.MEN を USERKEY.MEN にコピーし USERKEY.MEN を変更してください。

つぎはオンスクリーンメニューファイルです。
ACADOSM, ACADRVP は標準のオンスクリーンメニューファイルとして提供されています。

ACADRVP_W はダイアログボックスを使用した定数設定用として、Windows 版のみに提供されてい

ます。
ACADOSMOPT はオプショナルソフトウェア用として提供されています。

USEROSM は提供されていません。新しいオンスクリーンメニューを作成する場合、

USEROSM.MEN ファイルを作成し、そのファイルに新しいオンスクリーンメニューを定義してくだ

さい。

8.4 変数定義ファイル

メニューファイルで使うカラー変数や条件判定で使用するシンボルを設定します。
Windows 版の場合は、使用するフォントサイズを指定します。ダイアログが小さすぎたり、メニューが

崩れた場合はここで調整してください。

C   ! ファイル名 ! 

M   ! ファイル名 ! 
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8.4.1 変数定義ファイル ACADDEF.MEN の標準設定

 1 : /
 2 : / Advance CAD ver 18 Define statements
 3 : /
 4 : /#define NOICON
 5 : /#define CONCURRENT
 6 : /#define MODIFIER
 7 : /
 8 : / Colour number assignments
 9 : Define     !c0!    [0]
10 : / Define   !c1!    [3]
11 : / Define   !c2!    [4]
12 : / Define   !c3!    [6]
13 : / Define   !c4!    [1]
14 : / Define   !c5!    [2]
15 : / Define   !c6!    [15]
16 : Define     !c1!    "Cyan"
17 : Define     !c2!    "Yellow"
18 : Define     !c3!    "Magenta"
19 : Define     !c4!    "Green"
20 : Define     !c5!    "Red"
21 : Define     !c6!    "White"
22 : /
23 : / Number assignments
24 : Define     !none!  [0]
25 : /
26 : #ifdef WIN32
27 : /      1280x1024 
28 : GDIENV     !DLGFONT!     [11]
29 : GDIENV     !BTNFONT!     [12]
30 : GDIENV     !TIPSTATUS!   [1]
31 : GDIENV     !TIPFONT!     [9]
32 : /      1024x768 
33 : /GDIENV    !DLGFONT!     [9]
34 : /GDIENV    !BTNFONT!     [10]
35 : /GDIENV    !TIPSTATUS!   [1]
36 : /GDIENV    !TIPFONT!     [9]
37 : #endif
38 : /
39 / End of file

8.4.2 変数定義ファイルの記述方法

8.4.2.1 変数定義の記述方法

メニューページやカラー番号の指定時に、あらかじめ変数に数値を割り付けておき、    数値の変わり

に変数を記述することができます。

１カラム目から半角で "Define" と記述します。１文字目は大文字で、２文字目からは小文字で記述

します。
変数名を '!' で囲みます。変数名は半角英数字 16 文字以下で、１文字目は英字にします。大文字と小

文字は区別します。

Define ! 変数名 ! = [ 数値 ]

Define ! 変数名 ! = " カラー名 "
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変数に割り付ける数値を '=' に続けて '[]' で囲みます。カラー名を割り付けるときは、カラー名を '"' 
で囲みます。

カラー名と ＲＧＢ 値は以下通り。

標準メニューでは、カラー変数とその用途はつぎのようになっています。

カラー名 R G B

Black 0 0 0

Dark Red 128 0 0

Dark Green 0 128 0

Dark Yellow 128 128 0

Dark Blue 0 0 128

Dark Magenta 128 0 128

Dark Cyan 0 128 128

Light Gray 192 192 192

Money Green 192 220 192

Sky Blue 166 202 240

Cream 255 251 240

Medium Gray 160 160 164

Dark Gray 128 128 128

Red 255 0 0

Green 0 255 0

Yellow 255 255 0

Blue 0 0 255

Magenta 255 0 255

Cyan 0 255 255

White 255 255 255

カラー変数 用途

c1 メニューをめくる

c2 コマンド

c3 修飾子

c4 タイトル

c5 終了・削除・アンドゥ のみ

c6 RVP メニュー
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Advance CAD バージョン 13 から、メニュー／メッセージの色は実図形の色とは別の色を使用するよ

うになっています。ただし見かけの色はバージョン 12 以下の標準設定と同じ。

バージョン 12 のように実図形の色を使うには ACADDEF.MEN を USERDEF.MEN にコピーし、9 ～ 
14 行目の記述を有効に（１カラム目の '/' を削除）して 15 ～ 20 行目の記述を無効に（１カラム目に 
'/' を追加）する。

8.4.2.2 フォントサイズの調整（Windows 版）

    Windows 版では各フォントのサイズ指定ができます。

１カラム目から半角大文字で "GDIENV" と記述します。

機能名を '!' で囲み、数値を '[]' で囲みます。

キーワードと用途は以下の通り。

デフォルト値および標準設定は、解像度が 1280 x 1024 で、システムフォントが「小さいフォント」

であることを想定しています。
ACADDEF.MEN の 31 ～ 35 行目は、解像度が 1024 x 768 の場合の推奨値を注釈で記述しています。

ダイアログが小さすぎたり、メニューが崩れた場合はここで調整します。
変更する場合は ACADDEF.MEN を USERDEF.MEN にコピーし、USEDEF.MEN を修正します。

8.4.2.3 条件設定と条件判定

条件設定文はメニューファイル中のどこで記述してもかまいませんが、ACADDEF.MEN を 
USEDEF.MEN にコピーし、USEDEF.MEN 内に記述するほうが将来のバージョンアップ時の対応が

簡単です。
ACADDEF.MEN の 4 ～ 6 行目に、シンボル "NOICON"、"CONCURRENT"、"MODIFIER" を注釈とし

て記述しています。
"NOICON" は Windows 版でアイコンメニューを使用しないときに有効に（１カラム目の '/' を削除）

します。
"CONCURRENT" は 同時設計機能を使用するときに有効に（１カラム目の '/' を削除）します。

Advance CAD Version 13 からコマンド修飾子をメッセージ領域で選択できるようになったた

めに一部のコマンド修飾子はオンスクリーンメニューには表示されなくなっています。
Advance CAD Version 12 までと同様にコマンド修飾子を表示したい場合は "MODIFIER" を有効に

（１カラム目の '/' を削除）します。

条件判定文はメニューファイル中のどこでも使用できます。
標準メニューでは UNIX 版と Windows 版のメニューの違いを、この条件判定文で実現しています。

キーワード 用途 省略時の値

DLGFON ダイアログのフォントの大きさ（ポイント数） 11

BTNFONT メニューのフォントの大きさ（ドット数） 12

TIPSTATUS ツールチップを出すか出さないかを指定 
 1 : ツールチップを出す 
 0 : ツールチップを出さない

1

TIPFONT ツールチップの大きさ（ドット数） 9

GDIENV ! キーワード ! [ 数値 ]
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(1) 条件設定文

#define シンボル

シンボルを設定する。#define は１カラム目から記述し、１文字以上の空白かタブに続けて

シンボルを 32 バイト（全角では 16 文字）以下で記述する。

#undef シンボル

設定されているシンボルを解除する。#undef は１カラム目から記述し、１文字以上の空白

かタブに続けてシンボルを記述する。

システムで初期設定するシンボル
UNIX 版のときは "UNIX" と "NOICON" が、Windows 版のときは "WIN32" と "ICON" が設

定される。 Sun Solaris SPARC 版 のときはさらに "SPARC" も設定される。"UNIX" と 
"WIN32" は相反する関係にあり、"UNIX" を設定すると "WIN32" は解除される。"ICON" と 
"NOICON" も同様の関係になる。

設定できるシンボルの総数
システムで設定するシンボル以外に最大 10 個まで設定できる。

シンボルの設定／解除は全てのメニューファイルで記述でき、一度設定したシンボルは解
除されないかぎり全てのメニューファイルの読み込みが終了するまで有効になっている。

(2) 条件判定文

#ifdef シンボル
#endif

#ifdef で指定したシンボルが設定されていれば #endif までの範囲を有効行とする。シンボ

ルが設定されていなければ #endif までの範囲を無効行とする。#ifdef は１カラム目から記

述し、１文字以上の空白かタブに続けてシンボルを記述する。#endif は１カラム目から記

述する。

#ifdef シンボル
#else
#endif

#ifdef で指定したシンボルが設定されていれば #else までの範囲を有効行とし、#else から 
#endif までの範囲を無効行とする。#ifdef で指定したシンボルが設定されていなければ 
#else までの範囲を無効行とし、#else から #endif までの範囲を有効行とする。#ifdef は１カ

ラム目から記述し、１文字以上の空白かタブに続けてシンボルを記述する。#else と #endif 
は１カラム目から記述する。

条件判定文の AND 指定

条件判定を AND で指定するときは条件判定文を入れ子で指定する。たとえば「シンボル 
A とシンボル B が設定されている」という指定は以下のように記述する。

#ifdef A
#ifdef B

この部分が AND 条件に一致している

#endif    /* #ifdef B の終了 */
#endif    /* #ifdef A の終了 */

入れ子は最大 10 レベルまで可能であるが、メニューファイルをまたがった範囲を指定する

ことはできない。

条件判定文の OR 指定

条件判定を OR で指定するときは #ifdef 行にシンボルを複数指定する。たとえば「シンボ

ル A かシンボル B が設定されている」という指定は以下のように記述する。

#ifdef A, B
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この部分が OR 条件に一致している

#endif    /* #ifdef A, B の終了 */

複数のシンボルを記述するときはシンボルをタブかスペースまたはカンマで区切る。シン
ボルは１行で最大 10 個まで指定できる。

(3) 例
#define TEST

#ifdef TEST
+ <8,1> " テスト１ " !TEST1!
+ <8,2> " テスト２ " !TEST2!
#endif

8.5 ゾーンファイル

ゾーンファイルは次の働きをしています。

• オンスクリーンメニューの、大きさと行・列数を指定します。これにより、画面のレイアウトを
変えられます。

• グラフィックターミナルの特性値やパラメータを設定します。この中にはユーザが変更してはい
けないものもあります。

8.5.1 ゾーンフィル ACADZON.MEN の標準設定

 1 : /
 2 : / Advance CAD ver 18 Graphic image zone / menu zone definition
 3 : /
 4 : /       /               Comment line
 5 : /       +               continue data block
 6 : /       ( s )           single scaler
 7 : /       < x , y >       x,y coordinate
 8 : /       [ s1,s2,.. ]    scaler list
 9 : /       "kanji"         Character string
10 : /
11 : / key words
12 : /       Graphic
13 : /       Width
14 : /
15 : Graphic zone    min. max. <    0,   0 > < 2665,2047 >   color [ c4, c0, c0 ]
16 : /
17 : #ifdef ICON
18 : /                                                  row col Chr.
19 : /         Window name         Xs   Ys     Xe   Ye  max max size color
20 : /
21 : + ( 1) "Graphic window"     <   0, 240> <2260,2000> [40,16,30,c4,c5]
22 : + ( 2) "Sub graphic window" <1170,   0> <1470, 240> [ 8, 2,30,c4]
23 : + ( 3) "Int menu"           <2260, 248> <2664, 576> [ 4, 5,30]
24 : + ( 4) "Command menu"       <2260, 586> <2461,1626> [20, 1,30]
25 : + ( 5) "Point,Switch menu"  <1898,   0> <2258, 240> [ 6, 3,30]
26 : + ( 6) "Message"            <   0, 120> <1170, 240> [ 3, 3,30,c4,c4,c1]
27 : + ( 7) "Prompt"             <   0,   0> <1170, 120> [ 3, 3,30,c4,c6]
28 : + ( 8) "Status"             <1470,   0> <1898, 240> [ 6, 4,30]
29 : + ( 9) "Mark menu"          <1170,   0> <1470, 240> [ 3, 4,30,c4]
30 : + (10) "RVP zone"           <   0, 240> <2258,2000> [40, 3,25]
31 : + (13) "Item mask menu"     <2260,   0> <2664, 240> [ 6, 3,30]
32 : + (14) "Top menu"           <   0,2000> <2260,2046> [ 1,12,30]
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33 : + (15) "Main menu"          <2260,1636> <2664,2046> [ 5, 5,30]
34 : + (16) "Sub graphic window" <1170,   0> <1470, 240> [ 6, 2,30,c4]
35 : + (17) "Modifier menu"      <2461, 586> <2664,1626> [20, 1,30]
36 : + (18) "Screen Keyboard"    <1170,   0> <1470, 240> [ 4, 5,35,c4]
37 : / (25-32) Reserved
38 : + (33) "Temporary"          <1470, 240> <2258,1998> [40,10,30]
39 : /
40 : #else  /* NOICON */
41 : /                                                  row col Chr.
42 : /         Window name         Xs   Ys     Xe   Ye  max max size color
43 : /
44 : + ( 1) "Graphic window"     <   0, 240> <2260,2000> [40,16,30,c4,c5]
45 : + ( 2) "Sub graphic window" <1170,   0> <1470, 240> [ 8, 2,30,c4]
46 : + ( 3) "Int menu"           <2260, 248> <2664, 688> [10, 2,30]
47 : + ( 4) "Command menu"       <2260, 697> <2461,1577> [20, 1,30]
48 : + ( 5) "Point,Switch menu"  <1898,   0> <2258, 240> [ 6, 3,30]
49 : + ( 6) "Message"            <   0, 120> <1170, 240> [ 3, 3,30,c4,c4,c1]
50 : + ( 7) "Prompt"             <   0,   0> <1170, 120> [ 3, 3,30,c4,c6]
51 : + ( 8) "Status"             <1470,   0> <1898, 240> [ 6, 4,30]
52 : + ( 9) "Mark menu"          <1170,   0> <1470, 240> [ 3, 4,30,c4]
53 : + (10) "RVP zone"           <   0, 240> <2258,2000> [40, 3,25]
54 : + (13) "Item mask menu"     <2260,   0> <2664, 240> [ 6, 3,30]
55 : + (14) "Top menu"           <   0,2000> <2260,2046> [ 1,12,30]
56 : + (15) "Main menu"          <2260,1586> <2664,2046> [10, 2,30]
57 : + (16) "Sub graphic window" <1170,   0> <1470, 240> [ 6, 2,30,c4]
58 : + (17) "Modifier menu"      <2461, 697> <2664,1577> [20, 1,30]
59 : + (18) "Screen Keyboard"    <1170,   0> <1470, 240> [ 4, 5,35,c4]
60 : / (25-32) Reserved
61 : + (33) "Temporary"          <1470, 240> <2258,1998> [40,10,30]
62 : /
63 : #endif
64 : /
65 : / End of file

• 18 ～ 39 行目は Windows 版でアイコンメニューを使用するときの記述で、41 ～ 62 行目は    

Windows 版でアイコンメニューを使用しないとき、および UNIX 版の記述。エリアの大きさ、行・ 

列数が異なる。

8.5.2 ゾーンファイルの記述方法

● キーワード Graphic

< 最小値 x, 最小値 y> < 最大値 x, 最大値 y>
グラフィックゾーン（グラフィックディスプレイの管面）の最小値・最大値。変更しないこと。 

[ 表示色 ]
表示色 #1 : グラフィックゾーン枠の色。 

指定がないかまたは 0 のときはグラフィックゾーン枠は表示しない。
表示色 #2 : モデル原点記号の色。 

指定がないかまたは 0 のときはグリッドと同じ色で表示する。
表示色 #3 : 座標軸の色。 

指定がないかまたは 0 のときはグリッドと同じ色で表示する。

値は実図形のカラー番号かカラー番号を割り付けた変数またはカラー名を割り付けた変数で指定
する。

標準では [c4, c0, c0] としている。c4、c0 は ACADDEF.MEN で各々 "Green"、[0] としているので

グラフィックゾーン枠は Green で、モデル原点記号と座標軸はグリッドと同じ色で表示される。

Graphic zone < 最小値 x, 最小値 y> < 最大値 x, 最大値 y> color [ 表示色 #1, #2, #3] 
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注 ). カスタマイズするには
• 既に USERZON.MEN があればそのファイルの Graphic 行を修正する。

• USERZON.MEN がなければ ACADZON.MEN を USERZON.MEN という名前でコピーし、    

コピー後の USERZON.MEN の Graphic 行を修正する。

• 軸記号を実図形のカラー番号 200 で表示するには以下のようにする。

color [c4, c0, 200]

• 軸記号をカラー名 "Red" で表示するには以下のようにする。

color [c4, c0, c5]
c5 は ACADDEF.MEN で "Red" に割り付けられている。

● エリア定義行
エリア定義行はキーワード Graphic の行の直後でなければなりません。

+       １カラム目は '+' で始めます。

( エリア番号 )
エリア番号を '(' と ')' で囲みます。

1 ～ 33 までの整数。

< 最小値 x, y> < 最大値 x, y>
エリアの最小値と最大値。

[ 行 , 列 , 文字高さ , 表示色 #1, 表示色 #2, 表示色 #3]
行 , 列   エリア内を分ける行と列の数を指定します。

文字高さ
メニューに表示する文字の高さの概略。これは文字位置を計算するためのもので変更してはいけ
ない。

表示色
表示色 #1 ： エリア番号１はビューポート枠の色。その他のエリアは                           

メニューゾーン枠の色。
表示色 #2 : エリア番号１は参照用ビューポートの枠の色。エリア番号６と７はメッセー

ジの色。
表示色 #3 : エリア番号６だけで有効。コマンドのオプションとして選択できるメッセー

ジの色。 
値は数値または変数で指定する。（省略すると 0 となる）

 0 : 表示しない。
+n : 実図形の色で表示する。n は実図形のカラー番号。
カラー名を割り付けた変数 : 指定されたカラー名の色で表示する。

" コメント "
コメントは '"' で囲みます。

各エリアはつぎの用途に割り当てられています。

エリア
番号

用途

1 グラフィックウインドウ。アイテムを作成するエリア

+( エリア番号 )< 最小値 x,y>< 最大値 x,y>[ 行 , 列 ,文字高さ ,表示色 #1,#2,#3]
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#2, #9, #16, #18 は、同じ大きさで同じ位置。

#1, #10 は、同じ大きさで同じ位置。

2 サブグラフィック ウインドウ

3 割込みコマンドメニュー

4 コマンドメニュー

5 テンポラリポイントとスイッチ類

6 メッセージ領域

7 プロンプト領域

8 ステータス表示

9 マーク表示

10 定数メニュー表示

11 バージョン 18 以降は未定義（タブレットメニュー 1）

12 バージョン 18 以降は未定義（タブレットメニュー 2）

13 アイテムマスクメニュー

14 トップメニュー

15 メインメニュー

16 サブグラフィックウインドウ（メニュー表示）

17 コマンド修飾子メニュー

18 文字盤メニュー

19 - 24  未定義

25 - 32  予約

33 ユーザメニュー ( マクロ・テンポラリメニュー )

エリア
番号

用途
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サブグラフィックウィンドウの取り扱い
サブグラフィックウインドウの取り扱いサブグラフィックウインドウ上のメニュー、およびサブ
グラフィックウインドウと同じ領域のメニューエリア上のメニューを、サブグラフィックメ
ニューと呼びます。標準ではメニューエリア番号 2, 9, 16, 18 上のメニューがサブグラフィックメ

ニューになります。
サブグラフィックメニューは、オンスクリーンメニューファイルでのカテゴリが 0 か 1 のどちら

かでなければなりません。

• カテゴリ 1 のサブグラフィックメニュー

このメニューは Advance CAD 起動時にサブグラフィックウインドウに表示されます。複数存

在する場合はメニューエリア番号の小さいもので、さらにメニューページ番号の小さいもの
を一つだけ表示します。ページ名での定義の場合は最初に定義されたメニューが、より小さ
いページ番号になります。

• ＷＣＳ 軸の表示
 Advance CAD の標準メニューでは起動時にサブグラフィックウインドウに WCS 軸（白）、ピ

クチャゾーン（赤）、グラフィックウインドウに表示されている部分を示す枠（緑）を表示し
ています。これはカテゴリ 1 のサブグラフィックメニューを使用していないからです。

カテゴリ 1 のサブグラフィックメニューを表示している時に ＷＣＳ 軸を表示する

には、コマンド AXIS を選択します。WCS の Ｘ 軸と Ｙ 軸を区別するため、矢印 ( → ) の形を

違えてあります。

• カテゴリ 0 のサブグラフィックメニュー

このメニューは Advance CAD 起動時には表示されません。表示が要求された時に表示します。

そしてメインカテゴリコマンドが選択されるとサブグラフィックウインドウの表示は、カテ
ゴリ 0 のサブグラフィックメニューが表示される以前の状態に戻ります。

たとえば線種設定コマンドを選択した時の線種選択用メニューが該当します。

● キーワード Width

コマンド ZOOM/G11 とハードウェアの対応をとる数値を設定します。

( ディスプレイ横実寸 )
コマンド ZOOM/G11 を正しく使える値を '(' と ')' で囲みます。

使用するグラフィックディスプレイのスクリーンの Ｘ 方向 ( 横 ) 実寸を mm 単位で指定します。

スクリーンの横実寸とは、グラフィックディスプレイ装置の、画面に表示できる幅です。

Width of display unit  ( ディスプレイ横実寸 )
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8.6 コマンド名ファイル

Advance CAD はコマンドに固有の識別番号を割付けています。この番号は「ディスパッチャ番号」、「ド

ライバ番号」、「フォーム番号」の３つの番号で構成し、これをコマンド番号と呼びます。

このコマンド番号に対してコマンド名を割付けるのがコマンド名ファイル (ACADCMD.MEN, 
ACADCMDOPT.MEN) です。コマンド名ファイルに記述されていないコマンドは使用できません。

重複禁止
コマンド名はユニークでなければなりません。

別名
混乱するのでお勧めできませんが、１つのコマンド番号に対して複数のコマンド名を付けることも
できます。

コマンド名定義行の順序は関係ありません。コマンド名定義行は最大 2048 行までです。

コマンド名にはつぎの制限があります。
１６文字以下
大文字 A ～ Z 
数字 0 ～ 9 
記号 '/'  ( スラッシュ ) および '_' ( アンダースコア )
先頭の文字は英大文字 ( A ～ Z ) にしてください。

最後に使用したコマンドの記憶
オンスクリーンメニューの各頁のページごとに、最後に使用されたコマンドを記憶します。そして
あるページが呼出された場合は、そのメニューページでの最後に使用されたコマンドを自動的に有
効にします。
こうしたとき、不都合な点がひとつあります。それは最後に使用されたコマンドが引数なしのコマ
ンドであると、メニューを表示しただけで実行されてしまうことです。たとえば「ズーム」のメ
ニューで「縮小」を使用したとします。のちほどこの「ズーム」メニューを呼出すと、自動的に

「縮小」コマンドが実行されてしまいます。「倍率」のように引数を持つコマンドは、コマンドが有
効になるだけで実行はされないため、問題はありません。
このような問題を解決するため、各コマンドに、最後に使用したコマンドとして記憶するかしない
かをコマンド名ファイルで指定します。

8.6.1 コマンド名ファイルの例

    /
    / Advance CAD ver 18 command list
    /
    / + [dispatcher#, driver#, form#] !command!
    / V [dispatcher#, driver#, form#] !command!
    /
    Command
    /
    + [  1,  1,    1] !PCE!
              :
              :
    V [ 99,  1,    1] !HELP!
    V [ 99,  1,    2] !MAN!
    V [ 99,  1,    3] !MOKUJI!
    /
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    / End of file

8.6.2 コマンド名ファイルの記述方法

● キーワード行

コマンド名定義行を開始する前に必ず記入してください。このキーワード以前の行はすべて無視し
ます。ファイル中１回だけ指定します。

● コマンド名定義行

コマンド名定義行の第１カラムの文字
+   最後に使用したコマンドとして記憶する。

V   最後に使用したコマンドとして記憶しない。

[ ディスパッチャ番号 , ドライバ番号 , フォーム番号 ] 
３つの番号を '[' と ']' で囲み、それぞれを ',' で区切ります。

! コマンド名 !
コマンド名を '!' で囲みます。

8.7 メニューファイル

● 概要
メニューファイルは次の目的に使用します。

● ファンクションキーの割付
キーボードのファンクションキーに割り付けるコマンドを指定します。これにより割り付け
たコマンドは、ファンクションキーを押すと実行できます。

● オンスクリーンメニュー
画面に表示するメニューを記述します。これにより指定したコマンドは、オンスクリーンメ
ニューにカーソルを移動し、ヒットすると実行できます。

8.7.1 メニューページ

ひとつのメニューエリアに一度に表示する単位をメニューページと呼んでいます。
メニューページを記述するには、最初にメニューページの開始を宣言する行を記述します。以下の
どれかひとつを記述します。

• ファンクションキー メニューページ

Functionkey [keyboard, 0, 0, 0]

• オンスクリーン メニューページ

Menu [ ページ名 , カテゴリ番号 , メニューエリア番号 , 表示色 ]

Command

+  [ ディスパッチャ番号 , ドライバ番号 , フォーム番号 ] ! コマンド名 !

V  [ ディスパッチャ番号 , ドライバ番号 , フォーム番号 ] ! コマンド名 !
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MENU [ ページ名 , カテゴリ番号 , メニューエリア番号 , 表示色 ]

Advance CAD 起動時に表示するメニューのとき 'MENU' ( 全て大文字 ) と記述する。

起動時に表示するメニューが指定されていないメニューエリアは、そのメニューエリア中
で一番小さい番号のメニューページが表示される。

• ダイアログボックスページ (Windows  版のみ )
Dialogbox  [ ページ名 , カテゴリ番号 , メニューエリア番号 , 0]  " タイトル "

続いてメニューページの内容を記述します。４種類の割付方法があります。

• コマンド割付
+ < 位置 > " 表示文字 " ! コマンド名 !
[ ページ名 1, ページ名 2, 表示色 , アイコン番号 ]

• 文字割付
L < 位置 > " 表示文字 " ! 文字列 ! [ ページ名 1, ページ名 2, 表示色 , アイコン番号 ]

• マクロテキスト割付
T < 位置 > " 表示文字 " ! マクロテキスト !
[ ページ名 1, ページ名 2, 表示色 , アイコン番号 ]

• 数値割付
N < 位置 > " 表示文字 " [ ページ名 1, ページ名 2, 表示色 , 種類 , 数値 ]

ひとつのメニューページは、次に別のメニューページの開始を宣言するキーワード行が現れるまで、
またはファイルの終了までです。ひとつのファイルにすべてのメニューページを記述してもよいし、
ファンクションキー、オンスクリーンメニューというようにファイルを分けて記述してもかまいま
せん。

オンスクリーンメニューページは複数になりますが、ファンクションキーメニューページはひとつ
だけです。またファンクションキーメニューページはメニューファイルの先頭におかなければなり
ません。

8.7.2 ページ行

各ページ行を記述する方法を説明します。

Functionkey  [ keyboard，0，0，0 ]

Menu [ ページ名，カテゴリ番号，メニューエリア番号，表示色 ]
MENU [ ページ名，カテゴリ番号，メニューエリア番号，表示色 ]

Dialogbox  [ ページ名 , カテゴリ番号 , メニューエリア番号 , 0]  " タイトル "

● ページ名

メニューページの名前で、ユニークな名前でなければなりません。
名前は英字で始まる最長 16 文字の文字列です。

[A-Za-z][A-za-z0-9_]*

最初の文字は A から Z または a から z のうちの１文字、続く文字は A から Z、a から z、0 か
ら 9 またはアンダースコア (_) のいずれかの文字です。* は 0 回以上の繰返しを意味します。

"main1", "mdf_line", "m" などは正しい名前です。
"3page", "_Main", "main 1" などは誤りです。

ファンクションキーのページ名は固定で "keyboard" です。
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Advance CAD バージョン 4.4 まではページ名ではなくページ番号を記入していました。

今までのメニューファイルがそのまま使用できるようにするため、直接メニュー番号を記入
する方法も残してあります。しかしできるだけページ名を使用するようにしてください。
ページ名とページ番号の併用は避けてください。ページ名を使用したページは自動符番であ
り、直接ページ番号を指定したものと番号が衝突することがあるからです。
ページ名を使うと、ページ番号は指定できませんが、特別な理由でページ番号を指定したい
場合はページ名のあとにページ番号を記述します。

ページ名 = ページ番号。

この場合、ページ番号の衝突に注意してください。ページ番号１は使用できません。下記の
ページ名は固定されています。変更してはいけません。

"ident_box"     「複数アイテムの自動選択」で使用する。
"ident_ply"     「複数アイテムの自動選択」で使用する。

● メニューエリア番号

オンスクリーンメニューページではこのページを画面のどこに表示するかを指示しなければ
なりません。
このメニューページを表示する領域はゾーンファイルのエリア定義で決めています。標準で
はオンスクリーン用のメニューエリアは 5 ～ 6 つあります。

ファンクションキーメニューページでは必要ないので０とします。

● カテゴリ番号

カテゴリ番号はオンスクリーンメニューページで使用します。
ファンクションキーメニューページでは０とします。
このカテゴリ番号の役割は、割込みコマンドのメニューページのとき、割込みコマンドが終
了したら自動的に以前のメニューに戻すことです。カテゴリ番号 3 ～ 5, 7 はメニューを戻しま

す。それ以外のカテゴリ番号ではメニューを戻しません。
リビューパラメータ (RVP) のメニューページはカテゴリ番号を３とします。このカテゴリが

正しく記述されていないと、RVP メニューが表示されなかったり RVP が終了してもメニュー

が表示されたままになることがあります。
参考のため、コマンドのディスパッチャ番号とカテゴリとコマンドの優先順位の表を示しま
す。

● 表示色

オンスクリーンメニューページでだけ使用します。ファンクションキーメニューページでは
０とします。オンスクリーンメニューの表示色をメニューをめくるもの、タイトル、コマン
ド、修飾子を区分けしておくと使いやすくなります。
直接色番号を記入してもかまいませんが、そうするとメニュー表示色を変えたいときはメ
ニューファイルの表示色の部分をすべて変更しなければなりません。色番号の代りに表示色

ディスパッチャ カテゴリ 優先度 コマンド

1 - 32  1 1 基本コマンド

49 - 64  3 4 割り込みコマンド (CLS/SEL など )

65 - 80  4 3 割り込みコマンド (UNDO ばど )

81 - 88  5 2 割り込みコマンド (EDIT/ITEM など )

89 - 90  6 5 割り込みコマンド (TLB)

91 - 94  7 6 割り込みコマンド (ZOOM, PAN, RPT)

その他 0 なし 上記以外
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を名前で記入しておくと、名前と色番号の対応を記述している部分だけ変更すればよいこと
になります。
標準メニューでは、変数定義ファイル ACADDEF.MEN で c1 ～ c6 の変数名で表示色を定義し

ています。本章 「8.4 変数定義ファイル」をご覧ください。

● メニュー定義に使用できるエスケープ文字

● ダイアログボックス (Windows 版のみ )

• 定数設定メニューページ
Windows 版では定数設定画面をサブウインドウではなくダイアログボックスにすることがで

きます。今までのサブウインドウの方法のメニューページを記述し、更にダイアログボック
ス用のメニューページを記述します。ダイアログボックス用のメニューページ名はサブウイ
ンドウ用のメニューページ名の後に "_dlg" の４文字を付加した名前にします。定数設定メ

ニューを開くには、ダイアログボックスを開きたい場合でもサブウインドウ用のメニュー
ページ名で呼び出します。ダイアログボックスを記述するためにメニューの記述を拡張して
います。

• メニューエリア番号は 10
タイトルはダイアログボックスのタイトルで、63 文字 ( 日本語では 31 文字 ) 以内。ダイアロ

グボックスページにはダイアログボックスに表示したいメニューページを以下のようにして
指定します。複数のメニューページを指定した場合は各ページをタブ付きで表示します。含
めるページ数は最高 10 ページ程度としてください。

+  " タブタイトル "  [ ページ名 ]

タブタイトルはタブに表示するタイトルで、63 文字 ( 日本語では 31 文字 ) 以内だが、あまり長

くしないこと。ページ名１つだけ指定する。

標準の定数設定メニューは以下のようになっています。
ACADRVP.MEN : 定数設定、製図要素一括修正のサブウインドウ用メニュー。
ACADRVP_W.MEN : 定数設定、ダイアログボックス用メニュー。 (Windows 版のみ )

8.7.3 ファンクションキーの割付け

ユーザーが独自にファンクションキーにコマンドを割り当てたいときは、USERKEY.MEN ファイル

に記述します。
ただし、 USERKEY.MEN は提供されていません。ACADKEY.MEN を USERKEY.MEN にコピーし 
USERKEY.MEN を変更してください。

● 機能定義行

エスケープ文字 内容

\M0, \M1, \M2, \M3, \M4, 
\MD, \MF, \MM, \MS, \MW, 
\MX, \MY, \MZ

注記用のメタキャラクタ

\r 改行

\xxx 八進数。 xxx は八進数 (\000 ～ \377)

\c ”￥！などの特別な役割を持つ文字を通常
の文字として扱うとき
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ファンクションキーの機能を記述します。これはファンクションキーメニューページでだけ記述
します。

K 第１カラムは 'K' で始めます。

< キー番号 > ファンクションキーの番号を '<' と '>' で囲みます。 
番号はターミナルのキーボードのタイプによって違います。次ページの「ファンク
ションキー番号の一覧」を参照してください。

! 機能名 ! キーの機能を表わす文字列を '!' で囲みます。 
キーの機能を表わす文字列とその機能はつぎのとおりです。

(1) 上記の機能をオンスクリーンメニューページで使うには数値割付で記述します。 
ただしこの機能定義行で機能名を定義しておかなければなりません。 
この機能をファンクションキー自身には無効とし、オンスクリーンメニューに割付けたキー番号に対
してだけ有効にするには、キー番号を存在しないキー番号 (201 や 202 など ) にします。

(2) これらの機能をファンクションキーに割り付け、さらに同じファンクションキー番号にコマンドまた
は文字列を割り付けることができます。ただし、「UP-ARROW」「DOWN-ARROW」「CANCEL」および「WP」
機能を割付けたキーは除きます。 
この４つ以外の機能は編集機能で文字を入力するときに使います。１つのファンクションキーに編集
機能とコマンドの両方が割り付けられている場合、文字入力中は編集機能、文字が１文字も入力され
ていないときはコマンドが実行されます。

(3) ファンクションキー番号の一覧 
下記表のキーを、ファンクションキーとして使用できます。

機能名 機能内容

UP-ARROW 上行へカーソルを移動

DOWN-ARROW 下行へカーソルを移動

LEFT-ARROW 左へ１文字カーソルを移動

RIGHT-ARROW 右へ１文字カーソルを移動

DELETE-LINE １行削除

DELETE-CHARACTER １文字削除

CANCEL コマンド処理の中止

WP 日本語入力の ON/OFF

キーボードのファンクションキー番号一覧

キー
ファンクション

キー番号
キー

ファンクション
キー番号

Pause Break 1 F1 21

Print Screena 
SysRq

2 F2 22

Scroll Lock 3 F3 23

- ( テンキー） 4 F4 24

/ ( テンキー） 5 F5 25

K < キー番号 >    ! 機能名 ! 
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(4) ロケータデバイスの設定 
マウスのボタンへのコマンド、文字の割付は、ファンクションメニューページだけに記述します。

ボタンの番号は 133 ～ 164 になります。

ロケータのボタンとキーボードのコントロールキーおよびシフトキーを併用することで、より多くの
操作が行えます。

ロケータデバイスのボタンは最大８個までと考えます。これをシフトキーを押しながら使うと通常の
ボタン番号に８足した値がボタン番号となります。コントロールキーを押しながら使うと１６、シフ
トキーとコントロールキーの両方を押しながら使うと２４足した値がボタン番号となります。

* ( テンキー） 6 F6 26

1 ( テンキー） 13 F7 27

2 ( テンキー） 14 F8 28

3 ( テンキー） 15 F9 29

4 ( テンキー） 10 F10 30

5 ( テンキー） 11 F11 42

6 ( テンキー） 12 F12 43

7 ( テンキー） 7 Insert 16

8 ( テンキー） 8 Home 44

9 ( テンキー） 9 End 45

0 ( テンキー） 16 Page Up 46

. ( テンキー） 17 Page Down 47

+ ( テンキー） 19 Esc 50

Enter ( テンキー）a 20

Helpab 41 Stop  <L1>b 31

Props <L2>b 33 Find  <L5>b 39

Again <R1>b 32 Undo  <R2>b 34

Copy  <R3>b 36 Paste <R4>b 38

Cut   <R5>b 40

a. gnome 時使用不可

b. Sun キーボードのみ

キーボードのファンクションキー番号一覧

キー
ファンクション

キー番号
キー

ファンクション
キー番号
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デバイスごとのボタンを以下のように定めます。

組み合わせによるボタン番号表

文字列やコマンドの割付方法はファンクションキーと同じ方法です。

マウスの中央ボタンに削除、右ボタンに改行文字を割付ける場合は、ACADKEY.MEN に

つぎの２行で記述します。
L <134> !\177!
L <135> !\015!

● コマンド割付行

+ 第１カラムは '+' で始めます。
< 位置 > オンスクリーンメニューページでは < 行 ,列 > と記述します。行と

列の数はそのページのメニューエリアによって違います。ファンク

ボタン位置 名前

マウスの場合 左 ボタン１

中央 ボタン２

右 ボタン３

右と中央同時 ボタン４

入力組み合わせ ボタン番号

ボタン１ 133

ボタン２ 134

ボタン３ 135

ボタン４ 136

SHIFT + ボタン１  141

SHIFT + ボタン２  142

SHIFT + ボタン３  143

SHIFT + ボタン４  144

CTRL + ボタン１  149

CTRL + ボタン２  150

CTRL + ボタン３  151

CTRL + ボタン４  152

SHIFT + CTRL + ボタン１    157

SHIFT + CTRL + ボタン２    158

SHIFT + CTRL + ボタン３    159

SHIFT + CTRL + ボタン４    160

+  < 位置 > " 表示文字 " ! コマンド名 ! [ ページ名 1, ページ名 2, 表示色 ,アイコン番号 ]  
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ションキーメニューページでは、ファンクションキーの番号または 
SUN ボタンの番号を < キー番号 > と記述します。

" 表示文字 " スクリーンメニューに表示する文字列で、31 文字以内です。オンス
クリーンメニューページでだけ有効です。

! コマンド名 ! 割付けるコマンドの名を '!' で囲みます。コマンド名はコマンド
ファイルに記述されていなければなりません。

[ ページ名 1, ページ名 2, 表示色 , アイコン番号 ]
ページ名 1, ページ名 2 

この行が選択されたとき、ここで指定したメニューページが表示さ
れます。 
メニューページは２つ指定できます。 
通常ここで指定するメニューページを表示するメニューエリア番号
は、この行を表示するメニューエリア番号と違う番号のものでなけ
ればなりません。 
使用しないときは、ページ名には０を記述します。

表示色 ０を記述するとこのページのデフォルト色を使用します。オンスク
リーンメニューページでだけ有効です。

アイコン番号 アイコン番号 (1 ～ ) を指定すれば、"表示文字 " の代りにアイコン
を表示します。

[ ページ名 1, ページ名 2, 表示色 , アイコン番号 ] は、使用しなければ省略してかまいません。

● コマンド名を指定しない特別な使い方

スクリーンメニューに " 表示文字 " を表示するだけです。

コマンドは実行しませんが、指定した２つのメニューページを画面に表示します。

● 文字割付行

文字列入力の代りにそこのメニューボタンをペンでヒットします。図面中に頻繁に現われる短い
文などを登録すると便利です。
文字、文字列を割付けます。ここで指定した文字列が入力されます。
文字 'A', 'B', 'O' などをキーボードではなくメニューを指して入力したいときに必要になります。

座標入力の '@X', '@Y' やベクトル入力の '@DX','@DY' など、レジスタ参照 '#' などの割付けにも

使用します。また任意の文字列も割付け可能です。

L 第１カラムは 'L' で始めます。
< 位置 > オンスクリーンメニューページでは < 行 , 列 > と記述します。行と

列の数はそのページのメニューエリアによって違います。ファンク
ションキーメニューページでは < キー番号 > と記述します。

" 表示文字 " スクリーンメニューに表示する文字列で、31 文字以内です。オンス
クリーンメニューページでだけ有効です。

! 文字列 ! 最高 63 文字、漢字では 31 文字まで。 
改行や漢字入力のエスケープ文字は非印字文字であるため、つぎの
ような８進数で記述してください。これは１文字と見なします。

改行 ( キャリジリターン ) ' ＼ 015'
エスケープ ' ＼ 033'
[ ページ名 1, ページ名 2, 表示色 ,アイコン番号 ]
ページ名 1, ページ名 2 

この行が選択されたとき、ここで指定したメニューページが表示さ
れます。 

+  < 行，列 > " 表示文字 "  

+  < 行，列 > " 表示文字 " [ ページ名 1, ページ名 2, 0]

L  < 位置 > " 表示文字 " ! 文字列 ! [ ページ名 1, ページ名 2, 表示色 ,アイコン番号 ] 
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メニューページは２つ指定できます。 
通常ここで指定するメニューページを表示するメニューエリア番号
は、この行を表示するメニューエリア番号と違う番号のものでなけ
ればなりません。 
使用しないときは、ページ名には０を記述します。

表示色 ０を記述するとこのページのデフォルト色を使用します。オンスク
リーンメニューページでだけ有効です。

アイコン番号 アイコン番号 (1 ～ ) を指定すれば、"表示文字 " の代りにアイコン
を表示します。

[ ページ名 1, ページ名 2, 表示色 , アイコン番号 ] は、使用しなければ省略してかまいません。

● マクロテキスト割付行

コマンド名の代りに短いマクロを直接埋め込むことができます。
ひとつのマクロの長さは最大 63 文字と短いですが、多くのコマンド修飾子をもつコマンドを使

いやすくするのに利用できます。

T 第１カラムは 'T' で始めます。
< 位置 > オンスクリーンメニューページでは < 行 ,列 > と記述します。行と

列の数はそのページのメニューエリアによって違います。ファンク
ションキーメニューページでは < キー番号 > と記述します。

" 表示文字 " スクリーンメニューに表示する文字列で、31 文字以内です。オンス
クリーンメニューページでだけ有効です。

! マクロテキスト !  マクロテキストを記入します。63 文字まで。
[ ページ名 1, ページ名 2, 表示色 ,アイコン番号 ]
ページ名 1, ページ名 2 

この行が選択されたとき、ここで指定したメニューページが表示さ
れます。 
メニューページは２つ指定できます。 
通常ここで指定するメニューページを表示するメニューエリア番号
は、この行を表示するメニューエリア番号と違う番号のものでなけ
ればなりません。使用しないときは、ページ名には０を記述します。

表示色 ０を記述するとこのページのデフォルト色を使用します。オンスク
リーンメニューページでだけ有効です。

アイコン番号 アイコン番号 (1 ～ ) を指定すれば、"表示文字 " の代りにアイコン
を表示します。

[ ページ名 1, ページ名 2, 表示色 , アイコン番号 ] は、使用しなければ省略してかまいません。

例 1) ストリングアイテムのパターン作成コマンド
STR/RECT s [P]+  <CE> 

s はパターンを選ぶ番号です。

(1) 'STR/RECT 1'
(2) 'STR/RECT 2'
(3) 'STR/RECT 3'

のような３つの短いマクロを登録しておき、(1) は長方形 (2) は Ｄ 形というように使い分け

ます。
T   <2,1> " 長方形 " !STR/RECT 1 !
T   <3,1> "Ｄ形 "   !STR/RECT 2 !
T   <4,1> " 長丸 "   !STR/RECT 3 !

例 2) マクロテキストが 63 文字よりも長いときはマクロファイルを作りそれを呼び出すようにします。 

たとえばマクロファイル名が TEST ならば、つぎのように記述します。

T    <2, 1>  " マクロ  ＴＥＳＴ"         !MACRO "TEST"!

● 数値割付行

T  < 位置 >  " 表示文字 "  ! マクロテキスト ! [ ページ名 1, ページ名 2, 表示色 , アイコン番号 ]
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メニューをヒットして数値を入力するのに使います。

N 第１カラムは 'N' で始めます。
< 位置 > オンスクリーンメニューページでは < 行 ,列 > と記述します。行と

列の数はそのページのメニューエリアによって違います。ファンク
ションキーメニューページでは < キー番号 > と記述します。

" 表示文字 " スクリーンメニューに表示する文字列で、31 文字以内です。オンス
クリーンメニューページでだけ有効です。

[ ページ名 1, ページ名 2, 表示色 ]
ページ名 1, ページ名 2 この行が選択されたとき、ここで指定したメニューページが表示さ

れます。メニューページは２つ指定できます。

通常ここで指定するメニューページを表示するメニューエリア番号は、この行を表
示するメニューエリア番号と違う番号のものでなければなりません。使用しないと
きは、ページ名には０を記述します。

表示色 ０を記述するとこのページのデフォルト色を使用します。オンスク
リーンメニューページでだけ有効です。

種類と数値
0 : 数値。実数も指定できます。
1 : マーク番号 

オンスクリーンメニューならば、マークが表示されます。数値はマーク番号で、1 ～ 
4095 の整数。

2 : 色番号 
オンスクリーンメニューならば、カラーバーがその色で表示されます。数値は色番号
で、1 ～ 15 の整数または色番号に 1000 を加えた数。

3 : ファンクションキー番号 
オンスクリーンメニューで用いるとファンクションキーを押すのと同じになります。
ファンクションキー割付けの機能定義行で指定した機能だけが働きます。数値はファ
ンクションキーの番号。

4 : 線種番号 
オンスクリーンメニューならば線が表示されます。数値は線種番号で、1 ～ 63 の整
数。

5 : 線幅番号 
オンスクリーンメニューならば線が表示されます。数値は線幅番号で、1 ～ 15 の整
数。

6 : ステータス番号 
オンスクリーンメニューならばステータス値が表示されます。 
数値はステータス番号で、下記のとおり。 
 1  ピクチャ番号表示 
 2  クラス番号表示 
 3  レビジョン番号表示 
 4  線種番号表示 
 5  線幅番号表示 
 6  半径値表示 
 7  ウインドウ番号表示 
 8  スクリーンレイアウト番号表示 
 9  ビューポート番号表示 
10 一時的なクラス選択マスク表示 
11 一時的なレビジョン選択マスク表示 
12 一時的な線種選択マスク表示 
13 一時的な線幅選択マスク表示 
14 直径値表示 
16 ピクチャ縮尺値 
17 ドローイング縮尺値

7 : マーク番号 
オンスクリーンメニューならば、マークが表示されます。数値はマーク番号で、1 ～ 

N  < 位置 > " 表示文字 "  [ ページ名 1, ページ名 2, 表示色 , 種類 , 数値 ] 
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4095 の整数。このメニューが選択さると、前後に文字列中のマークインスタンスであ
ることを示すメタ文字が付加されたマーク番号を文字列として返す。

8.7.4 アイコンファイル

オンスクリーンメニューで、文字列の代わりにアイコン ( 図像 ) を表示させることができます。

アイコンファイルは、マーク定義ファイルと同じものです。また Windows  版ではビットマップファ

イルも使用できます。ただしマーク定義ファイルとビットマップファイルを同時には使用できませ
ん。

● マークアイコンファイル

マークアイコンファイルは、インプットファイルと同じディレクトリ、同じ名前でファイル
拡張子は .TXT にします。

たとえばインプットファイル /acad/menu/MENU.INP に対応するアイコンファイル名は、 /

acad/menu/MENU.TXT となります。

アイコンの番号はマークの番号と同じで、1 ～ 4095 です。

マークアイコンファイルはマークファイルを流用します。したがってアイコン番号はマーク
番号であり、アイコンの作成方法はマークの作成方法と同じです。ただし、マークファイル
を変更するのではなくアイコンファイルを変更しなければならないことに注意してください。

● ビットマップアイコンファイル (Windows 版のみ )

ビットマップは Microsoft Visual Studio の「挿入」「リソース」の Toolbar で作ることを想定し

ています。通常は高さが 15 ドット、幅が 16 ドット x N になります。

ビットマップファイルは各メニューページごとに用意します。ファイル名は " メニューページ

名 .BMP" となります。ビットマップファイルはコンフィグレーションファイルの 
#MENU:BMP# で指定したディレクトリに置きます。

アイコン番号は各メニューページごとに 1 ～ N の番号となります。

たとえば以下のように設定すると "C:\acad11\menu\BMPS\" の下の main1.bmp というファイル

を使用します。

コンフィグレーションファイルの設定
#MENU:BMP#  "C:\acad\menu\BMPS\"  !.bmp!  

                   :

ACADOSM.MEN の設定

/ Pagename = main1
MENU  [main1,  1, 15, c1]
+ < 1 ,  1 > " 点 "    !PSG!  [point, dummy, c5,   1]
+ < 2 ,  1 > " 直線 "  !LBP!  [line, mdf_line, c5, 2]

8.7.5 参考

● メニューページ

メニューは、メニューページ番号が小さい方から順に検索されます。
システム管理の手引き (Advance CAD Version 18) 87



第 8 章 .  メニューの作成
１つのコマンドを複数のメニューに登録してあると、表示中のメニューにそのコマンドがな
いとき、( キーボードからコマンド名を入力したときなどで、どのメニューを表示してよいか

指示されていないため ) 予期しないメニューページが表示されることがあります。

● コマンド名をキーインしたときの検索ルール

(1) オンスクリーンメニューのうち、現在画面に表示されているメニューページの中を探します。
(2) 上記で見つからなければコマンド登録テーブルを探します。見つからなければ「コマンドではない」

と見なして処理します。
(3) コマンド登録テーブルには、コマンド番号と、このコマンドが最初に現われたメニューページ番号 ( 

小さい番号) が記述されています。もしそのコマンドがメニューページに一度も現われなければ、ペー 
ジ番号は０になっています。メニューページ番号が０でなければ、そのページ中のこのコマンドを使っ
ているメニューエントリを探し、関連メニュー番号が指示されていればメニューを切り替えます。
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8.8 メニューに関するコマンド

8.8.1 ダミーコマンド

ディスパッチャ  = 49
ドライバ        =  0
フォーム        =  0

このコマンド識別番号は、実際にはコマンドを実行しないダミーのコマンドです。たとえば ATR/
MOD というコマンドは、普通は "ATR/MOD" と入力しますが、"ATR" と入力してから "/MOD" と入

力したいこともあります。しかしスペースやキャリジリターンはコマンド名のデリミタですから、
"ATR" というコマンドが登録されていなければこの文字列はテキストと認識され、現在処理中のコ

マンドの一部分になってしまいます。

ダミーコマンドを使用するとこれを避けられます。この例の場合はつぎのようにコマンド名ファイ
ルに記述します。

+ [49, 0, 0] !ATR!

8.8.2 メニューバック

コマンド 『メニューバック』(MENUBACK) は、１枚前のメニューを表示します。どのメニューエ

リアのメニューをメニューバックさせるかは、つぎの番号でコマンド名ファイル中に指定します。

ディスパッチャ  = 95
ドライバ        =  2 
フォーム        = メニューエリア番号

ここで指定したメニューエリア番号のメニューがメニューバックします。
フォーム番号に 0 ( ゼロ ) を指定するとすべてのメニューエリアをメニューバックします。

デフォルトのフォーム番号は 4 です。コマンド名ファイルに次のように記述されています。

+  [95,2,4] !MENUBACK!
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8.9 メニュー読み込み時のエラーメッセージ

エラーは起動ディレクトリの acad.err ファイルに記録されます。

8.9.1 ワーニング

警告 (WARNING) は処理を続行します。

WARNING - Could not open file ファイル名

ファイルをオープンできない。またはファイルが存在しない。

WARNING - line # Invalid line

コマンド名定義行の第１カラムが '+' でない。

メニューの定義行の第１文字が規定の文字でない。

WARNING - line # Insufficient command number

コマンド名定義行のコマンド番号が誤っている。

WARNING - line # Command name not given

コマンド名定義行にコマンド名がない。

WARNING - line # Include space before name

コマンド名の中に空白文字がある。

WARNING - Duplicate コマンド名 [n1, n2, n3] [m1, m2, m3]

このコマンド名は [n1, n2, n3] のコマンド番号で既に定義されている。

後であらわれたコマンド名定義 [m1, m2, m3] は無視される。

WARNING - Header line does not appear

まだヘッダ行が現われないため、この行は無視した。

WARNING - Menu page # out of range

メニューページ番号の誤り。

WARNING Function key page # must be 1

ファンクションキー割り付けのページ番号は１でなければならない。
ページ番号を１にして続行。

WARNING - Menu page # conflict, n

このページ番号は既に使用されている。このページは無視する。

WARNING - Page #1:s reserved for function key

ページ番号１はファンクションキー用なので使用できない。このページは無視する。

WARNING - Line # n Undefined command name referenced

未定義コマンド参照。このメニューエントリーは無視する。n は行番号。

8.9.2 エラー

以下のエラー処理によって中断されたときは起動できません。あるいはメニューの変更は失敗です。
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ERROR - Number of menu page over max

メニューページ数が制限を越えた。max は制限値。

ERROR - Number of command entry over max

コマンド総数が制限を越えた。max は制限値。
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8.10 カスタマイズしたメニューの移植（UNIX 版参考）

Advance CAD の標準メニューを修正して利用者専用メニューを作るとたいへん便利です。多くのお客様

がメニューの専用化（カスタマイズ）を行っているようです。
Advance CAD のメジャーバージョンアップの時は、新しい標準メニューに対してもう一度カスタマイズ

を行わなければなりません。この作業に手間がかかるので、なにかよい方法はないか、あれば紹介して
ほしいという希望がありました。そこで、メニューのカスタマイズした部分を新しいバージョンに移植
する方法を考えてみました。

戦略はつぎのようになります。元になった標準メニューと修正メニューファイルを比較して、変更内容
を調べ上げます。そしてそれを新しいバージョンの標準メニューに反映させます。 
メニューファイルを直接比較してもその結果はわかりにくいので、もう少し詳細に比較しなければなり
ません。

最初は標準メニューファイルと修正メニューファイルのおおまかな違いを調べることです。 
メニューページ単位で調べるのが適切でしょう。つまり標準メニューから削除したメニューページや新
たに追加したメニューページがあるかどうか調べてみます。

修正メニューページに新たに追加したメニューページは、あとで新しいバージョンのメニューファイル
に挿入する必要があるので、その部分だけを抜き出しておくと便利です。通常ユーザが新しいメニュー
ページを追加するときは、標準メニューファイルではなく USEROSM.MEN というファイルに追加する

のを勧めます。USEROSM.MEN はユーザがメニューページを追加するために用意してあるファイルで、

バージョンアップを簡単にします。

標準メニューファイルから削除したメニューページは、新しい標準メニューファイルから除去します。
ユーザがメニューページをたくさん追加するために不要なメニューページを除去しないとメニューファ
イルの制限を越えてしまうようなときは、除去しなければなりません。そうでなければ残しておいても
かまいません。

残りは標準メニューファイルと修正メニューファイルの両方に含まれているメニューページです。これ
らのメニューページのうち修正されたページを調べます。そしてその変更を新しい標準メニューに反映
させなければなりません。
まず修正メニューファイルから変更されたメニューページだけを抜き出しておきます。
そしてこの修正メニューページを新しい標準メニューの対応するページと入れ換えます。これがいちば
ん簡単な方法ですが、問題があります。
新しい標準メニューのそのページに新しいコマンドやモディファイヤが追加された場合などです。単純
に入れ換えると、上記のような標準メニューのバージョンアップ変更が失われてしまいます。
正しい方法は標準メニューと修正メニューの各ページごとに違いを調べておき、それを新しい標準メ
ニューに反映させることでしょう。メニューページごとに違いを調べることは、自動的にできます。そ
の違いを新しい標準メニューファイルに反映させるのは、人間が行わなければなりません。

以上の作業を行えば、新しいバージョンの修正メニューファイルができます。そこで、上記の作業に必
要な作業を手助けするプログラムを作ってみました。簡単な道具ですが、結構役立ちます。
メニューのバージョンアップの参考にしていただければ幸いです。

このプログラムは１つのシェルスクリプト xmenu と、それが使用する２つの awk プログラム 
xmenu1.awk, xmenu2.awk からできています。これらのファイルのリストは最後のページに載っていま

す。
シェルスクリプト xmenu は UNIX の四つのコマンド awk, comm, diff, egrep だけしか使っていません。

シェルスクリプト xmenu の２行目と３行目は、標準メニューファイル名 ( ここでは ACADOSM.STD)、
修正メニューファイル名 ( ここでは ACADOSM.USR) を設定しています。
  92 システム管理の手引き (Advance CAD Version 18)



8.10  カスタマイズしたメニューの移植（UNIX 版参考）  
ここには適切なファイル名を設定してください。

stdfile="ACADOSM.STD"
usrfile="ACADOSM.USR"

シェルの実行はつぎのようにします。三つの選択があります。１、２または３を入力します。
% xmenu <cr>
Advance CAD utility
Comparision of Standard menu and Customized menu
  1 = Page name list
  2 = Extract additonal pages
  3 = Extract modified pages
  Select 1-3 :

● メニューページ名のリスト

Select 1-3 : 1 <cr>
Results in page.lis

標準メニューファイルと修正メニューファイルの中のメニューページリストがファイル page.lis 
にできます。
このファイルは unix comm コマンドで作ったもので、３つのカラムを持っています。

左から順に、以下のようになります。
標準メニューにだけあるメニューページ名（修正メニューにはない）
修正メニューにだけあるメニューページ名（標準メニューにはない）
両方のメニューにメニューページ名

% more page.lis <cr>
spline
itemattr
isometric
editcurve
composit
    user_mdf1
    user2
    user1
    string
    point
    mdf_offset
    mdf_line
    mdf_fillet
    mdf_arc
    main3
    main2
    main1
    line
    arc

● 追加メニューページの抜き出し

Select 1-3 : 2 <cr>
Results in menu.add

修正メニューファイルから修正メニューページにだけあるメニューページをファイル menu.add 
に抜き出します。
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● 変更メニューページの抜き出し

Select 1-3 : 3 <cr>
Results in menu.mod and menu.dif

２つのファイルができます。
修正メニューファイルから修正があるメニューページをファイル menu.mod に抜き出します。

もうひとつのファイルは menu.dif で、unix の diff コマンドで作ったものです。これには各メ

ニューページ単位での比較結果が入っています。

% more menu.dif <cr>
diff arc
diff line
7c7
< +<4,1>" 垂直線 "!LVL![line,mdf_line,c0]
---
> +<4,1>" 垂直線 "!USERLVL![line,mdf_line,c0]
9d8
< +<6,1>" 平行線／距離 "!LPLS![line,mdf_line,c0]
17a17
> +<16,1>" ユーザ線 "!ULINE![line,mdf_line,c0]
diff main1
diff main2
diff main3
diff mdf_arc
diff mdf_fillet
diff mdf_line
diff mdf_offset
diff point
diff string

diff arc は diff コマンドで調べるメニューページの名前が arc であることあらわしています。もし

メニューページに変更があれば、その次に diff コマンドの出力があらわれます。

ここでは余分な空白やタブはとりのぞいて比較しています。たったひとつの空白が違うだけのつ
まらない変更が報告されないようにするためです。

diff コマンドの出力はつぎのような３つの種類があります。簡単に説明します。詳細は unix の 
diff コマンドを調べてください。

以下の n1, n2 は元のページファイルの行番号、n3, n4 は修正ページファイルの行番号です。ペー

ジ単位で比較しているので、いずれも行数は１からです。

追加 a (add)
n1 a n3,n4
もとのページファイルの n1 行に修正ページファイルの n3 ～ n4 行を追加している。

削除 d (delete)
n1,n2 d n3
もとのページファイルの n1 ～ n2 行は削除されている。それは修正ページファイルの n3 行のつぎであ
る。

変更 c (change)
n1,n2 c n3,n4
もとのページファイルの n1 ～ n2 行は修正ページファイルの n3 ～ n4 行に変更されている。

行頭の "<", ">" はつぎのような意味があります。
< は標準メニューファイルの内容
> は修正メニューファイルの内容
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このファイルを参照しながら新しいバージョンの標準メニューファイルを修正します。

● プログラムのリスト

file xmenu (shell script)
 1  #! /bin/sh
 2  stdfile="ACADOSM.STD"
 3  usrfile="ACADOSM.USR"
 4  #
 5  echo "Advance CAD menu"
 6  echo "Comparision of Standard menu and Customized menu"
 7  echo " 1 = Page name list"
 8  echo " 2 = Extract additional pages"
 9  echo " 3 = Extract modified pages"
10  echo -n "Select 1-3 : "
11  read swt
12  
13  if [ "$swt" = "1" ]; then
14      egrep -h '^/[ \t]+Pagename[ \t]+=[ \t]+' $stdfile \
15          | nawk '{print $4}' | sort > /tmp/pn.std
16      egrep -h '^/[ \t]+Pagename[ \t]+=[ \t]+' $usrfile \
17          | nawk '{print $4}' | sort > /tmp/pn.usr
18      comm /tmp/pn.std /tmp/pn.usr | sort -r > page.lis
19      rm /tmp/pn.std /tmp/pn.usr
20      echo "Results in page.lis"
21  elif [ "$swt" = "2" ]; then
22      egrep -h '^/[ \t]+Pagename[ \t]+=[ \t]+' $stdfile \
23          | nawk '{print $4}' | sort > /tmp/pn.std
24      egrep -h '^/[ \t]+Pagename[ \t]+=[ \t]+' $usrfile \
25          | nawk '{print $4}' | sort > /tmp/pn.usr
26      comm -13 /tmp/pn.std /tmp/pn.usr > /tmp/pn.add
27      nawk -f xmenu1.awk list="/tmp/pn.add" $usrfile > menu.add
28      rm /tmp/pn.std /tmp/pn.usr /tmp/pn.add
29      echo "Results in menu.add"
30  elif [ "$swt" = "3" ]; then
31      egrep -h '^/[ \t]+Pagename[ \t]+=[ \t]+' $stdfile \
32          | nawk '{print $4}' | sort > /tmp/pn.std
33      egrep -h '^/[ \t]+Pagename[ \t]+=[ \t]+' $usrfile \
34          | nawk '{print $4}' | sort > /tmp/pn.usr
35      comm -12 /tmp/pn.std /tmp/pn.usr > /tmp/pn.com
36      nawk -f xmenu2.awk type=".std" strip="Y" $stdfile
37      nawk -f xmenu2.awk type=".usr" strip="Y" $usrfile
38      nawk '
39      {    print "diff", $1;
40           s = sprintf("diff /tmp/%s.std /tmp/%s.usr", $1, $1);
41           system(s)
42      }' /tmp/pn.com > menu.dif
43      nawk '
44      $0 ~ /^diff / && NF == 2 {name = $2; next}  
45      {   if (name) print name;
46          name = "";
47      }' menu.dif > /tmp/pn.mod
48      nawk -f xmenu1.awk list="/tmp/pn.mod" $usrfile > menu.mod
49      rm /tmp/pn.std /tmp/pn.usr /tmp/pn.com /tmp/pn.mod
50      rm /tmp/*.std /tmp/*.usr
51      echo "Results in menu.mod and menu.dif"
52  else
53      echo "Illegal selection=" $swt
54  fi
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55  # End of script

file xmenu1.awk
 1  BEGIN {
 2      while ((n=getline <list)==1) names[$1] = 1;
 3      close(list);
 4  }
 5  /^\/[ \t]+Pagename[ \t]+=/ {
 6      if ($4 in names) {
 7          oswt = "Y";
 8          print "/";
 9          print "/ Pagename = " $4;
10      } else {
11          oswt = "";
12      }
13      next;
14  }
15  /^\// { next }
16  {
17      if (oswt) print
18  }

file xmenu2.awk
 1  /^\/[ \t]+Pagename[ \t]+=/ {
 2      if (filename) close(filename);
 3      filename = "/tmp/" $4 type;
 4      print "/" > filename;
 5      print "/ Pagename = " $4 > filename;
 6      next;
 7  }
 8  /^\// { next }
 9  {
10      if (strip == "Y") {
11          n = length($0);
12          s = "";
13          for (j=1; j<=n; j++) {
14              c = substr($0, j, 1);
15              if (c == " " || c == "\t") { continue }
16              s = s c;
17              if (c == "\"") {
18                  for (j++; j<=n; j++) {
19                      c = substr($0, j, 1);
20                      s = s c;
21                      if (c == "\"") break;
22                  }
23              } else if (c == "!") {
24                  for (j++; j<=n; j++) {
25                      c = substr($0, j, 1);
26                      s = s c;
27                      if (c == "!") break;
28                  }
29              }
30          }
31          print s > filename;
32      } else {
33          print $0 > filename;
34      }
35  }
36  END {if (filename) close(filename)}
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● 概要

コマンド実行中に表示されるシステムメッセージ／エラーメッセージを修正すること
ができます。

メッセージを修正するのはたいていつぎのような場合です。
(1) システムが供給したメッセージが気にいらないので直したいとき
(2) プログラミングインタフェースにより新しいコマンドを Advance CAD に組み込んだ

とき

ここでは (1) の場合について説明します。(2) についての詳細は『プログラミングマ

ニュアル』をご覧ください。
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9.1 ファイル

つぎのファイルを使用します。各ファイルのデフォルト ディレクトリ名とファイル拡張子は、コン

フィグレーションファイル で指定します。コンフィグレーションファイルのキーワードはそれぞれ以

下の通りです。

● メッセージ用

• インプットファイル
メッセージ作成に使用するファイル名をリストアップするファイル。ユーザは変更する必要はあ
りません。キーワードは #MSG:INP# です。

• メッセージファイル
インプットファイルに記述されるファイル。キーワードは #MSG:ASC# です。

エラーメッセージ用 

• インプットファイル
エラーメッセージ作成に使用するファイル名をリストアップするファイル。ユーザは変更する必
要はありません。キーワードは #ERR:INP# です。

• エラーメッセージファイル
インプットファイルに記述されるファイル。キーワードは #ERR:ASC# です。

注） バージョン 12 からテキストファイルを直接読み込むようにしました。従ってテキストファイルを
バイナリファイルに変換するための mesagegen、errorgen および コンフィグレーションファイ
ルのキーワード #MESAGE:BIN#、#ERRMESAGE:BIN# は不要になりました。
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9.2 メッセージファイル／エラーメッセージファイル

9.2.1 修正できるファイル

メッセージファイル／エラーメッセージファイルのうちで、ユーザが修正できるのはつぎの２つの
ファイルです。

MSG90.TXT( メッセージ用 )
ERR90.TXT( エラーメッセージ用 )

上記のそれぞれのファイルに、メッセージ番号 9000000 から 9999999 の範囲で作成します。

重複したメッセージ番号はバージョン 12 からは先に定義したものが有効になります。

そのためにユーザ作成のメッセージファイルはインプットファイル（MSG.INP ／ ERR.INP）の先頭

に定義しています。

ファイル MSG90.TXT ／ ERR90.TXT はリリースメディアに入っていないので、バージョンアップし

ても書き換えられることはありません。しかし、これ以外のファイルはバージョンアップ時に書き
換えられてしまいますので、メッセージを変更したときは注意してください。

9.2.2 例

/ Filename : MSG02.TXT
/
/ Advance CAD V16 message file
/ Message number 0200000 - Geometry Creation / Item Editing
/                0210000 - Editing
/                0220000 - Isometric / 3D
/                0230000 - Available
/
/ Point
+ (0200101) " 最短距離 "
+ (0200102) " 点数 "
+ (0200103) " ピッチ "
+ (0200104) " 曲線距離 "
/
+ (0200111) " 座標値を入力 "
+ (0200112) " ディジタイズを入力 "
+ (0200113) " 図形をピック "
+ (0200114) " 図形１をピック "
+ (0200115) " 図形２をピック "
+ (0200116) " 基準点を入力 "
+ (0200117) " ベクトルを入力 "
+ (0200118) " 水平基準点を入力 "
+ (0200119) " 垂直基準点を入力 "
+ (0200120) " 分割数／分割ピッチ (@DS) を入力 "
+ (0200121) " セグメント点作成コマンドを選択 "
+ (0200122) " 図形１をピック／テンポラリポイントを入力 "
+ (0200123) " 図形２をピック／テンポラリポイントを入力 "
+ (0200124) " ベクトル又は曲線距離を入力 "
+ (0200125) " カ－ブアイテムをピック "
/
                ：
/
/ End of file
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9.3 メッセージファイルの作成手順

(1) メッセージファイルを修正する

ファイル MSG90.TXT ／ ERR90.TXT を漢字テキストエディタで修正します。

MSG90.TXT ／ ERR90.TXT がないときは、どれか別のメッセージファイルを MSG90.TXT ／ 
ERR90.TXT という名前にコピーしてから修正するとよいでしょう。

MSG90(ERR90).TXT の記述方法は次のとおりです。

１行は 100 バイト以下、１つのメッセージ／エラーメッセージは 70 バイト以下で表します。

 + : １カラム目は + で始めます。
 ( メッセージ番号 ) : 使用するメッセージ番号を ( と ) で囲みます。
 " メッセージ " : 定義するメッセージを記述します。半角文字は画面に表示するとき

に、全角に変換されます。

例． + (9000001) " 図形をピック "

(2) メッセージ出力を実行する

システムメッセージ／システムエラーメッセージは、つぎのどちらかのメニューエリアに出力さ
れます。これは各コマンドプログラム中で指定されており、変更はできません。

• ６番のメニューエリア 
ユーザの入力を一時的に表示しておいたり、計算結果を表示します。

• ７番のメニューエリア 
オペレータにつぎの操作を示すためのオペレーション メッセージとエラーメッセージを表示 

します。

+       ( メッセージ番号 ) " メッセージ " 
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● 概要

モデルタイトルは、そのモデルを管理するために使う文字データのことです。
たとえば " 工事番号 " や、 " 設計担当者 " などの項目をあらかじめモデルタイトルとし

て指定しておきます。そしてコマンド MODEL/TITLE で、そのモデル固有の文字デー

タを付加します。

指定したモデルタイトルは、つぎのように利用されます。
• モデル情報ファイルに記入される。
• 図面枠シンボル中に定義しておくと、プロッタに描画される。
• モデル検索の条件として使う。

この章では、モデルタイトルとして指定する項目をあらかじめ設定しておく方法につ
いて説明します。
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10.1 モデルタイトル用テンプレートファイルの作成方法

10.1.1 ファイル

モデルタイトル用テンプレートファイル名は、コンフィグレーションファイルのキーワード  
#MODEL:TITLE# で指定します。デフォルトのファイル名は TITLE です。ディレクトリとファイル

拡張子は、任意のものに変更できます。
たとえば、下記のように設定しておくと、デフォルトのファイル名は /home/acad/maint の 
TITLE.TMP になります。

#MODEL:TITLE# "/home/acad/maint/" !.TMP!    Model title template 

10.1.2 フォーマット

テンプレートファイルに以下のフォーマットにしたがって記述します。

( 項目番号 )" コメント " [ データの型 , 最小桁数 , 最大桁数 , 入力の可否 , 表示順 ] 
! カラー , 初期値 , 文章ファイル名 , メニューページ名 !

10.1.3 内容

(1) 項目番号

モデルタイトルを入力する時に、どのタイトルかをこの番号で選ぶ。
項目番号は省略できない。

(2) コメント

入力時に画面に表示される注釈。最大 64 バイト ( 全角では 32 文字 )。コメントは省略できな

い。

(3) データ型

abcd ４桁で定義する。省略すると 0000 となる。

a : 全角文字
b : 英字        A から Z および a から z

項目番号 内容

1 から 200 自由に設定できる

201 モデル主タイトル

202 モデルファイル名

203 モデル作成日

204 モデル作成時間

205 モデル更新日

206 モデル更新時間

207 モデル登録ユーザ名
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c : 数字        0 から 9
d : 特殊文字    !"#$%&'()*+,-./:;<=>?@[\]^_`{|}~

a, b, c は、下記 0, 1 のみ指定可。d は 0, 1, 2, 3 を指定可。

0 : すべて入力可
1 : すべて入力不可
2 : プラス (+), マイナス (-), ドット (.) のみ入力可
3 : マイナス (-), アンダースコア (_) のみ入力可

abcd ４桁が 1102 のときは、実数値型の入力とみなし、以下のような入力が可能となる。

10, -10, +10
10.5, -10.5, +10.5

(4) 最小桁数と最大桁数
最小桁数 : 入力されるタイトルの最小バイト数 (0 - 256)。0 = 規定しない
最大桁数 : 入力されるタイトルの最大バイト数 (0 - 256)。0 = システムの上限値とする。上限値

は 256 バイト（全角の時 128 文字）

省略すると 0 となる。

これはタイトルが入力された場合の文字数の長さを規定する。ここで長さを規定しても必須
入力項目とはならない。

(5) 入力の可否
 0 : 入力してもしなくてもよい。
 1 : 必ず入力しなければならない。
-1 : 変更できない。

初期値で設定済みでユーザに変更させたくないとき、 プログラミングインタフェースを使用し

てモデルファイル名を決めているときなど、モデルタイトルコマンドでは入力させたくない
ときに -1 とする。省略すると 0 となる。

(6) 表示順

-30000 から +30000 までの数値で、この数値の小さい順に表示する。

省略すると 項目番号 1 から 200 の時は 0、201 以上の時は -1 となる。

-30001 以下または +30001 以上を指定すると、非表示になる。非表示の項目はモデルタイトル

入力時の一覧としては画面に表示されないが、項目番号を指定することにより内容を設定／
変更することはできる。内容を設定／変更させたくない時は「入力の可否」で入力不可とし
なければならない。

たとえば、一つのモデルに詳細図と申請図が混在する時に、
詳細図を設計する時には申請図用のタイトルを非表示にする。
申請図を設計する時には詳細図用のタイトルを非表示にする。

ような場合、詳細図用と申請図用のテンプレートファイルを用意しておき、使い分けること
で可能になる。

(7) カラー、初期値、文章ファイル名、メニューページ名

カラー
モデルタイトル入力時に強調したい項目などに色をつけたいときに指定する。
COLOR= に続けてカラー名またはカラー番号を前後をダブルクォート (") で囲んで記述す

る。
例えば !COLOR="Red"! または !Color="2"! というように記述する。

省略時のカラーはダイアログのときは黒、サブウインドウのときはプロンプトメッセージ
と同じ色になる。
カラー名（Red、Green、Blue など）については「システム管理者の手引き：メニューの作

成」を参照。カラー番号はアイテムのカラー番号と同じで 1 ～ 200。

初期値
入力を省略した時の値。省略可。最大 40 バイト（全角では 20 文字）。

VAL= に続けて設定したい値の前後をダブルクォート (") で囲んで記述する。
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たとえば、　!VAL="Advance CAD"!　というように記述する。

初期値としてシステムレジスタ名を定義することができる。システムレジスタ名は前後に 
# を記述する。たとえば、　!VAL="#CURAIMUSER#"! というように記述する。

ここで定義した初期値は、新規開始 (MODEL/INIT)、モデル呼出し (MODEL/READ) および

モデルタイトル (MODEL/TITLE) コマンドが選択された時に、モデルタイトルデータとし

て設定される。

初期値としてレジスタ名が定義されている時は、以下の点に注意すること。
• 新規開始、モデル呼出しおよびモデルタイトルコマンドが選択された時にその項目に

モデルタイトルデータが設定されていない時にレジスタの内容をモデルタイトル
データとして設定する。

• レジスタが未定義の場合は設定されない。
• 一度設定されるとそれ以後にレジスタの内容が変わっても、モデルタイトルの内容は

変わらない。

文章ファイル名
モデルタイトル入力時にその項目を選択した時に画面に表示したい文書ファイル名。省略
可。最大 40 バイト（全角では 20 文字）。

TLB= に続けて文書ファイル名の前後をダブルクォート (") で囲んで記述する。

たとえば、  !TLB="TEST"!　と記述する。

メニューページ名
この項目を選択したときに表示するメニューのページ名。省略可。
MENU= に続けてメニューページ名の前後をダブルクォート (") で囲んで記述する。たとえ

ば、  !MENU="test"!  と記述する。

メニューページ名は１項目で最大２つまで記述できる。

カラー、初期値、文章ファイル名、メニューページ名を複数記述する場合はカンマで区切る。
例．  !COLOR="Red",VAL="Advance CAD", MENU="test1", MENU="test2"!

Windows 版でダイアログボックスを使用する場合

• メニューページ名の処理 
内容が文字列割付け行のみがコンボボックスアイテムにセットされる。 
オンスクリーンメニュー表示は行わない。オンスクリーンメニューに表示したいときは
ダイログボックスを使用しない設定にする。

• 文章ファイル名の処理 
１行選択の（文章ファイル内にキーワード #NUM1# がある）文章ファイルは文章ファイ  

ルの内容がコンボボックスアイテムに、複数行選択の文章ファイルは TLB ボタンにより  

文章ファイル操作になる。

10.1.4 項目番号 201 ～ 207 について

項目番号 201 ～ 207 は以下のように固定されています。各々定義してない場合は次のように定義し

たことになります。

(201)   " モデル主タイトル "      [ 0000, 0, 0, 0, -1 ]
(202)   " モデルファイル名 "      [ 0000, 0, 0, 0, -1 ]
(203)   " モデル作成日 "          [ 0000, 0, 0,-1, -1 ]
(204)   " モデル作成時間 "        [ 0000, 0, 0,-1, -1 ]
(205)   " モデル更新日 "          [ 0000, 0, 0,-1, -1 ]
(206)   " モデル更新時間 "        [ 0000, 0, 0,-1, -1 ]
(207)   " モデル登録ユーザ名 "    [ 0000, 0, 0,-1, -1 ]
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項目番号 202 には初期値は設定できません。初期値は設定しても無視されます。

項目番号 203 ～ 207 は項目番号、コメント、表示順だけが設定できます。その他 ( たとえば入力の可

否など ) は設定しても無視されます。

10.1.5 例

• 項目番号１の「設計者名」を必ず入力させるとき

(1)    " 設計者名 "      [ 0000, 0, 0,  1, 0 ]

• 項目番号１の「設計者名」をアカウント情報＃１を初期値とするとき

(1)    " 設計者名 "      [ 0000, 0, 0,  0, 0 ]   !VAL="#CURAIM01#"!

• 項目番号２の「型番」を数字および特殊文字（- を許すため）の 12 桁とする。 

ただし入力しなくてもよい。

(2)     " 型番 "          [ 1100, 12, 12, 0, 0]

• モデルファイル名を入力させない時

(202)   " モデルファイル名 "      [ 0000, 0, 0, -1, 0 ]
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第 11 章 セキュリティとアカウンティング
● 概要

Advance CAD セキュリティは、 Advance CAD システムソフトウェアへのアクセスを制

限します。セキュリティが働くと、ユーザ名とパスワードを知らなければ Advance　
CAD を起動できないため、 Advance CAD の不正な利用を防げます。

また Advance CAD アカウンティングは Advance CAD のユーザがアクセスしたファイ

ル名、 Advance CAD を使用した時間等を記録します。これにより、" 誰が・どれだけ・

どのように "  Advance CAD を使用したかを記録できます。

この章ではセキュリティとアカウンティングの設定／使用方法について説明します。

ユーザ名とパスワード、および必要ならばアカウントアイテム ( 「11.1.3 アカウント

アイテムの定義」参照のこと ) をユーザオーソライゼーションファイル 
ACADUAF.ASC に登録します。これをプログラム acaduaf によりバイナリファイル

に変換します。そしてこのファイルを Advance CAD に認知させれば、 Advance CAD は
起動するたびにユーザ名とパスワードを要求するようになり、また作業内容がアカウ
ントファイルに記録されるようになります。

アカウント機能で使用する以下のファイルの格納ディレクトリは、コンフィグレー
ションファイルのキーワード #ACCOUNT# で指定します。ファイル拡張子は指定し

てはいけません。
ユーザオーソライゼーションファイル
ユーザログファイル
アカウンティングログファイル

ネットワーク上のディレクトリを指定して、すべてのユーザがこのディレクトリの
ファイルを参照することもできます。その場合は UNIX 版 と Windows 版 クライアン

トの両方からは使用できません。UNIX 版と Windows 版 クライアントはそれぞれ別の

ディレクトリを参照するように設定してください。
コンフィグレーションファイルにキーワード #ACCOUNT# がない場合は作業ディレ

クトリを参照します。
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11.1 ASCII ユーザオーソライゼーションファイルの作成

ファイル ACADUAF.ASC は、 Advance CAD を利用できるユーザ名とそのパスワードおよびアカウント

アイテムを登録する ASCII テキストファイルです。セキュリティとアカウンティングが働いているとき

は、このファイルに記述されているユーザ以外は Advance CAD を起動できません。

このファイルは UNIX 版ではテキストエディタ（たとえば vi) で Windows 版ではメモ帳で作成します。

11.1.1 フォーマット

最初にセキュリティパラメータ、つぎにアカウントアイテム、つぎにユーザエントリを記述します。
第１カラムを / ( スラッシュ ) で始めると、その行はコメント行になります。１行は 80 文字以内で

す。  ブランク行はどこにあってもかまいません。

11.1.2 セキュリティパラメータ

最初に、セキュリティパラメータを記入します。これは、すべてのユーザ名とパスワードに共通の
項目です。セキュリティパラメータは , ( カンマ ) で区切った６つの数字で構成します。これは必ず

最初の有効行でなければなりません。

フォーマット
ユーザ名の長さ , パスワードの長さ , パスワード数 , リトライ回数 , 
自動問い合わせ , ファイル名の形式 , 年の桁数

たとえば以下のように記述します。
10,20,2,3,1,1,1

各項目の意味は次のとおりです。

最初の数字 ( ユーザ名の長さ ) はユーザ名の最長文字数を指定します。(1 - 16 文字 )
10,20,2,3,1,1,1

次の数字 ( パスワードの長さ ) はパスワードの最長文字数です。 (1 - 40 文字）

10,20,2,3,1,1,1

３番目の数字 ( パスワード数 ) は各ユーザ名ごとの最大パスワード数です。指定できるパスワード数

は 1 - 10 個です。例では１つのユーザ名に対してパスワードを２つまで指定できます。

10,20,2,3,1,1,1

４番目の数字 ( リトライ回数 ) は Advance CAD を起動するときにユーザ名の入力失敗が許される数

で、 1 - 10 まで指定できます。

10,20,2,3,1,1,1

５番目の数字は自動問い合わせフラグです。
0 : 変更項目入力方式
1 : 自動問い合わせ方式

このフラグを１に設定すると、アカウントアイテムを順番に問い合わせてきます。前のデータでよ
ければ <CE> を入力します。変更したければ新しい値を入力します。すべての項目が終了すると、

変更項目入力モードになります。変更したい項目がなければ <CE> を入力すると、アカウントアイ

テムの入力が終了します。
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なお Advance CAD version 4.3 でもアカウントアイテムが１つだけのときは自動問い合わせ形式に

なっていました。自動問い合わせフラグが追加されたため、これはなくなりました。自動問い合わ
せフラグを１にしてください。

10,20,2,3,1,1,1

６番目の数字はファイル名の形式を指定します。
0 : フルパス
1 : 名前だけ

７番目の数字は西暦年の形式を指定します。
0 : 西暦下２桁
1 : 西暦４桁

11.1.3 アカウントアイテムの定義

アカウントアイテムは作業項目や作業コードなどの付加情報で、 Advance CAD がなんのために使用

されたかを詳細に記録したいときに使います。これは使用したくなければ省略してかまいません。
アカウントアイテムは最大 10 個まで定義できます。それ以上記述しても無視されます。

● 挿入位置
セキュリティ パラメータ行の後で、ユーザ名エントリの前。

● フォーマット
データタイプ , プロンプト , デフォルト値 , 最小値 , 最大値 , 必須入力フラグ

たとえば以下のように記入します。
3,Alphabetic,ACAD,1,6
6,Numeric(1-10),3,1,10
2,Numeric,,,,2

● 各項目の意味

データタイプ
そのアカウントアイテムに対する入力可能なデータのタイプを制限します。
全部で 7 種類あり、0 から 6 までの整数であらわします。意味は次のとおりです。

データタイプ以外のパラメータは省略できます。
省略するときは、 ',' ( カンマ）とだけ書くか、それ以降をまったく書かないようにします。

プロンプト

データタイプ 意味

0 ユーザ入力なし。デフォルト値が使用される。

1 漢字を含む任意の文字列。

2 整数値。値をチェックしない。

3 英文字。A-Z, a-z のみ。

4 英数字。0-9, A-Z, a-z のみ。

5 ASCII 文字列。#, ? などの記号も含む。

6 整数値。値をチェックする。
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アカウントアイテム設定時 ( Advance CAD 起動時または AIM コマンド実行時 ) に画面に表

示する文字を指定します。最大 24 文字。省略すると、画面には

'ENTER ACCOUNT ITEM # n '

と表示されます。漢字で指定してもかまいません。( ただし 12 文字以下 )

デフォルト値
オペレータがアカウントアイテムを入力しないとき、この値を使用します。最大 15 文字。 
データタイプ が 0 のときは常にここで指定した値が使用されますので、通常は省略しませ

ん。それ以外は省略できます。省略すると、ブランクになります。 データタイプ = 0, 1 のと

きは漢字で記述できます。( そのときは 8 文字以下）

最小値 , 最大値

データタイプ が 6 以外のとき、オペレータが入力する文字数を制限します。

入力文字数がつぎのようにならなければ、その入力を無効とします。
最小値 ≦ 文字数 ≦ 最大値

最小値 の省略値は 1。最大値 の省略値は 15。
最小値 , 最大値 は、1 ～ 15 の整数で指定します。

データタイプ が 6 のとき、オペレータが入力する値 (value) が次のようにならなければ、そ

の入力を無効なものとします。
最小値 ≦ value ≦ 最大値

最小値 の省略値は  1
最大値 の省略値は 99

最小値 , 最大値 は -32768 ～ 32767 の整数で指定します。

データタイプ が 2 または 6 ( 数値）のときは右づめ、それ以外のとき ( 文字）は左づめでア

カウンティングファイルに記述されます。

必須入力フラグ
入力省略可能項目か必須項目かを指定します。

0 = 省略可能項目
1 = 必須項目 ( 前入力保持 )
2 = 必須項目 ( 毎回入力 )

必須項目とするとき、デフォルト値は設定しないでください。
デフォルト値が設定されていると、それが省略時の値となり、入力済とみなされ、実質的
には省略可能となります。
前入力保持のときは、一度入力があるとそのあとは省略可能な項目になります。
毎回入力は毎回必ず入力しなければなりません。いかなるときも省略できません。

● 例
次の４つのアカウントアイテムを定義したとします。

2, 作業番号 ,101
1, 所属 , 設計 ,,,1
5, 使用者 ,,,,1
5, 注記

Advance CAD を起動したとき、次のようになります。

 1 作業番号      101
 2 所属          設計
*3 使用者
 4 注記

２番目の所属、３番目の使用者名が必須項目です。ただし２番目の所属はデフォルト値に ' 設
計 ' とあるため、入力済みとなります。
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そして３番目の使用者が空白なので * が付き、入力しなければならない項目になります。４番

目の注記も空白ですが、これは省略可項目なので * は付きません。

２回目以降、同じユーザ名で入力すると、最初に入力した値を使用しますので、必須項目は
全て入力済みになっており、 * が付く項目はありません。これはアカウント変更コマンド 
(AIM) でも同様です。

11.1.4 ユーザエントリ

アカウントアイテムの定義のあとに、各ユーザ名とパスワードを記述します。

● フォーマット
#  ユーザ名
パスワードの有無 , パスワードのエコーの禁止フラグ
パスワード #1
パスワード #2
            : 
パスワード #n

たとえばつぎのように記述します。
# USER
1,0
AQUARIUS
AMETHYST

第１文字は # 、第２文字はスペースで、３文字目からユーザ名を記述します。

２文字目のスペースは必ずいれてください。
（正 )   # USER
（誤 )   #USER

ユーザ名はセキュリティ パラメータの " ユーザ名の長さ " で指定した文字数以下でなければなり

ません。ユーザ名は英大文字、数字または日本語文字 ( かな、漢字 ) で記入します。日本語文字

は１文字で英字２文字分です。

ユーザ名の次の行は、カンマで区切った２つの数字で構成します。
最初の数字は、そのユーザ名にパスワードをつけるならば 1 、つけないならば 0 を指定します。

1,0

２番目の数字は、指定したパスワードをタイプしたとき、画面にパスワードをエコー ( 表示 ) さ
せてよいならば 0、エコーさせないならば 1 を指定します。

1,0

例ではパスワード指定を許しているので、次の行からパスワードを記述します。またこの例では
パスワードは２個指定できるようになっていますが、１個だけでもかまいません。しかし必ず１
つは必要です。さもないとログインできません。パスワードの長さはセキュリティ パラメータの 
" パスワードの長さ " で指定した文字数以下でなければなりません。パスワードは英数字だけで、

日本語文字は使用できません。
パスワードを複数定義しているユーザは Advance CAD へログインするとき、どのパスワードを

使ってもかまいません。
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11.2 バイナリ ユーザオーサライゼーションファイルの作成

ASCII ユーザオーソライゼーションファイルを作成後、プログラム acaduaf を実行し、バイナリ ユーザ

オーソライゼーションファイルを作成します。プログラム acaduaf はファイル ACADUAF.ASC を入力と

し、ファイル ACADUAF.BIN を作成します。

ACADUAF.BIN が既にあるときは、あらかじめそのファイルを ACADUAF.BAK という名前にリネーム

しておいてください。

UNIX 版

% mv ACADUAF.BIN ACADUAF.BAK
% acaduaf

Windows 版
> ren ACADUAF.BIN ACADUAF.BAK
> acaduaf

このファイルはバイナリ形式でかつ暗号化してありますのでファイルの内容は簡単には読めません。 
Advance CAD はこのファイルを使用します。
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11.3 アカウンティングとセキュリティの認知方法

ACADUAF という名前のユーザオーソライゼーションファイルがあればセキュリティとアカウンティン

グが働きます。しかしアカウンティングやセキュリティを効かせたくなければこのファイルを作成する
必要はありません。

ACADUAF.BIN をそのまま使うときは、つぎのようにリネームしてください。

UNIX 版

% mv ACADUAF.BIN ACADUAF

Windows 版
> ren ACADUAF.BIN ACADUAF

UNIX 版では NFS マウントとリンクエントリを使って１つの ACADUAF.BIN で複数の Advance CAD の
セキュリティとアカウンティングが行なえます。

UNIX 版のみ

% ln -s / マウントディレクトリ名 /ACADUAF.BIN ACADUAF

作成した ACADUAF.BIN が正常に働くことを確認したら、秘密保持のために ACADUAF.ASC を消去し

ておくことをお勧めします。

UNIX 版

% rm ACADUAF.ASC

Windows 版
> del ACADUAF.ASC
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11.4 ユーザログファイル

Advance CAD システムは、ユーザが最初にログインしたとき、そのユーザのアカウント情報をファイル 
ACADUSR に保存します。つぎに同じユーザがログインしたときは、さきに保存されているアカウント

情報を表示します。最初に正しいアカウント情報を設定しておけば、その後は変更しなくてもよいよう
になっています。

UNIX 版では NFS マウントとリンクエントリを使用して、ネットワーク上で同一のユーザログファイル

を参照する設定をすることにより管理者をよりしやすくします。
次の例ではユーザログファイルはファイル ACADUSR.LOG という名前のファイルに記録されます。

% ln -s / マウントディレクトリ名 /ACADUSR.LOG ACADUSR

注 ） Windows ではリンク機能がありませんので、ユーザログファイル名は ACADUSR です。 

このファイルはバイナリーファイルでテキストエディタ等では修正できません。
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11.5 アカウンティングログファイル

11.5.1 アカウンティングログファイルの指定

セキュリティとアカウンティングを働かせると、 Advance CAD のセッションログが記録されます。

UNIX 版で ACADACCT をつぎのように ACADACCT.LOG というファイルにリンクしておけば、

セッションログはファイル ACADACCT.LOG に記録されます。

% ln -s / ディレクトリ名 /ACADACCT.LOG ACADACCT

注 ） Windows ではリンク機能がありませんので、ログファイル名は ACADACCT です。

11.5.2 アカウンティングログファイルの管理

アカウンティング ログファイルは Advance CAD のセッションログを記録するファイルです。

ユーザはこのファイルを目的に応じて任意の方法で処理できます。集計やアカウント表作成の処理
は各ユーザで独自に行ってください。

またアカウンティング ログファイルのサイズはディスクのスペースがなくなるまで増え続けるので

適時このファイルを作りなおしてください。つぎのように単純に今までのログファイルを消去する
だけでもかまいません。

% rm ACADACCT のファイル

11.5.3 フォーム

アカウンティングログファイルの１レコードの長さは、西暦年の表示桁数によって異なります。
西暦年が下２桁表示のとき : 80 バイト
西暦年が４桁表示のとき : 82 バイト

イベントレコードとアカウントアイテム レコードの２種類があります。イベントのタイプによりア

カウントアイテム レコードを持つものと持たないものがあります。

● イベントレコード

西暦年が下２桁表示のとき
 1  -  4  ステーション名
 6  - 13  月／日／年
15  - 19  時：分
21  - 23  イベントタイプ
25  - 29  時間 (elapsed time)
31  - 46  ユーザ名 (16 文字）
48  - 79  モデルファイル名 (32 文字。長いときは後ろが断たれます）
80        スペース

西暦年が４桁表示のとき
 1  -  4  ステーション名
 6  - 15  月／日／年
17  - 21  時／分
23  - 25  イベントタイプ
27  - 31  時間 (elapsed time)
33  - 48  ユーザ名 (16 文字）
50  - 81  モデルファイル名 (32 文字。長いときは後ろが断たれます）
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82        スペース

ステーション名は次の内容の４文字で記述されます。

ノード名の最後の３文字＋ポート名の最後の１文字

イベントタイプはレコードの種類を示すもので、次の６種類があります。

BEG から END までが一組の作業となりますので、組にならないものは途中で強制終了されたと

いうことがわかります。
時間 (elapsed time) は自分のイベントから次のイベントまでの時間ですが、イベントが END のと

きは、BEG からのトータル時間となります。

● アカウントアイテム レコード

アカウント情報は、 AIM コマンド実行後およびモデルファイルの呼出し、新モデルの開始時に出

力されます。
アカウント情報は２行分確保され、アカウントアイテムの指定個数が少なければ、残りをブラン
クで出力します。

アカウントアイテムがアカウンティング ログファイルに出力されるフォーマットは、以下のよう

になります。

西暦年が下２桁表示のとき
１行目

 1 - 15     1 番目のアカウントアイテム
16          ブランク
17 - 31     2 番目のアカウントアイテム
32          ブランク
   :         　  :
65 - 79     5 番目のアカウントアイテム
80          ブランク

２行目
 1 - 15     6 番目のアカウントアイテム
16          ブランク
   :             :
65 - 79     10 番目のアカウントアイテム
80          ブランク

西暦年が４桁表示のとき
１行目

 1  - 15    1 番目のアカウントアイテム
16          ブランク

イベントタイプ 内容

BEG Advance CAD の起動 (acad)

NMD モデル新規開始 (MODEL/INIT)

RMD モデル呼出し (MODEL/READ)

FLE モデル保存 (MODEL/WRITE)

PLT プロットファイル作成時 (PLOT)

STP Advance CAD 終了 (STOP)

AIM アカウントアイテム (AIM)
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17 - 31     2 番目のアカウントアイテム
32          ブランク
   :           :
65 - 79     5 番目のアカウントアイテム
80 - 82     ブランク

２行目
 1 - 15     6 番目のアカウントアイテム
16          ブランク
   :           :
65 - 79     10 番目のアカウントアイテム
80 - 82     ブランク
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11.6 アカウント情報の変更

アカウントアイテムは、Advance CAD 起動時に設定します。また、 Advance CAD セッション途中で AIM 
コマンドを実行すると、変更できます。

Advance CAD のコマンド入力待ち状態のときに、以下をタイプします。

AIM

AIM コマンドは、アカウンティング情報を変更します。修正するアカウントアイテムを選択し、新しい

値を入力します。変更が実行されると、ACCOUNT.LOG に 'AIM' レコードが書き込まれます。何も変更

しないで AIM を終了すると、'AIM' レコードは出力されません。
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11.7 ファイルの関係

アカウンティングおよびセキュリティのために使用されるファイルの関係は次のようになります。
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11.8 例

● ASCII ユーザオーソライゼーションファイル ACADUAF.ASC

/
/ Example of Advanced CAD User Authorization File
/
/ First line is Security parameter
10,20,2,3,1
/
/ Accounting Item (maximum 10 entries)
/ May specify only Validation type. Other parameter value use system default
/
0,No user response,Example
1,Any text,Account item,1,12
2,Numeric(right),123,1,4
3,Alphabetic(left),ACAD,1,6
4,Alphanumeric(left),Rev2,1,8
5,Printable(left),May-10-87(Sun),1,14
6,Numeric(1-10),3,1,10
2
3
4
/
/ User Entries must describe the following
/
# ACAD
0,0

# SYSTEM
1,1

MANAGER

# USER
1,0
AQUARIUS
AMETHYST
/
/ End of file

● アカウンティングログファイル ACADACCT.LOG

ctca 05/08/87 16:28 BEG 00:00 ACAD
ctca 05/08/87 16:29 RMD 00:01 ACAD             /files/IGESEXA
Example         Account item                123 ACAD            Rev2
May-10-87(Sun)                3
ctca 05/08/87 16:33 NMD 00:05 ACAD
Example         Account item                123 ACAD            Rev2
May-10-87(Sun)                3
ctca 05/08/87 16:41 RMD 00:07 ACAD             /files/SGACUT
Example         Account item                123 ACAD            Rev2
May-10-87(Sun)                3
ctca 05/08/87 16:44 STP 00:04 ACAD             /files/SGACUT
ctca 05/08/87 16:44 END 00:17 ACAD
ctca 05/08/87 17:33 BEG 00:00 SYSTEM
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ctca 05/08/87 17:33 NMD 00:01 SYSTEM
Example         Account item                123 ACAD            Rev2
May-10-87(Sun)                3
ctca 05/08/87 17:34 AIM 00:00 SYSTEM
Example         Account item                123 ACAD            Rev2
May-10-87(Sun)                3                 CHANGE          ACCOUNT
ctca 05/08/87 17:34 STP 00:01 SYSTEM
ctca 05/08/87 17:34 END 00:02 SYSTEM
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Appendix  A 漢字コード表
以下の表は Advance CAD の漢字フォントファイル KANJINEW.ORG をまとめたものです。

このファイルは、JIS X 0208-1983 に準拠した漢字表です。

これまでの漢字フォントファイル KANJIVEC.SEG は、JIS C 6226-1978 に準拠していました。1983 年の

改定では、以下の点が変更になっています。

(1) 第2水準の漢字で常用されているものと、それに対応する第1水準の本字のコード位置を交換したもの 22 組。

(2) 常用されている略字を新たに第 1水準に登録し、それまでの本字を第 2水準のコードに移したもの、4組。

22/38 尭 ⇒ 84/01 堯　  43/74 槙 ⇒ 84/02 槇　　45/58 遥 ⇒ 84/03 遙
64/86 瑶 ⇒ 84/04 瑤

(3) コード位置は、変更されないが字形が変更されたもの、246 文字。 
（数が多いので、リストは省略）

新しい漢字フォントファイル KANJINEW.ORG では、上記 (3) の第 2 水準の文字の字形の変更を除い

て対応しました。

16/19 鯵 ⇔ 82/45 鰺 18/09 鴬 ⇔ 82/84 鶯 19/34 蛎 ⇔ 73/58 蠣

19/41 撹 ⇔ 57/88 攪 19/86 竃 ⇔ 67/62 竈 20/35 潅 ⇔ 62/85 灌

20/50 諌 ⇔ 75/61 諫 23/59 頚 ⇔ 80/84 頸 25/60 砿 ⇔ 66/72 礦

28/41 蕊 ⇔ 73/02 蘂 31/57 靭 ⇔ 80/55 靱 33/08 賎 ⇔ 76/45 賤

36/59 壷 ⇔ 52/68 壺 37/55 砺 ⇔ 66/74 礪 37/78 梼 ⇔ 59/77 檮

37/83 梼 ⇔ 62/25 濤 38/86 迩 ⇔ 77/78 邇 39/72 蝿 ⇔ 74/04 蠅

41/16 桧 ⇔ 59/56 檜 43/89 侭 ⇔ 48/54 儘 44/89 薮 ⇔ 73/14 藪

47/22 篭 ⇔ 68/38 籠
システム管理の手引き (Advance CAD Version 18) 123



.  
A.1 外字領域

ユーザ定義文字を追加する場合は、以下の順位で登録番号を決めてください。

漢字は
1.  85 区 1 点～ 94 区 94 点
2.  47 区 52 点～ 47 区 94 点
3.  84 区 5 点～ 84 区 94 点

非漢字
1.   9 区 1 点～ 12 区 94 点
2.  14 区 1 点～ 15 区 94 点
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A.2 縦書き専用のフォント

漢字書体番号 101 で縦書きする場合は、縦書き用のフォントを使い、自然な縦書きができます。縦書き

のときは、下記の文字 ( 53 文字 ) を使用します。
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.  
A.3 漢字書体

Advance CAD version 6 から漢字の書体を選択できます。

version 5 以前の漢字書体は書体番号 101 になります。

なお漢字書体 102 ～ 109 はオプションで有償です。使用できる書体は以下のとおりです。

注 ). 漢字書体 102 ～ 109 には、JIS13 区（機種依存文字 ) は登録されていません。 JIS13 区の文字

を使用する場合は、漢字書体 101 を選択してください。
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１区      （16 進 コード：21xx ）

2 区        （16 進 コード：22xx ）
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.  
３区       （16 進 コード：23xx ）

４区      （16 進 コード：24xx ）
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５区      （16 進 コード：25xx ）

６区      （16 進 コード：26xx ）
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.  
７区      （16 進 コード：27xx ）

８区      （16 進 コード：28xx ）
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９区      （16 進 コード：29xx ）

１０区      （16 進 コード：2Axx ）
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.  
１１区      （16 進 コード：2Bxx ）

１２区      （16 進 コード：2Cxx ）
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１３区      （16 進 コード：2Dxx ）

１４区      （16 進 コード：2Exx ）
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.  
１５区      （16 進 コード：2Fxx ）

１６区      （16 進 コード：30xx ）
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１７区      （16 進 コード：31xx ）

１８区      （16 進 コード：32xx ）
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.  
１９区      （16 進 コード：33xx ）

２０区      （16 進 コード：34xx ）
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２１区      （16 進 コード：35xx ）

２２区      （16 進 コード：36xx ）
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.  
２３区      （16 進 コード：37xx ）

２４区      （16 進 コード：38xx ）
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２５区      （16 進 コード：39xx ）

２６区      （16 進 コード：3Axx ）
システム管理の手引き (Advance CAD Version 18) 139



.  
２７区      （16 進 コード：3Bxx ）

２８区      （16 進 コード：3Cxx ）
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２９区      （16 進 コード：3Dxx ）

３０区      （16 進 コード：3Exx ）
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.  
３１区      （16 進 コード：3Fxx ）

３２区      （16 進 コード：40xx ）
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３３区      （16 進 コード：41xx ）

３４区      （16 進 コード：42xx ）
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.  
３５区      （16 進 コード：43xx ）

３６区      （16 進 コード：44xx ）
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３７区      （16 進 コード：45xx ）

３８区      （16 進 コード：46xx ）
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.  
３９区      （16 進 コード：47xx ）
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４１区      （16 進 コード：49xx ）

４２区      （16 進 コード：4Axx ）
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４３区      （16 進 コード：4Bxx ）
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４５区      （16 進 コード：4Dxx ）

４６区      （16 進 コード：4Exx ）
システム管理の手引き (Advance CAD Version 18) 149



.  
４７区      （16 進 コード：4Fxx ）
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４９区      （16 進 コード：51xx ）

５０区      （16 進 コード：52xx ）
システム管理の手引き (Advance CAD Version 18) 151



.  
５１区      （16 進 コード：53xx ）

５２区      （16 進 コード：54xx ）
  152 システム管理の手引き (Advance CAD Version 18)



５３区      （16 進 コード：55xx ）
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５５区        （16 進 コード：57xx ）

５６区      （16 進 コード：58xx ）
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５７区      （16 進 コード：59xx ）

５８区      （16 進 コード：5Axx ）
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５９区      （16 進 コード：5Bxx ）

６０区      （16 進 コード：5Cxx ）
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６１区      （16 進 コード：5Dxx ）

６２区      （16 進 コード：5Exx ）
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６３区      （16 進 コード：5Fxx ）
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６５区      （16 進 コード：61xx ）

６６区      （16 進 コード：62xx ）
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６７区      （16 進 コード：63xx ）

６８区      （16 進 コード：64xx ）
  160 システム管理の手引き (Advance CAD Version 18)



６９区      （16 進 コード：65xx ）

７０区      （16 進 コード：66xx ）
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７１区      （16 進 コード：67xx ）

７２区      （16 進 コード：68xx ）
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７３区      （16 進 コード：69xx ）

７４区      （16 進 コード：6Axx ）
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７５区      （16 進 コード：6Bxx ）

７６区      （16 進 コード：6Cxx ）
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７７区      （16 進 コード：6Dxx ）

７８区      （16 進 コード：6Exx ）
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７９区      （16 進 コード：6Fxx ）

８０区      （16 進 コード：70xx ）
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８１区      （16 進 コード：71xx ）

８２区      （16 進 コード：72xx ）
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８３区      （16 進 コード：73xx ）

８４区      （16 進 コード：74xx ）
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８５区      （16 進 コード：75xx ）

８６区      （16 進 コード：76xx ）
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８７区      （16 進 コード：77xx ）

８８区      （16 進 コード：78xx ）
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８９区      （16 進 コード：79xx ）

９０区      （16 進 コード：7Axx ）
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９１区      （16 進 コード：7Bxx ）

９２区      （16 進 コード：7Cxx ）
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９３区      （16 進 コード：7Dxx ）

９４区      （16 進 コード：7Exx ）
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Appendix  B フォントユーティリティ
B.1 概要

フォントユーティリティ fontutil.exe は以下のことが行えます。

日本語ストロークフォント
・ユーザ定義文字を追加する
・字形を修正する
・バージョンアップする
・日本語ストロークフォントファイル同士を比較する（fontutil.exe version 3.0 以降）

英数字ストロークフォント
・書体番号 21 ～ 99 を追加する

・字形、属性を修正する
・バージョンアップする
・英数字ストロークフォントファイル同士を比較する（fontutil.exe version 3.0 以降）

マーク
・ユーザ定義マークを追加する
・形状を修正する
・バージョンアップする
・バイナリ形式のマークファイルをテキスト形式に変換する（fontutil.exe version 3.0 以降）

・マークファイル同士を比較する（fontutil.exe version 3.0 以降）

※ fontutil.exe は Windows 版のみをリリースしています。Solaris 版、Linux 版で使用している
場合は、Advance CAD Windows 版をインストールしてから fontutil.exe を使用してください。
Advance CAD のライセンスは必要ありません。 
以下のファイルだけが必要です。

日本語ストロークフォント
・font/KANJINEW.ORG　バイナリファイル

・font/KANJINEW.SEG　バイナリファイル

英数字ストロークフォント
・font/TXTFONTxx.ORG　バイナリファイル

・font/TXTFONTxx.SEG　バイナリファイル

マーク
・maint/MARKDATA.ORG
・maint/MARKDATA.TXT
・maint/MARKDATA.SEG　バイナリファイル（テキスト形式に変換する場合のみ）

※ 日本語ストロークフォントファイル、英数字ストロークフォントファイルおよび MARK-
DATA.SEG は Solaris・Windows・Linux 版で共通なバイナリファイルです。Windows と 
Solaris・Linux 間でファイルのコピーをするときは、バイナリファイルであることに注意

してください。
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B.2 起動

起動中の Advance CAD を終了させてから fontutil.exe を起動します。

処理したい項目を４つのボタンから選択します。終了ならば「閉じる」ボタンを選択します。

起動画面で［日本語ストロークフォント］を選択すると、以下の画面になります。

起動画面で［英数字ストロークフォント］を選択すると、以下の画面になります。
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起動画面で［マーク］を選択すると、以下の画面になります。

日本語ストロークフォント、英数字ストロークフォントおよびマークの［編集］については「B.3 編

集」をご覧ください。
日本語ストロークフォント、英数字ストロークフォントの［字形修正］およびマークの［形状修正］
については「B.4 字形修正」をご覧ください。

英数字ストロークフォントの［新書体作成］については「B.5 英数字ストロークフォントの新書体作

成」を、［属性修正］については「B.6 英数字ストロークフォントの属性修正」をご覧ください。

日本語ストロークフォント、英数字ストロークフォント、マークのバージョンアップおよびバイナ
リ形式のマークファイル MARKDATA.SEG をテキスト形式のマークファイル MARKDATA.TXT に変

換するには「B.7 バージョンアップ」をご覧ください。
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B.3 編集

［編集］では文字／マークのコピーや削除が行えます。形状を変えることはできません。形状を変え
るには「B.4 字形修正」で行います。

日本語ストロークフォント、英数字ストロークフォントおよびマークの編集機能はほとんど同じで
す。
ここでは日本語ストロークフォントで編集機能を説明します。

［編集］を選択すると、ファイル選択ダイアログが表示されます。以下のファイルを選択します。
日本語ストロークフォント

・KANJINEW.SEG
英数字ストロークフォント（書体番号を入力してから［編集］を選択する）

・TXTFONTxx.SEG
マーク

・MARKDATA.TXT

ファイルが選択されると、以下の画面になります。
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［OK］

編集結果をフォントファイル／マークファイルに書き込み、親のダイアログに戻ります。

［キャンセル］
編集結果を無効にして親のダイアログに戻ります。

［適用］
編集結果をフォントファイル／マークファイルに書き込みます。

［元に戻す］
最後の編集作業をキャンセルし、一つ前の状態に戻します。（UNDO）

［やり直し］
［元に戻す］でキャンセルされた編集作業を、キャンセル前の状態に戻します。（REDO）

表示する区を指示する
スクロールバーの移動、または右上の区番号か文字を入力しての ENTER キーで処理したい区を

表示させます。

編集する文字を選択する
マウスの左ボタンで該当文字を選択します。Windows のファイル選択と同様に SHIFT キーや

CTRL キーでの範囲指定や追加・排除が行えます。選択されている文字は反転表示されます。

ポップアップメニューを使う
マウスの右ボタンをクリックするとポップアップメニューが表示されます。該当するメニュー
項目を選択します。メニュー項目は以下のとおり。

・切り取り
・コピー
・貼り付け
・重ね合わせ
・削除
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B.4 字形修正

［字形修正］［形状修正］では文字／マーク形状の追加／修正を行います。
日本語ストロークフォント、英数字ストロークフォントおよびマークの修正機能はほとんど同じで
す。
ここでは日本語ストロークフォントで修正機能を説明します。

［字形修正］を選択すると、ファイル選択ダイアログが表示されます。以下のファイルを選択しま
す。

日本語ストロークフォント
・KANJINEW.SEG

英数字ストロークフォント（書体番号を入力してから［字形修正］を選択する）
・TXTFONTxx.SEG

マーク
・MARKDATA.TXT

ファイルが選択されると、以下の画面になります。
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［修正］
選択した文字を修正するときにクリックします。マウスの左ボタンのダブルクリックまたは右
ボタンをクリックして表示されたポップアップメニューの［修正］を選択しても同様です。

［閉じる］
親のダイアログに戻ります。

表示する区を指示する
スクロールバーの移動、または右上の区番号か文字を入力しての ENTER キーで処理したい区を

表示させます。

修正する文字を選択する
マウスの左ボタンで該当文字を選択します。選択されている文字は反転表示されます。

［修正］が選択されると、以下の画面になります。
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［OK］

修正結果をフォントファイル／マークファイルに書き込み、親のダイアログに戻ります。

［キャンセル］
修正結果を無効にして親のダイアログに戻ります。

［適用］
修正結果をフォントファイル／マークファイルに書き込みます。

［元に戻す］
最後の修正作業をキャンセルし、一つ前の状態に戻します。（UNDO）

［やり直し］
［元に戻す］でキャンセルされた修正作業を、キャンセル前の状態に戻します。（REDO）

コマンド割付メニューを使う
ダイアログ上部には以下の８つの枠なしボタンが並んでいます。

・［要素作成］
・［修正］
・［移動・拡大］
・［削除］
・［ベリファイ］
・［ファイルから］
・［グリッド・枠］
・［表示領域］

これらのボタンをマウスの左ボタンでクリックすると、ポップアップメニューが表示されます。
表示されたメニュー項目をマウスで選択します。メニュー項目にはコマンドが割り付けられて
おり、選択されたコマンドが起動します。
コマンドについては後述します。

エディットボックスを使う
左下のエディットボックスにコマンド名、座標値、数値を入力し ENTER キーを入力します。コ

マンド名ならば指定されたコマンドが起動します。座標値や数値ならば、動作中のコマンドに
入力した値が渡されます。

ポップアップメニューを使う
マウスの右ボタンをクリックするとポップアップメニューが表示されます。該当するメニュー
項目を選択します。メニュー項目は以下のとおり。

・確定：<CE>
・取消：<BS>
・【XXX】の終了　：　現在選択されているコマンドを終了します。

B.4.1 コマンド

ダイアログ上部の枠なしボタンにはコマンドが割り付けられています。

コマンドには基本コマンドと割り込みコマンドがあります。［グリッド・枠］と［表示領域］ボタン
内のコマンドはすべて割り込みコマンドです。その他のボタン内のコマンドは、プラス（＋）記号
の付いたものは基本コマンド、マイナス（－）記号の付いたものは割り込みコマンドです。割り込
みコマンドはコマンドを終了すると基本コマンドに戻ります。

マウスの入力位置は常にグリッド上の点に丸められます。字形は整数値で表現されます。そのため
グリッドの最小単位は 1 です。円弧の中間点だけはグリッドに丸める／丸めないを選択できます。
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要素作成　：　基本コマンド

要素作成　：　割り込みコマンド

修正　：　基本コマンド

点：ノード点 PDG マークのノード点を１点で指示する。（マークの時のみ）

直線：二点間線 LBP 直線の始点、終点の２点を指示する。

直線：連結線 LCP 折れ線で連続する直線の始点、終点、次の直線の終点を連続で指
示する。

直線：水平線 LHL 水平線の位置を１点で指示する。

直線：垂直線 LVL 垂直線の位置を１点で指示する。

円弧：始－通過－終点 CTP 円弧の始点、通過点、終点の３点を指示する。

円弧：始－終－通過点 CTP/ONN 円弧の始点、終点、通過点の３点を指示する。

円：中心と円上点 CCC 円の中心点、円周上の点の２点を指示する。

円：半径と中心点 CRC 円の中心点を指示する。その時点の半径値で円を作成する。半径
値はエディットボックスで入力する。

矩形：対角２点 RECT 矩形の対角２点を指示する。

オフセット OFFSET オフセットしたい図形のオフセット側をピックする。その時点の
オフセット距離でオフセット図形を作成する。オフセット元の図
形は変化しない。オフセット距離はエディットボックスで入力す
る。

フィレット FILLET 直行する２つの直線を指示する。その時点の半径値で接円弧を作
成する。接円弧の半径値はエディットボックスで入力する。直線
をトリムするかしないかはメニューで指定する。

面取り CHAMFER 直行する２つの直線を指示する。その時点の隅切り距離で面取り
線を作成する。隅切り距離はエディットボックスで入力する。直
線をトリムするかしないかはメニューで指定する。

円弧：通過点丸め：オン ARC/ONN ３点円弧作成の通過点入力時に通過点をグリッドに丸める。

円弧：通過点丸め：オフ ARC/OFF ３点円弧作成の通過点入力時に通過点をグリッドに丸めない。

コーナー：隅切り距離 CHAMFER/DIST 隅切り距離を入力する。

コーナー：トリム：オン TRM/ONN フィレット、面取りの時にコーナーの直線をトリムする。

コーナー：トリム：オフ TRM/OFF フィレット、面取りの時にコーナーの直線をトリムしない。

点移動：端点 EDIT/PND 移動する端点を選択し、移動後の端点位置を指示する。

点移動：通過点 EDIT/PMD 通過点を変更する円弧か直線を選択し、移動後の通過点を指示す
る。直線は２つの直線になる。

片側トリム TRM トリムする直線のトリムする側の端点をピックし、トリム位置を
指示する。

直線→円弧 EDIT/LTOA 円弧にする直線を選択し、円弧の中間点を指示する。

円弧→直線 EDIT/ATOL 直線にする円弧を選択する。
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.  
移動・拡大　：　基本コマンド

移動・拡大　：　割り込みコマンド

削除　：　基本コマンド

ベリファイ　：　基本コマンド

ファイルから　：　基本コマンド

自由移動 MOVE 移動する要素を選択し、移動後の位置を指示する。

水平移動 MOVE/HOR 移動する要素を選択し、移動後の位置を指示する。

垂直移動 MOVE/VRT 移動する要素を選択し、移動後の位置を指示する。

自由ドラッグ DRAG ドラッグする要素を選択し、<CE> でドラッグを開始する。ドラッ
グ図形の移動後の位置を指示する。

水平ドラッグ DRAG/HOR ドラッグする要素を選択し、<CE> でドラッグを開始する。ドラッ
グ図形の移動後の位置を指示する。

垂直ドラッグ DRAG/VRT ドラッグする要素を選択し、<CE> でドラッグを開始する。ドラッ
グ図形の移動後の位置を指示する。

拡大・縮小 EXPAND 拡大・縮小する要素を選択し、<CE> で実行する。

ドラッグ移動：原点 EDIT/ORG ドラッギングの原点を指示する。拡大・縮小の原点も兼ねる。

拡大・縮小：倍率 EXP/SCF 拡大・縮小の倍率を入力する。

拡大・縮小：原点 EDIT/ORG 拡大・縮小の原点を指示する。ドラッギングの原点も兼ねる。

選択要素 DEL 削除する要素を選択し、<CE> で削除する。

全要素 DEL/ALL コマンドが選択されると全要素が削除される。

ベリファイ VER 要素をピックする。ピックした要素の座標値などが表示される。

二点間の距離 MES/DIST ２点を指示する。２点の座標値と距離が表示される。

共通データファイル COMMON/READ ファイルダイアログで共通データファイルを選択する。選択され
た共通データファイルが読み込まれる。
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グリッド・枠　：　割り込みコマンド

表示領域　：　割り込みコマンド

グリッド：間隔 GRID グリッド間隔を指定する。

グリッド：表示 GRID/ONN グリッドを表示に設定する。

グリッド：非表示 GRID/OFF グリッドを非表示に設定する。

標準枠：表示 GUIDE/ONN 標準枠を表示に設定する。

標準枠：非表示 GUIDE/OFF 標準枠を非表示に設定する。

原点記号：表示 ORG/ONN 原点記号を表示に設定する。

原点記号：非表示 ORG/OFF 原点記号を非表示に設定する。

表示領域：全体表示 ZOOM/ALL 全体を表示する。

表示領域：拡大表示 ZOOM/UP 拡大表示する。

表示領域：縮小表示 ZOOM/DOWN 縮小表示する。

表示領域：標準 ZOOM/STD 標準枠の大きさで表示する。

表示領域：対角２点 ZOOM 表示範囲の対角２点を指示する。終了する時は <CE> を入力する。

移動：中心設定 PAN/CTR 表示の中心位置を指示する。

移動：距離２点 PAN 表示領域の移動量を２点で指示する。終了する時は <CE> を入力す
る。

移動：↑ PAN270 表示図形を上に移動する。（表示領域は下に移動する。）

移動：← PAN000 表示図形を左に移動する。（表示領域は右に移動する。）

移動：→ PAN180 表示図形を右に移動する。（表示領域は左に移動する。）

移動：↓ PAN090 表示図形を下に移動する。（表示領域は上に移動する。）
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B.5 英数字ストロークフォントの新書体作成

［新書体作成］では英数字ストロークフォントのコピーを行います。
英数字ストロークフォントにあらたな書体番号を追加する場合は、すでに存在する書体番号の英数
字ストロークフォントを新たな書体番号の英数字ストロークフォントとしてコピーします。その後
で新たな書体番号の英数字ストロークフォントを修正します。

起動画面→［英数字ストロークフォント］→［新書体作成］を選択すると、以下の画面になります。

最初に［参照］を選択し、表示されたファイルダイアログでコピー元の英数字ストロークフォント
ファイルを選びます。
次にコピー先の書体番号を入力します。

［OK］

コピー先で指定された書体番号の英数字ストロークフォントファイルを作成し、親のダイアロ
グに戻ります。

［キャンセル］
親のダイアログに戻ります。

［適用］
コピー先で指定された書体番号の英数字ストロークフォントファイルを作成します。
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B.6 英数字ストロークフォントの属性修正

［属性修正］では英数字ストロークフォントの全文字の拡大縮小、基準高さおよび文字幅の修正を行
います。

起動画面→［英数字ストロークフォント］→［属性修正］を選択すると、以下の画面になります。

最初に［参照］を選択し、表示されたファイルダイアログで属性を修正する英数字ストロークフォ
ントファイルを選びます。
表示された英数字ストロークフォントの属性を修正します。

［OK］

指定された属性で英数字ストロークフォントファイルを再作成し、親のダイアログに戻ります。

［キャンセル］
親のダイアログに戻ります。

［適用］
指定された属性で英数字ストロークフォントファイルを再作成します。

ラジオボタン［全文字拡大・縮小］
このボタンを選択すると［拡大・縮小倍率］が入力できる状態になります。

ラジオボタン［基準高さ／文字幅を訂正］
このボタンを選択すると［基準高さ］と［文字幅］が入力できる状態になります。

［拡大・縮小倍率］
標準リリースの書体番号 1 と 2 の英数字ストロークフォントは基準高さ 64 で作成しています。

デザイン文字など、もっと細かい精度で表現したい場合は拡大で基準高さを大きくします。基
準高さは 64 の整数倍の 128、256、512、1024、2048 のどれかになるような倍率を推奨します。

拡大・縮小倍率を指定して［適用］または［OK］を選択すると、字形、基準高さおよび文字幅

に倍率がかけられます。
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基準高さの上限は 4095 です。したがって「修正前の基準高さ * 倍率」は 4095 を超えてはいけ

ません。

［基準高さ］
基準高さだけを変更します。字形は拡大・縮小されません。基準高さについての詳細は「シス
テム管理者の手引き：書体の作成」をご覧ください。

［文字幅］
文字幅を変更します。またコンボボックスで固定文字幅か可変文字幅かを指定します。字形は
拡大・縮小されません。文字幅についての詳細は「システム管理者の手引き：書体の作成」を
ご覧ください。
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B.7 バージョンアップ

起動画面で［バージョンアップ］を選択すると、以下の画面になります。

B.7.1 概要

日本語ストロークフォント、英数字ストロークフォントおよびマークファイルをバージョンアップ
します。
バイナリ形式のマークファイル MARKDATA.SEG は Advance CAD バージョン 18 では使用できませ

ん。MARKDATA.SEG を使用している場合は、最初に MARKDATA.SEG をテキスト形式のマーク

ファイル MARKDATA.TXT に変換してから［標準リリースと比較］および［バージョンアップ］を

行ってください。
［ファイルの比較］は、たとえばファイルサーバやクライアントにマークファイルが複数存在し、同
一かどうかが判然としないときに使用します。
通常は［標準リリースと比較］および［バージョンアップ］を行えばバージョンアップ作業は終了
です。

B.7.2 バイナリ形式のマークファイルをテキスト形式に変換

バイナリ形式のマークファイル MARKDATA.SEG は Advance CAD バージョン 18 では使用できませ

ん。MARKDATA.SEG を使用している場合は MARKDATA.SEG をテキスト形式のマークファイル 
MARKDATA.TXT に変換してから［標準リリースと比較］および［バージョンアップ］を行ってく

ださい。
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［バイナリ形式のファイルをテキスト形式に変換］を選択すると、ファイル選択ダイアログが表示さ
れます。バイナリ形式のマークファイル MARKDATA.SEG を選択します。

MARKDATA.SEG が選択されると、同じディレクトリにテキスト形式のマークファイル MARK-
DATA.TXT が作成されます。

B.7.3 ファイルの比較

たとえばファイルサーバやクライアントに日本語ストロークフォントやマークファイルが複数存在
し、同一かどうかが判然としないときに使用します。

［ファイルの比較］を選択すると、比較の基準とするファイルを選択するためのファイル選択ダイア
ログが表示されます。比較する１つ目のファイルを選択します。
１つ目のファイルが選択されると、比較の対象とするファイルを選択するためのファイル選択ダイ
アログが表示されます。比較する２つ目のファイルを選択します。

日本語ストロークフォント
・KANJINEW.*

英数字ストロークフォント
・TXTFONT*.*

マーク
・MARKDATA.*

二つのファイルが選択されると二つのファイルの比較を行います。

１つ目のファイルだけか２つ目のファイルだけに定義されている字形、または字形に違いがあるも
のが一対で表示されます。

B.7.4 標準リリースと比較

［標準リリースと比較］を選択すると、ファイル選択ダイアログが表示されます。以下のファイルを
選択します。

日本語ストロークフォント
・KANJINEW.ORG 　標準リリース
・KANJINEW.SEG 　使用中のファイル

英数字ストロークフォント（書体番号を入力してから［標準リリースと比較］を選択する）
・TXTFONTxx.ORG　標準リリース
・TXTFONTxx.SEG　使用中のファイル

マーク
・MARKDATA.ORG 　標準リリース
・MARKDATA.TXT 　使用中のファイル

標準リリースと使用中のファイルの両方が選択されると二つのファイルの比較を行います。

標準リリースだけか使用中のファイルだけに定義されている字形、または字形に違いがあるものが
一対で表示されます。

ここでは違いを画面で確認するだけで、内容を更新することはできません。内容を更新するのは
［バージョンアップ］で行います。
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B.7.5 バージョンアップ

［バージョンアップ］を選択すると、ファイル選択ダイアログが表示されます。以下のファイルを選
択します。

日本語ストロークフォント
・KANJINEW.ORG 　標準リリース
・KANJINEW.SEG 　使用中のファイル

英数字ストロークフォント（書体番号を入力してから［標準リリースと比較］を選択する）
・TXTFONTxx.ORG　標準リリース
・TXTFONTxx.SEG　使用中のファイル

マーク
・MARKDATA.ORG 　標準リリース
・MARKDATA.TXT 　使用中のファイル

標準リリースと使用中のファイルの両方が選択されるとバージョンアップが行われ、使用中のファ
イルが更新されます。

更新の方法は以下のとおり。

・標準リリースだけに定義されているもの
標準リリースの字形を採用する。

・使用中のファイルだけに定義されているもの
使用中のファイルの字形を採用する。

・標準リリースと使用中のファイルの字形に違いがあるもの
以下の３つのうちのどれかを選択するする。

・ユーザ登録を使用する。（使用中のファイルの字形を採用。）
・ユーザ登録を移動する。（両方を採用。使用中のファイルの字形は他の位置に移動。）
・ユーザ登録を無視する。（標準リリースの字形を採用。）

・標準リリースと使用中のファイルの字形が同じもの
標準リリースの字形を採用する。
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